
Ｔ
Ｃ
Ｕ
監
査
官
の
証
言
も
延
期

　

ア
ラ
ラ
ク
ア
ラ
市
は
２
月

に
も
、
変
異
株
に
よ
る
感
染

確
認
と
感
染
者
や
入
院
患

者
の
急
増
を
理
由
に
、
ロ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
を
採
用
し
て
い
る
。

　

全
国
初
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
採

用
当
時
は
病
床
占
有
率
の
上

昇
や
死
者
の
増
加
も
起
き
て

お
り
、
７
日
間
の
死
者
の
平

均
は
１
８
９
人
／
日
だ
っ
た

が
、
銀
行
や
ス
ー
パ
ー
な
ど

も
閉
じ
る
厳
し
い
規
制
に
よ

り
、
周
囲
の
市
で
感
染
者
や

死
者
が
増
え
続
け
る
間
も
感

染
者
や
入
院
患
者
、
死
者
が

減
少
。
４
月
半
ば
の
死
者
の

平
均
は
４
２
人
／
日
ま
で
落

ち
、
一
時
は
３
０
以
上
の
近

隣
自
治
体
か
ら
の
患
者
を
受

け
入
れ
る
ほ
ど
に
な
り
、
他

市
が
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
を
採
用
す

る
際
の
規
範
と
も
さ
れ
た
。

　

だ
が
、
聖
州
内
陸
部
で
感

染
再
燃
が
起
き
始
め
た
５
月

半
ば
以
降
は
感
染
者
が
増
え

始
め
、
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
採
用

基
準
を
定
め
た
市
長
令
の
発

令
・
適
用
と
な
っ
た
。

　
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
開
始
の
日
や

規
制
範
囲
は
１
７
日
の
内
に

発
表
さ
れ
る
予
定
だ
が
、
エ

リ
ア
ナ
・
オ
ナ
イ
ン
保
健
局

　

１
７
日
、上
院
の
コ
ロ
ナ
禍
の
議
会
調
査
委
員
会
（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
は
召
喚
予
定
だ
っ

た
企
業
家
の
カ
ル
ロ
ス
・
ウ
ィ
ザ
ル
ジ
氏
が
出
席
を
拒
ん
だ
こ
と
と
、
上
院
で
の

エ
レ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
民
営
化
に
関
す
る
暫
定
令
の
審
議
の
必
要
の
た
め
、
同
日
の
証

人
喚
問
を
中
止
し
た
。ウ
ィ
ザ
ル
ジ
氏
は
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統
領
が
保
健
省
外
に
作
っ

て
い
た
「
影
の
委
員
会
」
の
中
心
人
物
の
ひ
と
り
と
さ
れ
、
そ
の
証
言
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
１
７
日
付
伯
字
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統
領
が

１
２
日
に
聖
市
で
行
っ
て
物

議
を
醸
し
た
、
マ
ス
ク
な
し

で
の
バ
イ
ク
で
の
集
団
抗
議

デ
モ
、「
モ
ト
シ
ア
ッ
タ
」

に
つ
い
て
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

公
共
運
輸
サ
ー
ビ
ス
規
制
機

関
（
Ａ
ｒ
ｔ
ｅ
ｓ
ｐ
）
が
、

委
員
会
の
最
中
に
割
り
込
ん

だ
大
統
領
長
男
フ
ラ
ヴ
ィ
オ

上
議
と
罵
り
合
い
を
行
う
な

ど
、
混
乱
も
起
こ
っ
た
。

　
ル
イ
ス・ロ
ベ
ル
ト
・
バ
ロ
ー

ゾ
判
事
は
ウ
ィ
ザ
ル
ジ
氏
の

黙
秘
権
行
使
を
認
め
た
が
、

出
頭
拒
否
の
権
利
に
つ
い
て

は
、
議
会
の
判
断
に
委
ね
た
。

　
こ
の
た
め
、
同
氏
は
同
日
、

家
族
の
健
康
上
の
理
由
で
米

国
に
い
る
か
ら
ビ
デ
オ
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
で
証
言
を
行
い
た

い
と
Ｃ
Ｐ
Ｉ
に
要
請
。
証
言

を
行
う
日
も
Ｃ
Ｐ
Ｉ
と
相
談

の
上
で
決
め
た
い
と
求
め
た

が
、
Ｃ
Ｐ
Ｉ
の
委
員
長
た
ち

は
こ
れ
ら
の
要
請
を
拒
否
し

て
い
た
。

　

Ｃ
Ｐ
Ｉ
は
１
６
日
に
、ウ
ィ

ザ
ル
ジ
氏
の
電
話
の
通
話
記

録
や
銀
行
口
座
の
情
報
開
示

を
承
認
す
る
決
定
も
出
し

た
。
ウ
ィ
ザ
ル
ジ
氏
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
関
し
て
、
フ
ェ
イ

ク
ニ
ュ
ー
ス
を
拡
散
し
た
疑
い

が
あ
っ
た
た
め
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
や
り
取
り
が

あ
っ
た
後
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ウ
ィ
ザ
ル
ジ
氏
が
１
７
日
に

出
頭
を
拒
否
し
た
こ
と
に
Ｃ

Ｐ
Ｉ
は
不
満
を
あ
ら
わ
に
し

た
。
オ
マ
ー
ル
・
ア
ジ
ス
委

員
長
は
こ
の
日
、
連
警
に
よ

る
強
制
連
行
と
事
情
聴
取
と

同
様
に
、
ウ
ィ
ザ
ル
ジ
氏
を

強
制
的
に
委
員
会
に
連
れ
て

き
て
証
言
さ
せ
る
こ
と
を
認

め
る
よ
う
、
裁
判
所
に
求
め

る
意
向
を
示
し
た
。
同
委
員

「
影
の
委
員
会
」
の
中
心
人
物

長
は
１
６
日
に
、
ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
採
用
の
場
合
は
全
て
の
経

済
活
動
を
停
止
す
る
事
を
明

言
し
て
い
る
。

増
の
１
７
６
２
万
８
５
８
８

人
。
７
日
間
の
感
染
者

の
平
均
は
、
１
５
日
の

７
万
８
７
０
人
を
上
回
る

態
が
３
日
連
続
、
ま
た
は
１

週
間
で
５
日
間
起
き
た
場
合

は
７
日
以
上
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

採
用
を
規
定
し
て
い
る
。

　

１
７
日
朝
の
発
表
に
よ
る

と
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
た

人
８
５
６
人
中
、
２
０
２

人
（
２
３
・
５
％
）
が
陽
性

だ
っ
た
。
同
市
で
は
、
１
５

日
に
３
９
６
人
中
９
１
人

（
２
２
・
９
７
％
）、
１
６

日
も
９
９
３
人
中
１
９
９
人

（
２
０
・
０
４
％
）
で
陽
性

反
応
が
出
て
お
り
、
１
７
日

朝
の
時
点
で
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
採

用
が
確
定
し
た
。

　

聖
州
内
陸
部
の
ア
ラ
ラ
ク

ア
ラ
市
が
１
７
日
、
２
月
に

次
ぐ
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
（
都
市

封
鎖
）
採
用
を
宣
言
し
た
。

正
午
現
在
で
は
ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
開
始
日
な
ど
の
詳
細
は
未

発
表
だ
が
、
５
月
に
出
た
市

長
令
に
従
え
ば
最
低
７
日
間

の
外
出
規
制
が
敷
か
れ
る
事

に
な
る
と
１
６
、１
７
日
付

伯
字
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

５
月
２
４
日
に
出
た
市
長

令
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け

た
人
の
２
０
％
以
上
が
陽
性

か
疑
似
症
患
者
の
３
０
％
以

上
で
感
染
が
確
認
さ
れ
る
状

感
染
状
況
悪
化
で
２
度
目
の
実
施

Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
が
年
４
・
２
５
％
に

全
国
の
死
者
平
均
も
２
千
人
台
に

７
万
２
２
４
４
人
と
な
っ
た
。

新
規
感
染
者
の
平
均
７
万
人

超
え
は
４
月
１
３
日
以
来

だ
。

　

死
者
は
前
日
比
で

２
９
９
７
人
増
の
４
９
万
３ 

６
９
３
人
で
、
７
日
間
の
平

均
は
５
月
１
０
日
以
来
の

２
千
人
超
え
と
な
る
２
０
２ 

５
人
／
日
だ
っ
た
。

　

死
者
数
を
感
染
者
数
で

割
っ
た
致
死
率
も
、
３
月
７

日
に
２
・
４
１
％
を
切
っ
た
後

は
徐
々
に
上
昇
中
で
、
１
６

日
は
２
・
８
０
％
と
な
っ
た
。

死
者
数
を
人
口
で
割
っ
た
死

亡
率
は
１
０
０
万
人
あ
た
り

２
９
９
７
人
で
、
ロ
ラ
イ
マ
、

マ
ッ
ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
、
ア
マ

ゾ
ナ
ス
、
リ
オ
の
４
州
で
は

３
千
人
／
１
０
０
万
人
を
超

え
て
い
る
。

２
月
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
時
の
ア
ラ
ラ
ク
ア
ラ
市

（Divulgacao/Prefeitura de Araraquara

）

前日のヴィッツェルに次ぎ大荒れ

中 銀
長
は
、
ウ
ィ
ザ
ル
ジ
氏
が
国

外
逃
亡
を
図
る
の
を
防
ぐ
た

め
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
没
収
す

る
こ
と
も
求
め
て
い
る
。

　

ウ
ィ
ザ
ル
ジ
氏
の
召
喚
拒

否
に
伴
い
、
こ
の
日
に
同
時
に

予
定
さ
れ
て
い
た
連
邦
会
計

検
査
院
（
Ｔ
Ｃ
Ｕ
）
会
計
監

査
官
の
ア
レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
レ
・

フ
ィ
ゲ
イ
レ
ー
ド
・
マ
ル
ケ
ス

氏
の
証
言
も
延
期
と
な
っ
た
。

現
時
点
で
は
振
替
の
日
時
は

決
ま
っ
て
い
な
い
。

　

マ
ル
ケ
ス
氏
は
、
Ｔ
Ｃ
Ｕ

内
で
の
職
責
を
利
用
し
、
各

州
か
ら
発
表
さ
れ
る
コ
ロ
ナ

の
感
染
者
や
死
者
の
数
を
疑

う
報
告
書
を
作
成
し
た
と
し

て
、停
職
扱
い
に
な
っ
て
い
る
。

虚
偽
の
報
告
書
の
存
在
は
ボ

ル
ソ
ナ
ロ
大
統
領
の
発
言
か

ら
判
明
し
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏

の
友
人
で
も
あ
る
同
氏
の
父

親
が
そ
の
報
告
書
を
大
統
領

に
手
渡
し
た
と
、
本
人
が
上

司
に
報
告
し
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｃ
Ｕ
は
同
件
に
関
す
る

内
部
調
査
を
は
じ
め
た
が
、

連
警
に
も
捜
査
を
依
頼
し
て

料
金
所
な
ど
の
記
録
に
よ
る

と
、
こ
の
日
に
使
わ
れ
た

バ
イ
ク
の
数
は
６
６
６
１
台

だ
っ
た
と
発
表
し
た
。
こ
の

デ
モ
の
直
後
は
、「
１
万
２
千

人
参
加
」
と
さ
れ
て
い
た

が
、
実
際
に
は
そ
の
半
分
程

度
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
さ

ら
に
い
え
ば
、
大
統
領
支
持

者
た
ち
は
こ
の
モ
ト
シ
ア
ッ

タ
に
「
１
３
０
万
人
が
参
加

し
た
」
と
吹
聴
し
、
ギ
ネ
ス

ブ
ッ
ク
に
申
請
し
よ
う
と
さ

え
し
た
が
、
そ
の
数
の
約

２
０
分
の
１
だ
っ
た
こ
と
に

も
な
る
。
大
統
領
は
、
２
５

日
に
サ
ン
タ
カ
タ
リ
ー
ナ
州

シ
ェ
ペ
コ
ー
で
次
の
モ
ト
シ

ア
ッ
タ
を
行
う
と
宣
言
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

先
月
５
月
２
４
日
に
聖
市

東
部
グ
ァ
イ
ア
ナ
ゼ
ス
で
起

き
、
本
欄
で
も
報
じ
た
、
人

違
い
に
よ
る
幼
稚
園
の
女
性

教
員
２
人
の
射
殺
事
件
の
容

疑
者
が
２
人
、
１
５
日
に
逮

捕
さ
れ
た
。
１
人
は
聖
市
東

部
の
ジ
ャ
ル
ジ
ン
・
イ
グ
ア

テ
ミ
で
、
も
う
ひ
と
り
は
聖

市
か
ら
１
２
７
キ
ロ
離
れ
た

ア
メ
リ
カ
ー
ナ
市
で
の
逮
捕

だ
っ
た
。
容
疑
者
ら
は
事
件

当
日
の
朝
、
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
の
金
を
運
ぶ
主
人
や

警
備
員
の
乗
る
車
と
間
違
え

て
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で

給
油
し
て
職
場
に
向
か
う
途

中
だ
っ
た
教
員
た
ち
の
車
に

大
量
の
銃
弾
を
浴
び
せ
、
車

中
に
い
た
３
人
の
内
２
人
が

即
死
し
た
。
容
疑
者
は
３
人

で
、１
人
は
ま
だ
逃
亡
中
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
６
日
は
サ
ッ
カ
ー
の
全

国
選
手
権
第
４
節
が
行
わ
れ

た
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
は
本
拠
地

で
の
シ
ャ
ペ
コ
エ
ン
セ
戦
で

１
―
１
の
引
き
分
け
。
今
季

初
勝
利
は
ま
た
し
て
も
お
預

け
と
な
っ
た
。
コ
リ
ン
チ
ャ

ン
ス
は
本
拠
地
で
の
ブ
ラ
ガ

ン
チ
ー
ノ
戦
を
１
―
２
で

落
と
し
た
。
パ
ル
メ
イ
ラ

ス
は
敵
地
で
の
ジ
ュ
ヴ
ェ
ン

ト
ゥ
ー
デ
戦
を
３
―
０
で
快

勝
。
今
大
会
は
過
密
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
休
む
間
も
無

く
、
週
末
に
は
第
５
節
が
行

わ
れ
る
。

　

大
統
領
府
は
１
７
日
、
保

健
省
の
コ
ロ
ナ
対
策
特
別
局

長
に
ロ
ザ
ー
ナ
・
レ
イ
テ
・

デ
・
メ
ロ
氏
を
任
命
し
、
同

日
付
官
報
に
掲
載
し
た
。
同

職
は
、
上
院
コ
ロ
ナ
禍
Ｃ
Ｐ

Ｉ
で
の
証
言
で
話
題
を
呼
ん

だ
ル
ア
ナ
・
ア
ラ
ウ
ー
ジ
ョ

医
師
が
指
名
を
受
け
、
名
前

も
公
表
さ
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
任
命
拒
否
と
な
っ
た

も
の
だ
。
１
７
日
付
伯
字
サ

イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

ロ
ザ
ー
ナ
氏
は
南
マ
ッ

ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
州
の
一
般
外

科
及
び
腫
瘍
外
科
医
で
、
同

州
の
地
域
医
療
審
議
会
の
議

長
な
ど
も
つ
と
め
て
き
た
。

テ
メ
ル
政
権
で
は
保
健
省
で

教
育
局
部
門
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
つ
と
め
た
こ
と

が
あ
り
、
連
邦
政
府
と
は
つ

な
が
り
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
２
０
１
７
〜
１
８

年
に
は
、
教
育
省
の
全
国
医

療
イ
ン
タ
ー
ン
委
員
会
の
特

別
局
長
、
２
０
１
９
年
に
は

ア
ブ
ラ
ア
ン
・
ウ
エ
イ
ン
ト

ラ
ウ
ビ
教
育
相
（
当
時
）
の

下
で
、
高
等
医
療
教
育
局
教

育
開
発
担
当
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

も
つ
と
め
て
い
る
。

　

マ
ル
セ
ロ
・
ケ
イ
ロ
ガ
保

健
相
は
ロ
ザ
ー
ナ
氏
に
関
し

て
「
指
名
を
快
諾
し
て
く

れ
て
お
り
、
医
師
間
の
調
和

に
関
し
て
も
い
い
人
物
。
医

学
界
で
の
受
け
も
良
い
」
と

語
っ
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
特
別
局
長
は

ケ
イ
ロ
ガ
保
健
相
就
任
後
の

５
月
に
設
置
さ
れ
た
も
の

で
、
最
初
に
指
名
さ
れ
た

の
は
ル
ア
ナ
氏
だ
っ
た
が
、

１
０
日
後
に
指
名
を
反
故
に

さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
件
は
今
月
２
日
に
開

催
さ
れ
た
Ｃ
Ｐ
Ｉ
で
ル
ア
ナ

氏
が
証
言
し
た
こ
と
で
話
題

２
０
２
０
年
２
月
以
来
と
な

る
年
４
・
２
５
％
と
し
た
。

１
７
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て

い
る
。

　

引
き
上
げ
は
こ
の
日
に
行

わ
れ
た
通
貨
政
策
委
員
会

（
Ｃ
ｏ
ｐ
ｏ
ｍ
）
で
決
め
ら

れ
た
。
そ
れ
ま
で
の
Ｓ
ｅ
ｌ

ｉ
ｃ
は
３
・
５
０
％
だ
っ
た

が
、
今
回
は
０
・
７
５
％
ポ

イ
ン
ト
の
大
き
な
上
げ
幅
で

４
・
２
５
％
と
し
た
。
こ
れ

は
４
・
５
０
％
を
記
録
し
た

２
０
２
０
年
２
月
以
来
の
高

い
数
値
と
な
る
。

　

Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
は
こ
れ
で
３

会
議
連
続
で
引
き
上
げ
ら
れ

た
こ
と
に
な
る
。
Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ

ｃ
は
昨
年
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
消
費
の
落
ち
込
み
が
懸
念

さ
れ
た
こ
と
と
、
そ
の
段
階

で
は
ま
だ
低
イ
ン
フ
レ
だ
っ

た
こ
と
か
ら
数
値
を
下
げ
て

い
き
、
２
０
年
８
月
か
ら

２
１
年
３
月
に
か
け
て
は
、

過
去
最
低
レ
ベ
ル
の
年
２
・

０
％
が
維
持
さ
れ
て
い
た
。

　

だ
が
、
３
月
１
７
日
に
行

わ
れ
た
Ｃ
ｏ
ｐ
ｏ
ｍ
で
２
・

７
５
％
に
上
が
り
、
さ
ら

に
５
月
５
日
の
会
議
で
３
・

５
０
％
に
あ
げ
ら
れ
て
い

た
。

　

中
銀
が
こ
の
よ
う
な
判
断

を
行
っ
た
背
景
に
は
、「
イ

ン
フ
レ
へ
の
強
い
懸
念
」
が

あ
る
。
こ
の
と
こ
ろ
、
ド
ル

高
レ
ア
ル
安
は
落
ち
着
い
て

い
る
が
、
こ
こ
に
来
て
雨
不

足
に
よ
る
水
力
発
電
危
機
が

深
刻
化
。
電
気
代
の
値
上
が

り
と
そ
れ
に
伴
う
余
波
が
さ

け
ら
れ
な
い
も
の
と
な
り
、

懸
念
が
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い

る
。

　

Ｃ
ｏ
ｐ
ｏ
ｍ
は
会
議
後
の

会
見
で
、
こ
う
し
た
金
利
の

上
昇
は
「
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
進
め
て
い
る
新
興

国
な
ら
や
っ
て
い
る
こ
と
」

と
し
、「
そ
う
し
た
国
々
に

安
定
し
た
経
済
成
長
を
促
す

も
の
に
な
る
」
と
説
明
し
て

い
る
。

　

Ｃ
ｏ
ｐ
ｏ
ｍ
は
ま
た
、
コ

ロ
ナ
禍
が
鎮
静
し
た
頃
に
税

制
改
革
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
も
主
張
し
て
い
る
。

　

中
銀
は
す
で
に
、「
Ｓ
ｅ

ｌ
ｉ
ｃ
が
ま
だ
引
き
上
げ
ら

外国為替市況
中銀サイトより

6月17日午後 4時現在
米ドル相場

売　5. 022 R$
買　5. 020 R$

円相場
売　0.0457  R$
買　0.0457  R$

ロ
ザ
ー
ナ
医
師
を
正
式
任
命

ル
ア
ナ
氏
任
命
取
消
の
後
釡

イ
ン
フ
レ
や
電
力
危
機
懸
念
で
上
昇

ア
ラ
ラ
ク
ア
ラ
市
が
都
市
封
鎖

コロナ対策局長

カ
ラ
ピ
ク
イ
ー
バ
に
タ
ー
ミ
ナ
ル

州
西
部
の
機
動
性
が
大
幅
に
向
上

聖 州

ウィザルジ氏（Twitter）

　

ウ
ィ
ザ
ル
ジ
氏
は
英
会
話

ス
ク
ー
ル
の
チ
ェ
ー
ン
経
営

や
外
食
産
業
な
ど
で
名
を
成

し
た
、
現
在
の
伯
国
ビ
ジ
ネ

ス
界
で
注
目
さ
れ
て
い
る
人

物
で
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統
領

と
懇
意
な
こ
と
で
も
知
ら
れ

て
い
る
。
昨
年
は
、
医
療
関

係
者
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
マ
ン
デ
ッ
タ
氏
の
後
任
の

保
健
相
候
補
に
も
あ
げ
ら
れ

た
。

　

ウ
ィ
ザ
ル
ジ
氏
の
名
前
は
、

今
Ｃ
Ｐ
Ｉ
で
頻
繁
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
「
影
の
委
員
会
」

を
語
る
際
に
度
々
浮
上
し
て

き
て
お
り
、
同
氏
が
連
邦
政

府
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
口
出
し

を
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い

と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
１
７
日
の
委

員
会
へ
の
召
喚
と
そ
の
証
言

は
注
目
さ
れ
て
い
た
が
、
当

日
に
な
っ
て
ウ
ィ
ザ
ル
ジ
氏
が

召
喚
を
拒
否
し
た
。

　
こ
の
前
日
の
１
６
日
、
ウ
ィ

ザ
ル
ジ
氏
は
「
召
喚
相
手
へ

の
敬
意
が
足
り
な
い
」
と
し

て
最
高
裁
に
訴
え
を
起
こ
し
、

１
７
日
の
Ｃ
Ｐ
Ｉ
で
の
黙
秘

と
出
頭
拒
否
の
権
利
を
求
め

た
。
１
６
日
に
証
言
を
行
っ

た
リ
オ
州
前
知
事
の
ウ
ィ
ル
ソ

ン
・
ヴ
ィ
ッ
ツ
ェ
ル
氏
は
出
頭

拒
否
や
黙
秘
権
も
認
め
ら
れ

て
い
た
が
、
委
員
会
に
出
席

し
、証
言
を
行
っ
た
。
同
日
は
、

　

聖
州
政
府
が
１
５
日
、
大

聖
市
圏
カ
ラ
ピ
ク
イ
ー
バ
市

で
、
新
た
な
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
落
成
式
を
行
っ
た
と
同

日
付
同
州
公
式
サ
イ
ト
な
ど

が
報
じ
た
。

　

同
州
政
府
は
同
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
２
９
２
０
万
レ
ア
ル
を
投

じ
て
お
り
、
市
間
バ
ス
や
都

電
（
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ
）
を
使
う
人

い
る
。

　

今
週
の
Ｃ
Ｐ
Ｉ
は
荒
れ
模

様
と
な
っ
た
。
前
日
１
６
日

の
ヴ
ィ
ッ
ツ
ェ
ル
氏
の
証
言
で

は
、
連
邦
政
府
が
リ
オ
の
連

警
が
リ
オ
市
議
だ
っ
た
マ
リ

エ
レ
・
フ
ラ
ン
コ
氏
殺
害
事

件
の
捜
査
妨
害
を
行
っ
た
こ

と
が
ほ
の
め
か
さ
れ
た
ほ
か
、

「
守
秘
義
務
が
か
か
っ
て
い

る
か
ら
言
え
な
い
が
、
連
邦

政
府
に
よ
る
き
わ
め
て
重
大

な
干
渉
行
為
が
存
在
す
る
」

ウィザルジ氏が召喚を拒否コロナ禍
Ｃ Ｐ Ｉ
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と
の
発
言
も
行
っ
て
い
る
。

　

な
お
、Ｃ
Ｐ
Ｉ
の
メ
ン
バ
ー

は
、
喚
問
中
止
を
決
め
た
後
、

エ
レ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
民
営
化
に

関
す
る
暫
定
令
の
審
議
に

加
わ
っ
た
。
こ
の
暫
定
令
は

２
２
日
ま
で
に
承
認
し
な
い

と
無
効
と
な
る
が
、
現
時
点

で
は
下
院
が
承
認
し
た
も
の

に
修
正
が
加
え
ら
、
上
院
で

承
認
後
に
下
院
に
差
し
戻
し

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
審

議
が
急
が
れ
て
い
る
。

れ
る
可
能
性
」
を
認
め
て
お

り
、次
の
Ｃ
ｏ
ｐ
ｏ
ｍ
で
は
、

さ
ら
に
０
・
７
５
％
上
が
っ

て
、
２
０
１
９
年
１
２
月
以

来
と
な
る
５
％
に
な
る
可
能

性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。

　

中
銀
が
Ｃ
ｏ
ｐ
ｏ
ｍ
直
前

に
行
っ
た
現
状
の
見
直
し
で

は
、今
年
の
イ
ン
フ
レ
は
５
・

８
％
と
な
っ
て
お
り
、
政

府
目
標
の
上
限
で
あ
る
５
・

２
５
％
を
上
回
っ
て
い
る
。

中
銀
で
は
、
電
気
代
の
値
上

が
り
だ
け
で
な
く
、
予
防
接

種
の
普
及
で
各
種
サ
ー
ビ
ス

の
需
要
が
増
し
、
イ
ン
フ
レ

要
因
と
な
る
こ
と
も
懸
念
し

て
い
る
。

　

ア
ラ
ラ
ク
ア
ラ
市

で
の
経
緯
は
、
ロ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
が
感
染
抑

制
に
有
効
で
あ
る
事

や
一
つ
の
市
や
地
域

だ
け
で
は
効
果
を
維

持
で
き
な
い
事
、
感

染
抑
制
効
果
に
ダ
メ

押
し
す
る
手
段
が
必

要
で
あ
る
事
を
改
め

て
示
し
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感

染
状
況
が
再
び
悪
化

し
て
い
る
の
は
全
国

的
な
傾
向
で
、
１
６

日
現
在
の
全
国
の
感

染
者
は
、
前
日
比
で

９
万
５
３
６
７
人

　

中
央
銀
行
は
１
６
日
、
経

済
基
本
金
利
（
Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ

ｃ
）
を
大
き
く
引
き
上
げ
、

達
の
利
便
性
が
増
す
。
ジ
ョ

ア
ン
・
ド
リ
ア
同
州
知
事
に

よ
る
と
、
同
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

利
用
者
は
１
日
１
０
万
人
に

上
る
見
込
み
で
、
公
共
交
通

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
よ

り
快
適
な
旅
が
保
証
さ
れ
、

大
聖
市
圏
の
西
側
の
地
域
の

機
動
性
も
増
す
と
い
う
。

　

ド
リ
ア
知
事
は
、「
希
望

地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
、
快

適
さ
、
機
能
性
な
ど
も
増
す

よ
う
、
十
分
に
考
慮
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
こ
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
恩
恵
は
カ
ラ
ピ
ク

イ
ー
バ
市
の
人
達
だ
け
で
な

く
、
周
辺
の
市
に
住
む
人
達

に
も
及
ぶ
。
こ
の
タ
ー
ミ
ナ

ル
は
労
働
者
の
機
動
性
を
増

し
、
時
間
を
節
約
さ
せ
る
だ

け
で
な
く
、
乗
降
も
よ
り
快

適
に
な
る
」
と
強
調
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
イ
タ

ペ
ヴ
ィ
〜
サ
ン
パ
ウ
ロ
間
を

つ
な
ぐ
コ
レ
ド
ー
ル
・
メ
ト

リ
ポ
リ
タ
ノ
計
画
の
一
環
で
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設
は
都
市
圏

交
通
局
傘
下
の
サ
ン
パ
ウ
ロ

都
市
圏
運
輸
公
社
（
Ｅ
Ｍ
Ｔ

Ｕ
）
が
担
当
し
た
。

　

同
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
は
六
つ

の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
が
あ
り
、

１
７
路
線
の
バ
ス
が
発
着
す

る
。
内
６
路
線
は
Ｅ
Ｍ
Ｔ
Ｕ

が
運
営
す
る
市
間
バ
ス
で
、

１
１
路
線
は
カ
ラ
ピ
ク
イ
ー

バ
市
内
を
走
る
。
こ
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
を
利
用
す
る
バ
ス
は

計
１
０
２
台
に
及
ぶ
と
い
う
。

　

同
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
公
共

交
通
機
関
を
使
う
人
の
利
便

性
が
増
す
よ
う
、
カ
ラ
ピ
ク

イ
ー
バ
市
の
中
心
部
に
あ
る

同
市
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
隣
接

し
て
お
り
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ
カ
ラ

ピ
ク
イ
ー
バ
駅
も
正
面
に
あ

る
。
州
政
府
は
、
タ
ー
ミ
ナ

ル
は
３
施
設
の
連
動
性
も
考

え
て
造
っ
た
と
し
て
い
る
。

と
な
り
、
ケ
イ
ロ
ガ
氏
が
８

日
に
、「
保
健
省
の
他
の
ス

タ
ッ
フ
を
説
得
で
き
な
か
っ

た
」
と
Ｃ
Ｐ
Ｉ
に
理
由
を

語
っ
て
い
た
。
一
説
で
は
、
大

統
領
府
の
承
認
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
と
も
さ
れ
て
い
る
。

　

ル
ア
ナ
氏
は
、
ボ
ル
ソ
ナ

ロ
大
統
領
と
は
対
照
的
に
、

コ
ロ
ナ
対
策
に
関
し
て
は
科

学
に
忠
実
な
姿
勢
を
貫
い
て

い
る
。２
日
の
Ｃ
Ｐ
Ｉ
で
も
、

早
期
治
療
に
関
し
て
歯
に
衣

を
き
せ
な
い
発
言
を
行
い
、

コ
ロ
ナ
対
策
特
別
局
長
注
目

を
集
め
て
い
た
。
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白し
ら

井い

順や
す

中な
か

さ
ん
遺い

族ぞ
く

の

方か
た

、
も
う
一い

ち

度ど

連れ
ん

絡ら
く

を

下し
も

本も
と

氏し

コ
ロ
ナ
感か
ん
染せ
ん
で
日に
っ
系け
い

政せ
い

治じ

家か

運う
ん

動ど
う
イ
ベ
ン
ト
延え
ん
期き

　

グ
ァ
タ
パ
ラ
農の

う

事じ

文ぶ
ん

化か

体た
い

育い
く

協き
ょ
う

会か
い

（
グ
ァ
タ
パ
ラ
文ぶ

ん

協き
ょ
う）
は
２
月が

つ

２
７
日に

ち

に
総そ

う

会か
い

を
開か

い

催さ
い

し
て
役や

く

員い
ん

改か
い

選せ
ん

を
行

お
こ
な

い
、
会か

い

長ち
ょ
うに
新に

っ

田た

孝こ
う

二じ

（
一い

っ

世せ
い

、
島し

ま

根ね

県け
ん

、
６
８
歳さ

い

）
さ

ん
が
選え

ら

ば
れ
た
。
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
うに

上う
え

原は
ら

康や
す

司し

さ
ん
、
会か

い

計け
い

に
脇わ

き

山や
ま

謙け
ん

助す
け

さ
ん
な
ど
１
５
人に

ん

の

役や
く

員い
ん

が
以い

前ぜ
ん

と
は
一い

っ

新し
ん

し
た

形か
た
ちで
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
た
。

　

同ど
う

文ぶ
ん

協き
ょ
うの
会か

い

員い
ん

数す
う

は
現げ

ん

在ざ
い

約や
く

１
５
０
人に

ん

。
正せ

い

会か
い

員い
ん

と

準じ
ゅ
ん

会か
い

員い
ん

の
割わ

り

合あ
い

は
お
お
よ
そ

半は
ん

々は
ん

だ
と
い
う
。
新に

っ

田た

新し
ん

会か
い

長ち
ょ
うは
「
よ
そ
か
ら
見み

て
『
あ

そ
こ
は
楽た

の

し
そ
う
に
や
っ
て
る

な
』
と
思お

も

わ
れ
る
よ
う
な
楽た

の

し
い
雰ふ

ん

囲い

気き

で
活か

つ

動ど
う

し
て
い

き
た
い
。
辛し

ん

気き

臭く
さ

く
し
て
い

る
と
寄よ

っ
て
来こ

な
い
の
で
」
と

祭さ
い

を
や
っ
て
い
る
頃こ

ろ

で
す
が
去き

ょ

ま
す
。
各か

く

地ち

域い
き

に
お
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
歴れ

き

史し

が
守ま

も

ら
れ
、

後こ
う

世せ
い

に
伝つ

た

え
ら
れ
て
い
く
こ

と
を
望の

ぞ

み
ま
す
。
そ
う
す
る

こ
と
で
き
っ
と
、
そ
れ
ぞ
れ

が
自じ

分ぶ
ん

の
ル
ー
ツ
を
辿た

ど

る
こ

と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
す

ば
ら
し
い
未み

来ら
い

を
描え

が

け
る
よ

う
に
な
る
と
信し

ん

じ
て
い
ま
す
」

な
ど
と
史し

料り
ょ
う

館か
ん

の
役や

く

割わ
り

を
説せ

つ

明め
い

し
た
。

　

桑く
わ

名な

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

は
「
私わ

た
しは
こ

の
サ
ン
ト
ス
上

じ
ょ
う

陸り
く

記き

念ね
ん

碑ひ

の

前ま
え

で
、
先せ

ん

人じ
ん

の
方か

た

々が
た

の
想お

も

い

を
受う

け
継つ

ぎ
、
こ
れ
を
深し

ん

化か

さ
せ
る
と
い
う
決け

つ

意い

を
新あ

ら

た

に
す
る
と
と
も
に
、
両

り
ょ
う

国こ
く

間か
ん

の
深ふ

か

い
友ゆ

う

好こ
う

関か
ん

係け
い

が
更さ

ら

に
発は

っ

展て
ん

し
、
末す

え

永な
が

く
続つ

づ

い
て
い
く

こ
と
を
心こ

こ
ろ
よ
り
願ね

が

っ
て
お
り

ま
す
」
な
ど
と
語か

た

り
、
１
１ 

３
年ね

ん

の
歴れ

き

史し

を
噛か

み
締し

め
て

い
る
様よ

う

子す

が
映う

つ

さ
れ
て
い
る
。

新に
っ

田た

孝こ
う

二じ

会か
い

長ち
ょ
う

「
楽た

の

し
そ
う
な
活か

つ

動ど
う

に
」

グ
ァ
タ
パ
ラ
文ぶ

ん

協き
ょ
う

役や
く

員い
ん

が
一い

っ

新し
ん

年ね
ん

に
続つ

づ

き
、
今こ

年と
し

も
出で

来き

な

の
方ほ

う

針し
ん

を
語か

た

る
。

　

同ど
う

協き
ょ
う

会か
い

も
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

で
、
１
月が

つ

に
新し

ん

年ね
ん

会か
い

と
同ど

う

時じ

に
開か

い

催さ
い

す
る
成せ

い

人じ
ん

式し
き

は
や
っ

た
が
、
他ほ

か

の
イ
ベ
ン
ト
は
出で

来き

て
い
な
い
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うだ
。「
例れ

い

年ね
ん

の
今い

ま

頃ご
ろ

は
入

に
ゅ
う

植し
ょ
く

記き

念ね
ん

周し
ゅ
う

年ね
ん

　
【
共

き
ょ
う

同ど
う

】
厚こ

う

生せ
い

労ろ
う

働ど
う

省し
ょ
うは

１
７
日に

ち

、
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

の
影え

い

響き
ょ
うで
苦く

境き
ょ
うに
立た

つ
外が

い

国こ
く

人じ
ん

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

へ

の
支し

援え
ん

策さ
く

を
話は

な

し
合あ

う
有ゆ

う

識し
き

者し
ゃ

検け
ん

討と
う

会か
い

を
開ひ

ら

き
、
中

ち
ゅ
う

間か
ん

報ほ
う

告こ
く

を
ま
と
め
た
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
が
民み

ん

間か
ん

の
支し

援え
ん

団だ
ん

体た
い

と
連れ

ん

携け
い

し
、
通つ

う

訳や
く

を
介か

い

し
て
丁て

い

寧ね
い

に
生せ

い

活か
つ

状じ
ょ
う

況き
ょ
うを
聞き

き
取と

る
な

ど
し
て
支し

援え
ん

を
強

き
ょ
う

化か

す
る
こ

が
米べ

い

国こ
く

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うを
退し

り
ぞい
て
以い

降こ
う

、
国こ

く

際さ
い

政せ
い

治じ

に
お
け
る
ボ

ル
ソ
ナ
ロ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの
孤こ

立り
つ

化か

が
指し

摘て
き

さ
れ
て
久ひ

さ

し
い
が
、

れ
ず
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏し

も
敬け

い

愛あ
い

し
て
い
た
。
自じ

身し
ん

は
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

に
な
っ
て
間ま

も
な
い
頃こ

ろ

か
ら
、

ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏し

は
ト
ラ
ン
プ

氏し

と
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏し

を
「
世せ

界か
い

３
大だ

い

保ほ

守し
ゅ

国こ
っ

家か

元げ
ん

首し
ゅ

」
の

よ
う
に
称し

ょ
う
し
、
公

お
お
や
けの
場ば

で
米べ

い

国こ
く

と
イ
ス
ラ
エ
ル
と
伯は

っ

国こ
く

の

３
本ぼ

ん

の
国こ

っ
き旗
を
掲か

か

げ
、
あ
た

か
も
「
３
国ご

く

同ど
う

盟め
い

」
の
よ
う

に
吹ふ

い

聴ち
ょ
うし
た
。

守し
ゅ

派は

ト
ッ
プ
が
座ざ

を
失う

し
な
い
、

仲な
か

間ま

と
し
て
振ふ

り
か
ざ
す
こ

と
の
で
き
る
国こ

っ
き旗
は
伯は

っ

国こ
く

た

だ
ひ
と
つ
の
み
に
な
っ
た
。

　

も
っ
と
も
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏し

が
夢ゆ

め

見み

た
、
そ
の
「
３
国ご

く

同ど
う

盟め
い

」
も
、
長な

が

続つ
づ

き
は
し
そ
う

に
な
い
こ
と
は
だ
い
ぶ
前ま

え

か

ら
予よ

想そ
う

は
さ
れ
て
い
た
。
ト

ラ
ン
プ
氏し

は
任に

ん

期き

中ち
ゅ
うの
国こ

く

内な
い

で
の
支し

持じ

率り
つ

が
上あ

が
ら
ず
、

２
０
年ね

ん

の
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

で
の
苦く

戦せ
ん

は
早は

や

く
か
ら
予よ

想そ
う

さ
れ
て

い
た
。

　

ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏し

も
所し

ょ

属ぞ
く

政せ
い

党と
う

の
リ
ク
ー
ド
が
議ぎ

会か
い

選せ
ん

挙き
ょ

で
２
０
１
９
年ね

ん

か
ら
苦く

戦せ
ん

の

連れ
ん

続ぞ
く

。
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏し

が
議ぎ

会か
い

で
過か

半は
ん

数す
う

に
な
る
た
め
の

支し

持じ

派は

の
獲か

く

得と
く

に
苦く

慮り
ょ

し
て

い
る
こ
と
が
何な

ん

度ど

も
報ほ

う

じ
ら

れ
て
い
た
。
今こ

ん

回か
い

は
野や

党と
う

側が
わ

が
「
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
お
ろ
し
」

に
本ほ

ん

格か
く

的て
き

に
取と

り
組く

ん
だ
た

め
、
本ほ

ん

来ら
い

の
主し

ゅ

義ぎ

主し
ゅ

張ち
ょ
うの
全

ま
っ
た

く
違ち

が

う
新あ

た
ら
し
い
連れ

ん

立り
つ

与よ

党と
う

が

組く

ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
結け

っ

果か

、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏し

の

下げ

野や

が
決き

ま
っ
た
。　

 　

新あ
た
ら
し
く
イ
ス
ラ
エ
ル
首し

ゅ

相し
ょ
う

に
就

し
ゅ
う

任に
ん

す
る
ナ
フ
タ
リ
・
ベ
ネ

ッ
ト
氏し

は
、主し

ゅ

義ぎ

主し
ゅ

張ち
ょ
うは
「
ネ

樹  

海

ネ
タ
ニ
ヤ
フ
退た

い

陣じ
ん

で
孤こ

立り
つ

深ふ
か

ま
る
ボ
ル
ソ
ナ
ロ

じ
ゅ
　
　
か
い

タ
ニ
ヤ
フ
氏し

よ
り
も
右み

ぎ

寄よ

り
」

を
自じ

称し
ょ
うし
な
が
ら
も
「
だ
が
、

国こ
く

民み
ん

の
怒い

か

り
な
ど
を
利り

用よ
う

し

た
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
行お

こ
な
わ
な

い
」
と
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
路ろ

線せ
ん

を

す
で
に
否ひ

定て
い

。
新あ

た
ら
し
い
連れ

ん

立り
つ

政せ
い

権け
ん

内な
い

で
は
ベ
ネ
ッ
ト
氏し

の

２
０
２
３
年ね

ん

の
任に

ん

期き

終し
ゅ
う

了り
ょ
う

後ご

の
次つ

ぎ

の
首し

ゅ

相し
ょ
うま
で
決き

め
て
い

る
が
、
そ
の
後こ

う

任に
ん

予よ

定て
い

者し
ゃ

の

　

２
０
年ね

ん

５
月が

つ

３
日か

に
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

官か
ん

邸て
い

前ま
え

で
反は

ん

連れ
ん

邦ぽ
う

議ぎ

会か
い

・

最さ
い

高こ
う

裁さ
い

の
「
反は

ん

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

集し
ゅ
う

会か
い

」
が
行お

こ
な
わ
れ
た
際さ

い

に
は
、

ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏し

自み
ず
から
が
集あ

つ

ま
っ

た
群ぐ

ん

衆し
ゅ
うの
前ま

え

に
登と

う

場じ
ょ
うし
、
こ

の
３
つ
の
国こ

っ
き旗
を
振ふ

り
か
ざ

す
場ば

面め
ん

さ
え
見み

ら
れ
た
。

 　

だ
が
、
こ
の
３
つ
の
国こ

っ
き旗

の
う
ち
、
す
で
に
２
つ
で
保ほ

ヤ
イ
ル
・
ラ
ピ
ド
氏し

に
至い

た
っ
て

は
中

ち
ゅ
う

道ど
う

派は

だ
。

　
こ
れ
で
は
、「
大た

い

使し

館か
ん

を
テ

ル
ア
ビ
ブ
か
ら
（
イ
ス
ラ
ム

教き
ょ
うと
ユ
ダ
ヤ
教き

ょ
う
が
聖せ

い

地ち

争あ
ら
そい

を
し
て
い
る
）
エ
ル
サ
レ
ム
に

大た
い

使し

館か
ん

を
移う

つ

す
」
と
い
う
ボ

ル
ソ
ナ
ロ
氏し

の
構こ

う

想そ
う

が
実じ

つ

現げ
ん

さ
れ
る
可か

能の
う

性せ
い

は
低ひ

く

く
、
同ど

う

国こ
く

と
の
関か

ん

係け
い

も
以い

前ぜ
ん

の
よ
う

に
は
行い

か
な
い
は
ず
だ
。

　

そ
し
て
現げ

ん

在ざ
い

、
世せ

界か
い

の
ど

こ
を
見み

渡わ
た

し
て
も
ト
ラ
ン
プ

氏し

、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏し

に
代か

わ

り
う
る
、
世せ

界か
い

的て
き

影え
い

響き
ょ
う

力り
ょ
くを

持も

ち
う
る
極

き
ょ
く

右う

主し
ゅ

義ぎ

の
国こ

っ

家か

元げ
ん

首し
ゅ

は
見み

当あ

た
ら
な
い
。

　

南な
ん

米べ
い

政せ
い

界か
い

で
も
孤こ

立り
つ

中ち
ゅ
うの

ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏し

だ
が
、
ペ
ル
ー

の
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

で
リ
ー
ド
中ち

ゅ
う
の

ペ
ド
ロ
・
カ
ス
テ
ィ
ー
ヨ
氏し

の

不ふ

正せ
い

を
訴う

っ
た
え
て
い
る
ケ
イ
コ
・

フ
ジ
モ
リ
氏し

が
頼た

の

み
の
綱つ

な

と
い

っ
た
と
こ
ろ
か
。　
　
（
陽よ

う

）

　

焦
っ
て
起
き
上
が
ら
せ
よ
う
と
し
た
途
端
、
彼
女
の
口
か
ら
太
い
声
が
出

て
、「
私
は
プ
レ
ッ
ト
・
ヴ
ェ
ー
リ
ョ
だ
。
２
０
年
以
上
も
ヂ
ッ
ト
・
ミ
ネ

イ
ロ
と
一
緒
に
働
い
た
の
だ
。
僕
の
唯
一
の
心
配
は
、
こ
の
世
で
た
っ
た
一

人
だ
っ
た
か
ら
、
死
ん
だ
と
き
に
誰
が
葬
式
を
し
て
く
れ
る
の
か
だ
っ
た
。

ヂ
ッ
ト
・
ミ
ネ
イ
ロ
は
い
つ
も
『
お
前
が
死
ん
だ
ら
俺
が
葬
式
ぐ
ら
い
し
て

あ
げ
る
よ
』
と
約
束
し
て
く
れ
た
ん
だ
。
す
る
と
俺
が
あ
る
日
マ
タ
ラ
ゾ
家

の
草
を
刈
り
に
行
っ
た
と
き
に
井
戸
に
落
っ
こ
ち
て
し
ま
っ
た
。
ヂ
ッ
ト
・

ミ
ネ
イ
ロ
が
他
の
仲
間
た
ち
を
連
れ
て
き
て
僕
を
救
出
し
て
サ
ン
タ
・
カ
ー

ザ
に
入
院
さ
せ
て
く
れ
た
が
、
僕
は
と
う
と
う
死
ん
で
し
ま
っ
た
ん
だ
。
そ

し
て
、
ヂ
ッ
ト
・
ミ
ネ
イ
ロ
が
葬
式
を
し
て
く
れ
る
の
を
３
日
間
待
っ
た
け

ど
、
彼
は
と
う
と
う
来
な
く
て
、
僕
は
乞
食
、
無
名
の
も
の
と
し
て
埋
葬
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。
僕
は
ネ
ー
ガ
が
好
き
だ
っ
た
。
彼
女
は
ヂ
ッ
ト
・
ミ
ネ
イ

ロ
に
隠
れ
て
僕
に
お
酒
も
少
し
ず
つ
く
れ
た
。
寒
い
と
き
に
は
ヂ
ッ
ト
・
ミ

ネ
イ
ロ
の
上
着
も
貸
し
て
く
れ
た
の
だ
」。

　

私
は
び
っ
く
り
し
て
、
そ
れ
で
は
彼
に
は
何
が
必
要
だ
っ
た
の
か
と
聞
い

て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
お
祈
り
と
ロ
ー
ソ
ク
を
灯
し
て
ほ
し
い
と
の
返
事

が
返
っ
て
来
ま
し
た
。
私
は
イ
ヴ
ォ
ー
ネ
に
、
す
ぐ
に
ロ
ー
ソ
ク
を
持
っ
て

く
る
よ
う
に
頼
み
ま
し
た
。
ロ
ー
ソ
ク
を
灯
し
て
、
驚
き
の
あ
ま
り
、
ど
ん

な
お
祈
り
を
し
た
の
か
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
と
に
か
く
お
祈
り
を
し
ま
し

た
。

　

す
る
と
、
突
然
ネ
ー
ガ
が
目
覚
め
、
ま
ど
ろ
ん
だ
状
態
で
起
き
上
が
り
、

立
ち
上
が
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　

私
は
３
日
ぐ
ら
い
待
っ
て
か
ら
ネ
ー
ガ
に
プ
レ
ッ
ト
・
ヴ
ェ
ー
リ
ョ
の
事

を
聞
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
彼
女
は
腹
が
立
っ
た
よ
う
な
状
態
で
、
自
分
の

ご
主
人
が
プ
レ
ッ
ト
・
ヴ
ェ
ー
リ
ョ
に
対
し
、
す
ご
く
不
公
平
な
こ
と
を
し

た
と
言
い
出
し
ま
し
た
。
プ
レ
ッ
ト
・
ヴ
ェ
ー
リ
ョ
は
ご
主
人
の
と
こ
ろ
で

２
０
年
も
働
き
、
彼
の
た
っ
た
一
つ
の
願
い
は
死
ん
だ
と
き
に
無
名
の
乞
食

の
よ
う
に
埋
葬
さ
れ
な
い
こ
と
だ
っ
た
と
。

　

井
戸
の
事
と
、
サ
ン
タ
・
カ
ー
ザ
に
入
院
さ
れ
た
事
、
そ
し
て
入
院
以
来

プ
レ
ッ
ト
・
ヴ
ェ
ー
リ
ョ
の
事
が
全
く
分
か
ら
ず
、
生
き
て
い
る
か
、
死
ん

で
し
ま
っ
た
の
か
も
知
ら
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

私
は
彼
女
の
家
で
起
こ
っ
た
こ
と
を
す
べ
て
話
し
て
あ
げ
ま
し
た
。

　

プ
レ
ッ
ト
・
ヴ
ェ
ー
リ
ョ
さ
ん
は
亡
く
な
っ
て
お
り
、
お
祈
り
を
し
て
ほ

し
い
、
ロ
ー
ソ
ク
を
灯
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
あ
げ
ま
し
た
。

　

ネ
ー
ガ
は
そ
れ
以
来
毎
日
ロ
ー
ソ
ク
を
灯
し
て
上
げ
、
台
所
の
す
ぐ
側
に

あ
っ
た
バ
ナ
ナ
の
樹
の
傍
に
少
し
ば
か
り
の
お
酒
を
捧
げ
て
あ
げ
ま
し
た
。

す
る
と
、
彼
女
は
お
酒
を
や
め
、
咳
も
し
な
く
な
り
、
体
に
も
肉
が
付
き
、

信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
綺
麗
な
女
性
に
変
化
し
ま
し
た
。

　

人
生
と
は
、
本
当
に
不
思
議
な
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
第
１
４
章
　
　
新
た
な
経
験

　

さ
て
、
私
は
結
婚
歴
８
年
目
の
時
に
離
婚
を
し
て
、
父
の
家
へ
戻
り
ま
し

た
。
父
は
そ
れ
に
対
し
一
言
も
言
わ
ず
に
、
黙
っ
て
一
人
で
苦
し
ん
だ
と
思

い
ま
す
。

　

主
人
の
願
い
に
応
じ
て
復
縁
を
試
み
ま
し
た
が
、
以
前
よ
り
も
ひ
ど
い
状

態
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
度
は
兄
が
干
渉
し
、「
そ
ん
な
に
つ
ら
い

思
い
を
す
る
こ
と
な
ん
か
な
い
。
家
へ
来
い
」
と
言
わ
れ
、
兄
の
家
族
の
と

こ
ろ
で
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

（２６）

「
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
日ひ

」
記き

念ね
ん

動ど
う

画が

配は
い

信し
ん

桑く
わ

名な

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

が
サ
ン
ト
ス
上じ

ょ
う

陸り
く

記き

念ね
ん

碑ひ

へ

い
」
と
説せ

つ

明め
い

す
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍か

で
大お

お

き
な
収

し
ゅ
う

入
に
ゅ
う

源げ
ん

と
な
る
イ
ベ
ン
ト
が
開か

い

催さ
い

で
き
な
い
な
か
で
、
経け

い

済ざ
い

難な
ん

と
な
る
協

き
ょ
う

会か
い

も
あ
る
な
か
、

同ど
う

協き
ょ
う

会か
い

は
土と

地ち

を
カ
ン
ナ

の
農の

う

作さ
く

地ち

と
し
て
貸か

し
出だ

し

て
い
る
賃ち

ん

料り
ょ
う

収し
ゅ
う

入に
ゅ
うが
あ
り
、

経け
い

済ざ
い

難な
ん

に
は
陥お

ち
い
ら
ず
に
済す

ん

で
い
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
周

し
ゅ
う

年ね
ん

祭ま
つ

り
と
共と

も

に

開か
い

催さ
い

し
て
い
た
慰い

霊れ
い

祭さ
い

は
協

き
ょ
う

会か
い

役や
く

員い
ん

の
み
に
限げ

ん

定て
い

し
、
７

月が
つ

１
０
日か

に
執と

り
行お

こ
な
う
予よ

定て
い

だ
と
い
う
。

す
る
だ
け
の
存そ

ん

在ざ
い

で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
彼か

れ

ら
は
ブ

ラ
ジ
ル
人じ

ん

の
気き

質し
つ

を
身み

に
着つ

け
つ
つ
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
多た

文ぶ
ん

化か

社し
ゃ

会か
い

の
発は

っ

展て
ん

に
貢こ

う

献け
ん

す
る
か

た
ち
で
、
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
普ふ

及
き
ゅ
う

に
努つ

と

め
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」
な
ど
と
移い

民み
ん

史し

を
総そ

う

括か
つ

し
た
。

　

さ
ら
に
山や

ま

下し
た

運う
ん

営え
い

委い

員い
ん

長
ち
ょ
う

も
「
当と

う

館か
ん

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の

歴れ
き

史し

の
一い

ち

部ぶ

と
し
て
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

の
足あ

し

跡あ
と

を
保ほ

存ぞ
ん

、

発は
っ

信し
ん

す
る
活か

つ

動ど
う

を
続つ

づ

け
て
い

足あ
し

跡あ
と

を
後こ

う

世せ
い

に
伝つ

た

え
る
ブ
ラ

ジ
ル
移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

に
足あ

し

を
運は

こ

ん
で
撮さ

つ

影え
い

し
た
。

　

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

ゆ
か
り
の
地ち

訪ほ
う

問も
ん

に
あ
わ
せ
て
、
動ど

う

画が

の
中な

か

で
は
サ
ン
ト
ス
日に

本ほ
ん

人じ
ん

会か
い

の

中な
か

井い

貞さ
だ

夫お

会か
い

長ち
ょ
うや
、
ブ
ラ
ジ

ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

の
石い

し

川か
わ

レ
ナ
ト
会か

い

長ち
ょ
う、
ブ
ラ
ジ
ル

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

の
山や

ま

下し
た

リ

ジ
ア
運う

ん

営え
い

委い

員い
ん

長ち
ょ
うな
ど
も
出

し
ゅ
つ

演え
ん

し
て
い
る
。

　

大た
い

半は
ん

の
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

が
上

じ
ょ
う

陸り
く

し
た
地ち

サ
ン
ト
ス
港こ

う

で
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

が
管か

ん

理り

し
て
い
る

上じ
ょ
う

陸り
く

記き

念ね
ん

碑ひ

を
訪お

と
ず
れ
、
地じ

元も
と

を
代だ

い

表ひ
ょ
うし
て
サ
ン
ト
ス
日に

本ほ
ん

人じ
ん

会か
い

中な
か

井い

貞さ
だ

夫お

会か
い

長ち
ょ
うか
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
録ろ

く

画が

さ
れ

た
。

　

そ
の
後ご

、
桑く

わ

名な

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

は

聖せ
い

市し

に
戻も

ど

り
、
移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

を
訪お

と
ず
れ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

石い
し

川か
わ

レ
ナ
ト

会か
い

長ち
ょ
うが
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

を
出で

迎む
か

え
、

「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

会か
い

は
も
は
や
、
入

に
ゅ
う

植し
ょ
く

地ち

内な
い

で
の
利り

益え
き

を
求も

と

め
た

り
、
子こ

ど
も
た
ち
が
日に

本ほ
ん

に

戻も
ど

れ
る
よ
う
に
準

じ
ゅ
ん

備び

し
た
り

　

グ
ァ
タ
パ
ラ
農の

う

事じ

文ぶ
ん

化か

体た
い

育い
く

協き
ょ
う

会か
い

は
、
成せ

い

人じ
ん

式し
き

を
開か

い

催さ
い

す
る
数か

ず

少す
く

な
い
団だ

ん

体た
い

の
ひ
と

つ
。「
今い

ま

で
も
成せ

い

人じ
ん

者し
ゃ

代だ
い

表ひ
ょ
うの

答と
う

辞じ

は
日に

本ほ
ん

語ご

で
す
る
」
と

新に
っ

田た

会か
い

長ち
ょ
うは
頷う

な
ず
く
。
成せ

い

人じ
ん

式し
き

は
歴れ

き

史し

も
長な

が

く
、
１
９
６
２

年ね
ん

に
こ
の
移い

住じ
ゅ
う

地ち

に
入

に
ゅ
う

植し
ょ
くが

開か
い

始し

さ
れ
て
か
ら
５
年ね

ん

目め

に

は
始は

じ

ま
り
、
今こ

ん

日に
ち

に
至い

た

る
ま

で
続つ

づ

く
。
ぜ
ひ
伝で

ん

統と
う

行ぎ
ょ
う

事じ

と

し
て
、
い
つ
ま
で
も
続つ

づ

い
て
欲ほ

し
い
と
こ
ろ
。

が
使つ

か
っ
た
ピ
エ
ロ
風ふ

う

マ
ス
ク
に
、

被ひ

告こ
く

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
型か

た

と
一い

っ

致ち

す

る
血け

つ

液え
き

が
付ふ

着ち
ゃ
くし
て
い
た
な

ど
と
し
て
「
被ひ

告こ
く

が
犯は

ん

人に
ん

だ

と
認み

と

め
ら
れ
る
」
と
判は

ん

断だ
ん

し

た
。

　

そ
の
上う

え

で
、
顔か

お

や
胸む

ね

を
刃は

物も
の

で
多た

数す
う

回か
い

刺さ

し
た
と
指し

摘て
き

し

「
強

き
ょ
う

固こ

な
殺さ

つ

意い

に
基も

と

づ
く
残ざ

ん

忍に
ん

か
つ
執し

つ

拗よ
う

な
犯は

ん

行こ
う

。
突と

つ

如じ
ょ

と
し
て
家か

族ぞ
く

を
失

う
し
な

っ
た
遺い

族ぞ
く

の
精せ

い

神し
ん

的て
き

苦く

痛つ
う

は
察さ

っ

す
る
に

余あ
ま

り
あ
る
」
と
述の

べ
た
。

　

判は
ん

決け
つ

に
よ
る
と
、
昨さ

く

年ね
ん

２

月が
つ

１
７
日に

ち

夜よ
る

、
菊き

く

川が
わ

市し

の
派は

遣け
ん

社し
ゃ

員い
ん

デ
・
ソ
ウ
ザ
・
マ
ル

コ
ス
さ
ん
＝
当と

う

時じ

（
４
４
）

＝
の
自じ

宅た
く

敷し
き

地ち

で
、
マ
ル
コ
ス

さ
ん
の
胸む

ね

な
ど
を
刃は

物も
の

で
複ふ

く

数す
う

回か
い

突つ

き
刺さ

し
失し

っ

血け
つ

死し

さ
せ
、

マ
ル
コ
ス
さ
ん
の
妻つ

ま

の
腕う

で

な
ど

を
複ふ

く

数す
う

回か
い

切き

り
付つ

け
、
け
が

を
負お

わ
せ
た
。

　
マ
ル
コ
ス
さ
ん
と
被ひ

告こ
く

は
、

同ど
う

県け
ん

牧ま
き

之の

原は
ら

市し

の
工こ

う

場じ
ょ
うで
働

は
た
ら

く
同ど

う

僚り
ょ
うだ
っ
た
。

イ
ス
ラ
エ
ル
国こ

っ

旗き

が
使つ

か

わ
れ
た
２
０
年ね

ん

５
月が

つ

の
反は

ん

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

集し
ゅ
う

会か
い

（facebook

）

１
３
日に

ち

、

さ
ら
に
痛い

た

手で

が
襲お

そ

っ

た
。
イ
ス
ラ

エ
ル
で
、
ベ

ン
ヤ
ミ
ン
・

ネ
タ
ニ
ヤ
フ

氏し

が
首し

ゅ

相し
ょ
う

の
座ざ

を
追お

わ
れ
た
。

　

ネ
タ
ニ　

ヤ
フ
氏し

は
、
国こ

く

際さ
い

政せ
い

治じ

に
お

け
る
現げ

ん

在ざ
い

の

「
極

き
ょ
く

右う

政せ
い

治じ

家か

」
の

先せ
ん

駆く

的て
き

存そ
ん

在ざ
い

で
、
ご

多た

分ぶ
ん

に
漏も

　

在ざ
い

サ
ン
パ
ウ
ロ
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

（
桑く

わ

名な

良り
ょ
う

輔す
け

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

）

は
６
月が

つ

１
８
日に

ち

「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

ブ
ラ
ジ
ル
移い

住じ
ゅ
うの
日ひ

」
に
際さ

い

し
、
１
１
３
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

す
る
動ど

う

画が

を
特と

く

別べ
つ

に
制せ

い

作さ
く

し
、
本ほ

ん

日じ
つ

１
８
日に

ち

１
８
時じ

か

ら
同ど

う

館か
ん

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ェ

ン
ネ
ル
（w

w
w

.y
o

u
tu 

be.com
/channel/U

C
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frf-scg
E

g
lm

6
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3
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C
g

）
で
公こ

う

開か
い

す
る
。

桑く
わ

名な

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

自み
ず
から
が
事じ

前ぜ
ん

に
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

上じ
ょ
う

陸り
く

の
地ち

で
あ
る
サ
ン
ト
ス
市し

の

上じ
ょ
う

陸り
く

記き

念ね
ん

碑ひ

や
、
開か

い

拓た
く

者し
ゃ

の

で
第だ

い

１
０
回か

い

日に
っ

系け
い

政せ
い

治じ

家か

運う
ん

動ど
う

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開か

い

催さ
い

が

予よ

定て
い

さ
れ
て
い
た
が
、
主し

ゅ

催さ
い

者し
ゃ

の
下し

も

本も
と

八は
ち

郎ろ
う

元も
と

聖せ
い

州し
ゅ
う

議ぎ

が

コ
ロ
ナ
感か

ん

染せ
ん

に
よ
り
入

に
ゅ
う

院い
ん

治ち

療り
ょ
う

中ち
ゅ
うの
た
め
、
延え

ん

期き

に
な
っ

た
と
事じ

務む

局き
ょ
くか
ら
連れ

ん

絡ら
く

が
あ

っ
た
。

　
「
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

各か
く

位い

に
は
ご
迷め

い

惑わ
く

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
今こ

ん

後ご

共と
も

日に
っ

系け
い

政せ
い

治じ

家か

運う
ん

動ど
う

へ
の

ご
支し

援え
ん

を
お
願ね

が

い
し
て
延え

ん

期き

の
報ほ

う

告こ
く

と
致い

た

し
ま
す
。
な
お

次じ

回か
い

の
開か

い

催さ
い

に
つ
い
て
は
決け

っ

定て
い

次し

第だ
い

改あ
ら
ため
て
ご
連れ

ん

絡ら
く

申も
う

し

上あ

げ
ま
す
」
と
の
こ
と
。

　
【
既き

報ほ
う

関か
ん

連れ
ん

】
３
月が

つ

１
６

日に
ち

付づ

け
、
４
月が

つ

８
日か

付づ

け
本ほ

ん

紙し

２
面め

ん

に
掲け

い

載さ
い

し
た
『
白し

ら

井い

順や
す

中な
か

さ
ん
、
ま
た
は
家か

族ぞ
く

』

を
和わ

歌か

山や
ま

県け
ん

在ざ
い

住じ
ゅ
うの
山や

ま

本も
と

記の
り

義よ
し

さ
ん
が
探さ

が

し
て
い
る
と
い
う

記き

事じ

を
知し

っ
て
、
順や

す

中な
か

さ
ん
の

家か

族ぞ
く

か
ら
６
月が

つ

初し
ょ

旬じ
ゅ
んに
編へ

ん

集
し
ゅ
う

部ぶ

に
連れ

ん

絡ら
く

が
入は

い
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
際さ

い

に
聞き

い
た
電で

ん

話わ

番ば
ん

号ご
う

に
か
け
て
も
、

「
現げ

ん

在ざ
い

使つ
か

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
」

と
な
っ
て
し
ま
い
、
連れ

ん

絡ら
く

が
と

れ
な
い
状

じ
ょ
う

態た
い

が
続つ

づ

い
て
い
る
。

　

何な
ん

ら
か
の
手て

違ち
が

い
が
あ
っ
た

よ
う
。
ぜ
ひ
も
う
一い

ち

度ど

編へ
ん

集
し
ゅ
う

部ぶ

（
担た

ん

当と
う

＝
天あ

ま

野の

、
１
１
・ 

３
３
４
０
・
６
０
６
０
）
ま

で
連れ

ん

絡ら
く

を
。

今
こ

年
とし

１月
がつ

に同
どう

協
きょう

会
かい

で行
おこな

われた成
せい

人
じん

式
しき

　

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏し

サントス上
じょう

陸
りく

記
き

念
ねん

碑
ひ

を訪
おとず

れた桑
くわ

名
な

在
ざい

聖
せい

総
そう

領
りょう

事
じ

と
が
柱は

し
ら。
来ら

い

年ね
ん

度ど

予よ

算さ
ん

案あ
ん

の

概が
い

算さ
ん

要よ
う

求き
ゅ
うに
反は

ん

映え
い

さ
せ
る
。

　

中
ち
ゅ
う

間か
ん

報ほ
う

告こ
く

で
は
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

と

比く
ら

べ
、
雇こ

用よ
う

習し
ゅ
う

慣か
ん

の
違ち

が

い
か

ら
離り

職し
ょ
くし
や
す
く
再さ

い

就し
ゅ
う

職し
ょ
くし

に
く
い
と
課か

題だ
い

を
指し

摘て
き

。
ま

た
困こ

ん

窮き
ゅ
うす
る
外が

い

国こ
く

人じ
ん

の
中な

か

に

は
行

ぎ
ょ
う

政せ
い

か
ら
の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

が
届と

ど

か

ず
、
自み

ず
か
ら
支し

援え
ん

を
求も

と

め
る
こ

と
が
難む

ず
か
し
い
人ひ

と

が
い
る
と
し

た
。

　

対た
い

応お
う

策さ
く

と
し
て
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
職

し
ょ
く

業ぎ
ょ
う

相そ
う

談だ
ん

に
多た

言げ
ん

語ご

で
対た

い

応お
う

す
る
体た

い

制せ
い

の
整せ

い

備び

や
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

向む

け
求

き
ゅ
う

人じ
ん

の
開か

い

拓た
く

強き
ょ
う

化か

を
促う

な
がし
た
。
ま
た
地ち

域い
き

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
学が

っ

校こ
う

、

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

団だ
ん

体た
い

な
ど
を
通つ

う

じ
て

情じ
ょ
う

報ほ
う

発は
っ

信し
ん

す
る
こ
と
も
盛も

り

込こ

ん
だ
。

　

ま
た
現げ

ん

状じ
ょ
うで
は
、
国こ

く

内な
い

企き

業ぎ
ょ
うへ
就

し
ゅ
う

職し
ょ
くを
希き

望ぼ
う

す
る
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

の
う
ち
、
半は

ん

分ぶ
ん

程て
い

度ど

し
か

国こ
く

内な
い

で
就

し
ゅ
う

職し
ょ
くで
き
て
い
な
い
。

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

を
対た

い

象し
ょ
うに
し
た
就

し
ゅ
う

職し
ょ
く

支し

援え
ん

に
つ
い
て
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
が
大だ

い

学が
く

と
結む

す

ん
で
い
る

　

今こ
ん

月げ
つ

２
５
日に

ち

オ
ン
ラ
イ
ン

連れ
ん

携け
い

協き
ょ
う

定て
い

を
全ぜ

ん

国こ
く

に
広ひ

ろ

げ
る

べ
き
だ
と
し
た
。

　

政せ
い

府ふ

は
、
少

し
ょ
う

子し

高こ
う

齢れ
い

化か

に
伴と

も
なう
人ひ

と

手で

不ぶ

足そ
く

に
対た

い

応お
う

す
る

た
め
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

を
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
受う

け
入い

れ
て
い
る
。

厚こ
う

労ろ
う

省し
ょ
う

、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

雇こ

用よ
う

対た
い

策さ
く

民み
ん

間か
ん

と
連れ

ん

携け
い

し
支し

援え
ん

強き
ょ
う

化か

へ

静し
ず

岡お
か

、「
強き

ょ
う

固こ

な
殺さ

つ

意い

」

夫ふ
う

婦ふ

殺さ
っ

傷し
ょ
う

で
懲ち

ょ
う

役え
き

２
１
年ね

ん

浜は
ま

松ま
つ

支し

部ぶ

は
１
７
日に

ち

、
懲

ち
ょ
う

役え
き

２
１
年ね

ん

（
求

き
ゅ
う

刑け
い

懲ち
ょ
う

役え
き

２
５

年ね
ん

）
を
言い

い
渡わ

た

し
た
。

　

被ひ

告こ
く

は
起き

訴そ

内な
い

容よ
う

を
否ひ

認に
ん

し
て
い
た
が
、
大お

お

村む
ら

泰た
い

平へ
い

裁さ
い

判ば
ん

長ち
ょ
うは
判は

ん

決け
つ

理り

由ゆ
う

で
、
犯は

ん

人に
ん

　
【
共

き
ょ
う

同ど
う

】
静し

ず

岡お
か

県け
ん

菊き
く

川が
わ

市し

で
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

夫ふ
う

婦ふ

を
殺さ

っ

傷
し
ょ
う

し
た
と
し
て
、
殺さ

つ

人じ
ん

と
傷

し
ょ
う

害が
い

の
罪つ

み

に
問と

わ
れ
た
無む

職し
ょ
く

山や
ま

口ぐ
ち

正ま
さ

文ふ
み

被ひ

告こ
く

（
６
５
）
の
裁さ

い

判ば
ん

員い
ん

裁さ
い

判ば
ん

判は
ん

決け
つ

で
静し

ず

岡お
か

地ち

裁さ
い

昨さ
く

年ね
ん

１
０
月が

つ

末ま
つ

時じ

点て
ん

で
約や

く

１
７
２
万ま

ん

人に
ん

に
上の

ぼ

る
。

在
ざい

聖
せい

総
そう

領
りょう

事
じ

館
かん



中
国
か
ら
の
輸
入
２
１
・
９
％
に
拡
大

（３） ２０２１（令和三）年第５７５４号 	 ６月	１８日	（金曜日）
　

伯
国
最
大
の
貿
易
相
手
国

で
あ
る
中
国
が
、
輸
入
面
で

も
そ
の
存
在
感
を
増
し
て
い

る
と
５
日
付
ア
ジ
ェ
ン
シ

ア
・
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
が
報
じ

た
。
全
国
工
業
連
合
（
Ｃ
Ｎ

Ｉ
）
に
よ
る
と
、
２
０
２
０

年
の
場
合
、
中
国
か
ら
の
輸

入
額
は
全
体
の
２
１
・
９
％

を
占
め
た
。
２
０
０
６
年

は
８
・
６
％
だ
っ
た
か
ら
、

１
５
年
間
で
２
・
５
倍
以
上

増
え
て
い
る
。

１
１
・
４
％
に
と
６
・
２
％
ポ

イ
ン
ト
も
低
下
し
た
。

　

中
国
か
ら
輸
入
す
る
産

品
の
内
容
も
変
化
し
て
お

り
、
工
業
製
品
の
よ
う
に
付

加
価
値
の
高
い
も
の
が
増

え
て
い
る
。
工
業
製
品
を

１
５
部
門
に
分
け
て
み
た
場

合
、
輸
入
が
増
え
た
部
門
は

１
１
、０
６
年
の
レ
ベ
ル
並

み
が
３
部
門
、
輸
入
が
減
っ

た
の
は
１
部
門
だ
け
だ
っ

た
。

　

０
６
年
と
２
０
年
を
比
べ

た
場
合
の
比
率
増
が
顕
著
な

の
は
、
１
０
％
が
２
３
％

に
増
え
た
機
械
と
設
備
や
、

１
０
％
が
２
９
％
に
増
え

た
化
学
製
品
、
２
４
％
が

５
０
％
に
増
え
た
電
気
材
料

だ
。
従
来
は
ア
ジ
ア
諸
国
か

ら
は
輸
入
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
自
動
車
も
、
２
％
か
ら

１
１
％
に
比
率
を
延
ば
し

た
。
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
も

１
％
か
ら
１
４
％
に
と
躍
進

し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
Ｅ
Ｕ
や
日

本
か
ら
の
輸
入
は
１
５
部
門

中
１
１
部
門
で
、
南
米
諸
国

や
米
国
か
ら
の
輸
入
は
１
３

部
門
で
減
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
中
国
と
の
貿
易

が
盛
ん
に
な
っ
た
事
で
弊
害

も
起
き
て
い
る
。
そ
れ
は
、

伯
国
経
済
で
最
も
成
長
し
た

部
門
で
、
同
国
へ
の
依
存
性

が
高
ま
っ
た
事
だ
。

　

伯
国
の
関
係
者
は
、
中
国

と
の
貿
易
が
盛
ん
に
な
る
事

で
貿
易
が
多
様
化
し
、
ア
グ

ロ
ビ
ジ
ネ
ス
の
分
野
で
も
よ

り
大
量
の
肉
の
輸
出
や
市
場

の
掌
握
が
可
能
だ
と
考
え
て

い
た
。
だ
が
、
実
際
に
は
、

大
豆
や
鉄
鉱
石
を
中
心
と
し

た
一
次
産
品
を
輸
出
し
て
、

付
加
価
値
の
高
い
工
業
製
品

を
輸
入
す
る
と
い
う
パ
タ
ー

０
６
年
の
８
・
６
％
か
ら
依
存
高
ま
る

　

地
理
統
計
院
（
Ｉ
Ｂ
Ｇ

Ｅ
）
が
８
日
、
第
１
四
半
期

の
牛
の
屠
殺
数
は
前
期
よ

り
１
０
・
９
％
、
昨
年
同
期

比
で
は
１
０
・
６
％
少
な
い

６
５
６
万
頭
で
、
２
０
０
９

年
第
１
四
半
期
以
来
と
な
る

少
な
さ
だ
っ
た
と
発
表
し
た

と
同
日
付
ア
ジ
ェ
ン
シ
ア
・

ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
が
報
じ
た
。

　

牛
の
屠
殺
数
は
２
７
の
連

邦
自
治
体
中
、
２
３
の
自
治

体
で
減
少
し
た
。
屠
殺
数

占
め
た
。
以
下
、
南
大
河
州

が
１
３
・
９
％
、
サ
ン
タ
カ

タ
リ
ー
ナ
州
が
１
３
・
３
％

で
続
い
て
い
る
。

　

豚
も
統
計
開
始
以
来
最
多

の
１
２
６
２
万
頭
で
、
昨
年

同
期
比
で
は
５
・
７
％
、
前

期
比
で
は
０
・
６
％
、
各
々

増
え
た
。
こ
ち
ら
は
サ
ン
タ

カ
タ
リ
ー
ナ
州
が
２
８
・
９ 

％
を
占
め
、
以
下
、
パ
ラ
ナ

州
２
０
・
３
％
、
南
大
河
州

１
７
・５
％
と
な
っ
て
い
る
。

パケター島でコロナの一斉接種

１８歳以上の人に２０日に

　

こ
れ
に
対
し
、
か
つ
て
は

伯
国
へ
の
商
品
提
供
で
１

位
だ
っ
た
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）
は
、
そ
の
比
率
を

２
０
・
３
％
か
ら
１
９
・
１
％

に
下
げ
て
い
る
。
米
国
か

ら
の
輸
入
は
１
５
・
７
％
が

１
７
・
６
％
と
な
り
、
そ
の

比
率
を
少
し
拡
大
し
た
。

　

伯
国
の
輸
入
に
占
め
る
割

合
が
最
も
低
下
し
た
の
は

南
米
諸
国
で
、
同
期
間
中

の
比
率
は
１
７
・
６
％
か
ら

が
最
も
多
い
の
は
麻
州
で
、

１
５
・
７
％
を
占
め
た
。
以

下
、
南
麻
州
１
１
・
７
％
、

聖
州
１
０
・
２
％
と
続
い
て

い
る
。

　

他
方
、
鶏
は
１
９
９
７
年

の
統
計
開
始
以
来
最
多
と
な

る
１
５
億
７
千
羽
が
屠
殺
さ

れ
た
。
こ
の
数
字
は
昨
年
同

期
比
で
３
・
３
％
、
前
期
比

で
０
・
７
％
増
え
た
。
州
別

の
屠
殺
数
は
パ
ラ
ナ
州
が
最

多
で
全
体
の
３
３
・
１
％
を

　

Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
の
ベ
ル
ナ
ル

ド
・
ヴ
ィ
ス
カ
ル
デ
ィ
氏
に

よ
る
と
、
昨
年
と
同
様
の
傾

向
が
続
い
て
お
り
、
牛
の
屠

殺
数
が
減
少
す
る
一
方
で
、

鶏
と
豚
の
屠
殺
数
が
増
え
て

い
る
。
ま
た
、
成
牛
と
子
牛

の
平
均
価
格
は
、
過
去
最
高

だ
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
輸
出
も
盛
ん
で
、

通
商
局
（
Ｓ
ｅ
ｃ
ｅ
ｘ
）
に

よ
る
と
、
３
月
の
生
牛
肉
の

輸
出
量
は
、
月
間
と
し
て
は

過
去
３
番
目
、
３
月
と
し
て

は
過
去
最
多
の
１
３
万
３
８ 

２
０
ト
ン
に
達
し
た
。

　

豚
の
場
合
は
、
生
き
た
ま

ま
の
豚
や
肉
の
国
内
価
格
が

下
が
り
、
競
争
力
が
増
し
た

が
、
生
肉
の
輸
出
で
も
新
記

録
を
更
新
し
た
。

　

他
方
、
鶏
肉
の
輸
出
量
に

は
変
化
が
な
く
、
屠
殺
数
の

増
加
は
国
内
消
費
の
増
加
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
事
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

　

牛
乳
の
生
産
は
季
節
的
な

要
因
も
あ
っ
て
、
前
期
比
で

３
・
５
％
減
の
６
５
億
６
千

リ
ッ
ト
ル
だ
っ
た
。
だ
が
、

昨
年
同
期
比
で
は
１
・
８
％

増
で
、
第
１
四
半
期
の
生
産

量
と
し
て
は
新
記
録
を
更
新

し
た
。

　

鶏
卵
の
生
産
も
、
前

期
比
で
は
１
・
３
％
減
の

９
億
７
８
２
５
万
ダ
ー
ス

だ
っ
た
が
、
昨
年
同
期
比
で

は
０
・３
％
増
を
記
録
し
た
。

　

な
め
し
皮
の
生
産
量
は

実
験
咳
接
種
に
使
わ
れ
る

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
ワ
ク
チ
ン

（Fundacao Osw
ardo Cruz

）

牛
屠
殺
数
は
昨
年
同
期
比
１
０
％
減

３
月
輸
出
は
過
去
最
多
で
高
値
の
原
因
に
？

「
世
界
献
血
者
デ
ー
」
に
合
わ
せ
て

保
健
省
が
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始

聖州

路
上
生
活
者
な
ど
へ
の
支
援
で

国
際
赤
十
字
が
防
寒
着
募
集

臨
終
間
近
の
コ
ロ
ナ
患
者
を
歌
で
看
取
る

穏
や
か
に
寝
付
き
数
時
間
後
に
昇
天

半
量
の
ワ
ク
チ
ン
で
も
有
効
か

ヴ
ィ
ア
ナ
市
で
実
験
接
種
始
ま
る

コンテナを山積した貨物船（Diego Bavarelli/MInfra）

　

伯
国
南
東
部
の
エ
ス
ピ
リ

ト
サ
ン
ト
州
ヴ
ィ
ア
ナ
市
で

１
３
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
ワ

ク
チ
ン
の
実
験
的
接
種
が
始

ま
っ
た
と
１
３
日
付
ア
ジ
ェ

ン
シ
ア
・
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
が

報
じ
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

ワ
ク
チ
ン
を
半
量
に
し
て
も

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
抗
体
が
で

き
、
感
染
や
重
症
化
を
防
ぐ

事
が
で
き
る
か
を
調
べ
る
た

め
の
も
の
だ
。
同
市
人
口
は

７
万
９
千
人
で
、
国
の
予
防

接
種
計
画
（
Ｐ
Ｎ
Ｉ
）
の
優

先
接
種
対
象
外
で
、
ま
だ
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
受
け
て
い
な

い
１
８
～
４
９
歳
の
市
民
約

３
万
５
千
人
に
接
種
を
行
う

予
定
だ
。

　

初
日
の
１
３
日
は
午
後
５

時
ま
で
に
対
象
者
の
８
５
％

（
２
万
９
千
人
）
へ
の
接
種

を
と
望
ま
れ
て
い
た
が
、

１
２
日
ま
で
に
参
加
登
録
を

終
え
た
人
は
１
万
６
千
人

で
、
２
４
２
人
は
１
２
日
の

内
に
半
量
接
種
を
受
け
た
。

市
長
の
ヴ
ァ
ン
デ
ル
ソ
ン
・

ブ
エ
ノ
氏
は
「
登
録
を
済
ま

せ
て
い
な
く
て
も
予
防
接
種

は
受
け
ら
れ
る
」
と
呼
び
か

け
た
が
、
１
３
日
に
接
種
を

受
け
に
来
た
人
は
１
万
４
千

人
の
み
だ
っ
た
。

　
「
ヴ
ィ
ア
ナ
・
ヴ
ァ
シ
ナ

ダ
計
画
」
と
銘
打
っ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
エ
ス
ピ
リ
ト

サ
ン
ト
連
邦
大
学
付
属
病
院

と
オ
ズ
ワ
ル
ド
・
ク
ル
ス
財

団
（
Ｆ
ｉ
ｏ
ｃ
ｒ
ｕ
ｚ
）
の

協
賛
で
、
保
健
省
や
汎
米
保

健
機
関
（
Ｏ
ｐ
ａ
ｓ
）
が
後

援
者
と
な
っ
て
い
る
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

通
常
の
量
を
使
う
と
一
斉
接

種
を
行
う
に
は
ワ
ク
チ
ン
が

足
り
な
い
場
合
、
１
人
あ
た

り
の
ワ
ク
チ
ン
量
を
半
分
に

し
て
も
抗
体
が
で
き
る
か
、

感
染
者
や
入
院
患
者
、
死
者

の
数
を
減
ら
し
た
り
で
き
る

か
な
ど
を
調
べ
る
意
向
だ
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
う

ま
く
い
き
、
た
と
え
半
量
で

ン
が
定
着
し
て
い
る
。

　

こ
う
い
っ
た
事
も
あ
り
、

Ｃ
Ｎ
Ｉ
は
南
米
南
部
共
同
市

場
（
メ
ル
コ
ス
ル
）
と
Ｅ
Ｕ

と
の
自
由
貿
易
協
定
の
迅
速

な
締
結
を
望
ん
で
い
る
。
欧

州
と
の
交
易
に
は
双
方
で
工

業
の
参
加
が
あ
り
、
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
て
い
る
し
、
南
米

諸
国
か
ら
の
品
へ
の
関
税
率

が
Ｅ
Ｕ
か
ら
輸
入
す
る
場
合

以
上
に
下
が
る
か
ら
だ
。

　

Ｃ
Ｎ
Ｉ
で
は
、
メ
ル
コ
ス

ル
と
Ｅ
Ｕ
と
の
貿
易
協
定
は

中
国
と
の
貿
易
が
増
え
た
事

で
変
貌
し
た
ラ
米
地
区
で
の

交
易
改
善
に
も
役
立
つ
と
考

え
て
い
る
。
ラ
米
諸
国
も
中

国
へ
の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
輸
出

を
増
や
し
て
お
り
、
域
内
交

　

ロ
ッ
シ
ャ
氏
が
歌
っ
た
の

は
１
１
日
午
後
、
女
性
が
亡

く
な
っ
た
の
は
１
２
日
未
明

だ
っ
た
。
こ
の
女
性
は
数
日

前
に
家
族
を
一
人
亡
く
し
て

お
り
、
１
１
日
も
心
が
乱
れ

て
涙
も
ろ
く
な
っ
て
い
た
。

　

彼
女
の
状
態
を
案
じ
た
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
は
１
日
中
、
彼

女
に
寄
り
添
っ
て
い
た
が
、

肉
体
的
に
も
弱
っ
て
お
り
、

関
係
者
達
は
長
く
は
も
た
な

い
と
感
じ
て
い
た
と
い
う
。

　

回
診
中
に
彼
女
と
対
面
し

た
ロ
ッ
シ
ャ
氏
は
、
こ
れ
ま

で
の
体
験
か
ら
、
彼
女
の
た

め
に
歌
う
事
を
決
意
。
ど
ん

な
曲
を
聴
き
た
い
か
と
訊
ね

ピ
ア
ウ
イ
州
コ
レ
ン
テ
市
の

病
院
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
で
入
院
し
て
い
た
女
性
に

死
期
が
迫
っ
て
い
る
事
を
感

じ
た
医
師
が
、
患
者
を
落
ち

着
か
せ
る
た
め
に
そ
の
傍
ら

で
歌
っ
た
と
こ
ろ
、
女
性
も

一
緒
に
歌
っ
た
上
、
歌
を
聴

き
な
が
ら
寝
入
り
、
数
時
間

後
に
息
を
引
き
取
る
と
い
う

出
来
事
が
あ
り
、
静
か
な
感

動
を
呼
ん
で
い
る
と
１
２
日

付
シ
ダ
ー
デ
・
ヴ
ェ
ル
デ
や

１
５
日
付
Ｇ
１
な
ど
、
多
数

の
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。。

　

歌
で
患
者
を
看
取
っ
た
の

は
、
合
唱
団
の
指
揮
者
の
息

子
で
自
ら
も
合
唱
団
な
ど
で

歌
っ
て
き
た
と
い
う
新
任
医

師
の
マ
テ
ウ
ス
・
ロ
ッ
シ
ャ

氏
（
２
４
）
だ
。

　

６
０
歳
を
少
し
過
ぎ
た
女

性
患
者
の
最
期
が
近
い
事
を

感
じ
た
ロ
ッ
シ
ャ
氏
が
「
心

に
届
け
」
と
願
い
つ
つ
、
病

床
の
傍
ら
に
座
し
て
歌
う
様

子
は
、
同
じ
病
院
の
理
学
療

法
士
が
録
画
し
て
い
た
。

　

世
界
献
血
者
デ
ー
の
１
４

日
、
保
健
省
が
献
血
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
開
始
し
た
と
１
４

日
付
ア
ジ
ェ
ン
シ
ア
・
ブ
ラ

ジ
ル
な
ど
が
報
じ
た
。

　

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

モ
ッ
ト
ー
は
、「
定
期
的
に

献
血
し
よ
う
―
皆
が
一
つ
に

な
れ
ば
命
が
全
う
で
き
る
」

で
、
一
人
で
も
多
く
の
人
達

が
定
期
的
に
献
血
を
行
う
よ

う
に
呼
び
掛
け
る
も
の
と

な
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
は

様
々
な
と
こ
ろ
に
出
て
い
る

が
、
献
血
者
数
の
減
少
も
そ

の
一
つ
だ
。
２
０
１
９
年
の

献
血
者
は
延
べ
３
２
７
万 

１
８
２
４
人
だ
っ
た
が
、
２ 

０
２
０
年
は
延
べ
２
９
５
万 

８
６
６
５
人
だ
っ
た
。
献
血

者
の
減
少
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
よ
る
外
出
規
制
な
ど
が
原

て
歌
い
始
め
る
と
、
女
性
は

涙
で
目
を
潤
ま
せ
、
一
緒
に

歌
お
う
と
し
た
。
女
性
が
穏

や
か
に
な
っ
た
の
を
感
じ
た

ロ
ッ
シ
ャ
氏
は
、
彼
女
が
寝

付
く
ま
で
、
数
曲
を
歌
い
続

け
た
と
い
う
。

　

ロ
ッ
シ
ャ
氏
が
患
者
の
た

め
に
歌
う
の
は
こ
れ
が
初
め

て
で
は
な
い
。
高
齢
者
用
の

病
棟
の
患
者
や
妊
婦
、
出
産

直
後
の
女
性
な
ど
と
心
を
通

わ
せ
よ
う
と
し
て
歌
っ
た
事

が
あ
り
、
陣
痛
の
痛
み
を
和

ら
げ
る
た
め
に
妊
婦
と
共
に

踊
っ
た
事
も
あ
る
と
い
う
。

　

ロ
ッ
シ
ャ
氏
に
よ
る
と
、

音
楽
は
患
者
へ
の
抱
擁
で
あ

り
、
歌
う
事
は
患
者
の
痛
み

を
分
か
ち
合
う
行
為
だ
。
ま

た
、
音
楽
は
心
を
穏
や
か
に

し
、
連
日
の
激
務
で
覚
え
る

疲
れ
や
、
患
者
の
死
な
ど

易
が
減
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

Ｃ
Ｎ
Ｉ
国
家
統
合
政
策
担

当
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
フ
ァ
ブ

リ
ジ
オ
・
サ
ル
デ
リ
氏
は
、

「
Ｅ
Ｕ
と
の
貿
易
協
定
締
結

に
よ
っ
て
交
易
環
境
が
改
善

し
、
欧
州
諸
国
か
ら
の
投
資

の
実
が
見
え
始
め
れ
ば
、
ラ

米
諸
国
へ
の
輸
出
も
増
え

る
」
と
い
う
。

　

た
だ
し
、
伯
国
が
国
際
的

な
競
争
力
を
高
め
、
貿
易
協

定
締
結
の
恩
恵
を
最
大
限
に

利
用
す
る
た
め
に
は
、
国
内

の
税
制
・
財
政
改
革
と
そ
れ

に
よ
る
ブ
ラ
ジ
ル
コ
ス
ト
低

減
が
不
可
欠
な
事
も
強
調
し

た
。

　
　
　
　
（
１
５
日
付
掲
載
）

　

国
際
赤
十
字
聖
州
支
部
が

冬
恒
例
の
防
寒
着
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（C

am
p

an
h

a 
do A

gasalh
o

）
を
行
っ

て
い
る
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
事
も
あ
り
、
衛
生
用

品
も
集
め
て
い
る
と
５
月

３
１
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
、
６

日
付
ア
ジ
ェ
ン
シ
ア
・
ブ
ラ

ジ
ル
な
ど
が
報
じ
た
。

　

国
際
赤
十
字
に
よ
る
防

寒
着
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は

２
０
０
９
年
か
ら
続
い
て
お

り
、
事
務
所
に
届
け
ら
れ
た

り
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

献血キャンペーン開始を宣言するケイロガ保健相（Marcelo Camargo/Agencia Brasil）

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
公
開
さ
れ
て
い
る
、
マ
テ
ウ
ス
・
ロ
ッ

シ
ャ
氏
が
歌
う
姿
（https://w

w
w

.youtube.com
/

w
atch?v=5RxXvI_bdZU

）

必要を覚えている人々を訪問する国際赤十字の職員達（公式サイトより）

７
０
７
万
枚
で
、
前
期
比

で
は
８
％
、
昨
年
同
期
比

で
も
６
・
６
％
減
少
し
た
。

第
１
四
半
期
の
生
産
量
は

２
０
０
２
年
第
１
四
半
期
以

来
の
少
な
さ
だ
っ
た
。

　

な
お
、
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
は
５
月

に
も
第
１
四
半
期
の
数
字
を

発
表
し
て
い
る
が
、
今
回
発

表
さ
れ
た
数
字
は
実
績
を
見

直
し
た
も
の
の
よ
う
だ
。

　

牛
の
屠
殺
数
が
減
っ
て
い

る
中
で
の
輸
出
増
は
国
内
市

場
に
回
る
肉
の
減
少
に
つ
な

が
り
、
国
内
で
の
小
売
価
格

の
上
昇
や
消
費
量
減
少
を
招

い
て
い
る
。

　
　
　
　
（
１
１
日
付
掲
載
）

接
種
を
ま
だ
受
け
て
い
な
い

１
８
歳
以
上
の
人
に
、
一

斉
接
種
を
行
う
事
を
決
め
、

２
０
日
に
実
施
す
る
と
７
日

付
Ｇ
１
サ
イ
ト
な
ど
が
報
じ

た
。

　

パ
ケ
タ
ー
島
に
は
、
家
族

単
位
で
の
予
防
医
療
を
目
指

す
「
サ
ウ
デ
・
ダ
・
フ
ァ
ミ

リ
ア
」
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
が
約
４
１
０
０
人
い
る
。

リ
オ
市
保
健
局
に
よ
る
と
、

こ
の
内
の
約
半
数
は
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
受
け
て
い
る
が
、

１
８
歳
以
上
の
未
接
種
者
約

１
８
０
０
人
へ
の
一
斉
接
種

を
行
う
事
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
聖
州
セ
ラ
ー
ナ

市
で
行
っ
た
実
験
的
な
一
斉

接
種
に
倣
っ
た
も
の
で
、
ワ

ク
チ
ン
の
安
全
性
と
一
斉
接

種
を
行
う
事
の
効
用
を
確
認

す
る
の
が
目
的
だ
と
い
う
。

　

伯
国
で
は
ま
だ
、
１
８
歳

未
満
の
年
少
者
に
対
す
る
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
行
わ
れ
て
い

な
い
た
め
、
同
島
で
の
一
斉

接
種
で
は
、
１
８
歳
以
上
の

人
へ
の
接
種
が
進
む
事
で
あ

る
程
度
の
集
団
免
疫
が
で
き

れ
ば
、
１
８
歳
未
満
の
人
へ

の
感
染
を
防
ぎ
得
る
か
や
、

初
回
の
接
種
だ
け
で
感
染
を

防
ぎ
得
る
の
か
、
２
度
の
接

種
を
行
わ
な
け
れ
ば
効
果
は

な
い
の
か
な
ど
を
確
認
す
る

予
定
だ
と
い
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

一
斉
接
種
は
、
ブ
タ
ン
タ
ン

研
究
所
が
コ
ロ
ナ
バ
ッ
ク
を

使
っ
て
行
っ
た
聖
州
セ
ラ
ー

ナ
市
の
例
が
第
１
号
だ
。

　

セ
ラ
ー
ナ
市
で
は
、
成
人

人
口
の
９
５
・
７
％
に
あ
た

る
２
万
７
１
６
０
人
を
四
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
上
、

３
～
４
月
に
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
実
施
。
対
象
者
の
７
５
％

が
２
度
目
の
接
種
を
受
け
た

頃
か
ら
、
目
に
見
え
る
形
の

成
果
が
出
始
め
た
。
５
月
末

に
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
こ
ろ

に
よ
れ
ば
、
２
度
目
の
接
種

を
受
け
た
人
達
の
間
で
は
、

自
覚
症
状
の
あ
る
患
者
の
発

生
が
８
０
％
減
り
、
死
者
は

９
５
％
減
っ
た
。

　

聖
州
で
は
ボ
ツ
カ
ツ
市
で

も
、
Ｆ
ｉ
ｏ
ｃ
ｒ
ｕ
ｚ
が

オ
ッ
ク
ス
・
フ
ォ
ー
ド
ワ
ク

チ
ン
を
使
っ
た
実
験
的
な
一

斉
接
種
を
行
う
事
に
な
っ
て

い
る
が
、
同
市
で
の
一
斉
接

種
に
関
す
る
報
告
は
ま
だ
出

て
い
な
い
。

　
　
　
　
（
１
１
日
付
掲
載
）

　

リ
オ
市
市
役
所
が
、
オ
ズ

ワ
ル
ド
・
ク
ル
ス
財
団
（
Ｆ

ｉ
ｏ
ｃ
ｒ
ｕ
ｚ
）
の
協
力

を
得
て
、
パ
ケ
タ
ー
島
在
住

で
新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン

あ
っ
て
も
、
集
団
接
種
が
で

き
れ
ば
感
染
拡
大
を
抑
制
で

き
る
と
い
う
事
を
確
か
め
ら

れ
れ
ば
、
ワ
ク
チ
ン
の
量
が

足
り
な
い
か
ら
一
斉
接
種
が

で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
国

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
朗
報

と
な
る
。

　

半
量
接
種
が
有
効
で
あ
る

事
は
、
黄
熱
病
が
流
行
し
た

時
に
行
わ
れ
た
治
験
な
ど
で

実
証
済
み
だ
。
伯
国
や
ア
フ

リ
カ
は
当
時
、
ワ
ク
チ
ン
の

絶
対
量
不
足
に
陥
っ
て
い
た

が
、
半
量
接
種
に
よ
っ
て
流

行
が
抑
え
ら
れ
、
多
く
の
人

の
命
が
救
わ
れ
た
。

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
同
市

内
３
５
地
区
に
あ
る
１
７
４

の
投
票
所
を
利
用
し
て
行
わ

因
で
、在
庫
が
尽
き
た
と
か
、

在
庫
が
乏
し
い
と
い
っ
た
声

が
出
て
い
た
９
州
に
は
、
他

州
か
ら
血
液
を
回
す
と
い
っ

た
措
置
が
と
ら
れ
た
。

　

血
液
不
足
が
起
き
、
他
州

か
ら
の
支
援
を
必
要
と
し
た

の
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
、
ミ
ナ

ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
、
ピ
ア
ウ

イ
、
ペ
ル
ナ
ン
ブ
コ
、
セ
ル

ジ
ッ
ペ
、
ア
マ
パ
ー
、
ロ
ン

ド
ニ
ア
、
パ
ラ
ナ
、
サ
ン
タ

カ
タ
リ
ー
ナ
の
９
州
だ
。

　

今
年
の
場
合
は
、
３
月
ま

で
に
延
べ
７
３
万
４
２
４
７

人
が
献
血
を
行
っ
た
。
ケ
イ

ロ
ガ
保
健
相
は
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
開
始
を
宣
言
す
る
に
あ
た

り
、「
州
同
士
が
血
液
を
や

り
取
り
し
、
血
液
銀
行
の
必

要
に
応
え
る
事
が
で
き
た
の

は
統
一
医
療
保
健
シ
ス
テ

ム
（
Ｓ
Ｕ
Ｓ
）
の
お
か
げ
だ
」

再
確
認
す
る
と
共
に
、
基
本

的
な
権
利
と
し
て
の
医
療
を

保
証
す
る
た
め
に
、
互
い
が

協
力
す
る
必
要
が
あ
る
事
も

覚
え
よ
う
」
と
も
呼
び
掛
け

た
。

　
　
　
　
（
１
５
日
付
掲
載
）

で
受
け
る
精
神
面
の
ダ
メ
ー

ジ
を
和
ら
げ
る
し
、
医
療
ス

タ
ッ
フ
同
士
や
患
者
達
と
心

を
通
わ
せ
る
効
果
も
あ
る
と

い
う
。

　

病
床
に
あ
る
患
者
の
た
め

に
医
師
が
歌
っ
た
例
は
、
聖

市
や
聖
州
タ
ウ
バ
テ
市
の
病

院
な
ど
で
も
記
録
さ
れ
て
い

タ
ー
な
ど
に
設
置
し
た
専
用

の
箱
に
寄
贈
さ
れ
た
り
し
た

衣
類
、
毛
布
な
ど
の
防
寒
用

品
を
、
必
要
な
人
々
に
配
っ

て
い
る
。

　

国
際
赤
十
字
で
は
、
１
１ 

８
の
非
政
府
団
体（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

ポ
語
で
は
Ｏ
Ｎ
Ｇ
）
を
通
し

て
、
必
要
と
す
る
人
々
の
服

の
サ
イ
ズ
や
性
別
、
宗
教
そ

の
他
の
情
報
を
登
録
。
集

ま
っ
た
物
も
、
こ
れ
ら
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
を
通
し
て
配
布
す
る
。

　

第
１
２
回
目
だ
っ
た
昨
年

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
も
関

わ
ら
ず
、
３
１
ト
ン
の
衣
類

が
集
ま
り
、
路
上
生
活
者
や

ス
ラ
ム
街
の
住
民
な
ど
、
社

会
的
に
不
安
定
な
状
態
に
置

か
れ
て
い
る
人
達
３
万
人
以

上
に
届
け
ら
れ
た
。

　

今
年
の
目
標
は
３
５
ト
ン

で
、
や
は
り
３
万
人
以
上
の

必
要
に
応
え
た
い
と
願
っ
て

い
る
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の

中
と
い
う
事
も
あ
り
、
衣
類

と
語
る
と
共
に
、「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
で
の
行
動
様
式
を

る
。

　
　
　
　
（
１
７
日
付
掲
載
）

れ
る
。
初
回
接
種
と
２
回
目

の
接
種
の
間
隔
は
９
０
日
の

予
定
だ
。

　

一
斉
接
種
の
有
効
性
を
問

う
実
験
は
、
聖
州
の
セ
ラ
ー

ナ
市
（
コ
ロ
ナ
バ
ッ
ク
）
や

ボ
ツ
カ
ツ
市
（
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
ワ
ク
チ
ン
）
で
行

わ
れ
、
リ
オ
市
の
パ
ケ
タ
ー

島
（
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
ワ

ク
チ
ン
）
で
も
行
わ
れ
る
予

定
だ
が
、
半
量
接
種
の
実
験

は
初
め
て
だ
。

　
　
　
　
（
１
６
日
付
掲
載
）

や
毛
布
、
靴
と
い
っ
た
恒
例

の
品
だ
け
で
な
く
、
石
鹸
、

ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
衛
生
用

品
の
寄
付
も
募
っ
て
い
る
。

　

寄
付
の
品
を
受
け
取
っ
て

く
れ
る
場
所
な
ど
も
含
む
情

報
は
、公
式
サ
イ
ト
（cruz 

verm
elh

asaop
au

lo.
a

b
ra

ceu
m

a
ca

u
sa

.
com

.br

）
ま
で
。

　
　
　
　
（
１
２
日
付
掲
載
）

　
「
ハ
レ
ル
ヤ
、
ハ
レ
ル
ヤ

（
主
を
ほ
め
讃
え
よ
）」
―
―



（４）２０２１（令和三）年 第５７５４号	 ６月	１８日	（金曜日）

を
打う

た
れ
ま
し
た
。

　

大お
お

き
な
夢ゆ

め

を
抱だ

き
、
移い

民み
ん

を
決け

つ

断だ
ん

し
、
少す

こ

し
ず
つ
で
も

前ま
え

へ
前ま

え

へ
と
進す

す

も
う
と
日ひ

び々

励は
げ

ま
れ
て
い
る
な
か
で
、「
戦せ

ん

争そ
う

」
と
い
う
、
大お

お

き
な
悲ひ

劇げ
き

が
押お

し
寄よ

せ
る
。
そ
れ
で
も

な
お
、
試し

練れ
ん

を
乗の

り
越こ

え
て

い
き
な
が
ら
、
一い

っ

世せ
い

、
二に

世せ
い

、

三さ
ん

世せ
い

、
四よ

ん

世せ
い

と
受う

け
継つ

が
れ

て
、
今い

ま

こ
の
時と

き

を
迎む

か

え
て
い

る
。
そ
の
こ
と
に
思お

も

い
を
致い

た

す
と
き
、
皆み

な

さ
ん
が
積つ

み
重か

さ

ね
て
き
た
ご
努ど

力り
ょ
くに
は
、
衷

ち
ゅ
う

心し
ん

よ
り
敬け

い

意い

を
表ひ

ょ
う
す
る
も
の

で
あ
り
、
私わ

た
し
ど
も
の
想そ

う

像ぞ
う

を

遥は
る

か
に
超こ

え
て
お
り
ま
す
。

　

私わ
た
し
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
視し

察さ
つ

の
経け

い

験け
ん

を
自み

ず
か
ら
の
活か

つ

動ど
う

に

生い

か
し
な
が
ら
、「
日に

っ

系け
い

の

皆み
な

さ
ん
に
対た

い

し
て
、
政せ

い

治じ

家か

と
し
て
何な

に

が
出で

来き

る
の
だ
ろ

う
か
」
と
、
考か

ん
が
え
る
よ
う
に

　

２
０
１
７
年ね

ん

７
月が

つ

２
０

日か

、
私わ

た
し
は
初は

じ

め
て
ブ
ラ
ジ
ル

を
訪ほ

う

問も
ん

い
た
し
ま
し
た
。
ブ

ラ
ジ
ル
と
い
う
広こ

う

大だ
い

な
土と

地ち

の
な
か
で
生い

き
る
皆み

な

さ
ん
の

大お
お

き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
直じ

か

に

触ふ

れ
て
感か

ん

激げ
き

し
た
こ
と
を
、

今い
ま

も
忘わ

す

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
訪ほ

う

問も
ん

を
行お

こ
な
う
に

あ
た
っ
て
の
私わ

た
しの
最さ

い

大だ
い

の
目も

く

的て
き

は
、「
ブ
ラ
ジ
ル
移い

民み
ん

の
皆み

な

さ

ん
と
意い

見け
ん

交こ
う

換か
ん

を
す
る
こ
と
」

で
あ
り
ま
し
た
。「
ニ
ッ
ポ
ン

か
ら
遠と

お

く
離ば

な

れ
、
移い

民み
ん

と
し

て
ブ
ラ
ジ
ル
へ
と
渡わ

た

っ
た
皆み

な

さ

ん
が
、
ど
の
よ
う
な
お
考か

ん
が
え

の
も
と
に
移い

民み
ん

を
決け

つ

断だ
ん

さ
れ

た
の
か
」「
い
ま
現げ

ん

在ざ
い

は
ど
の

よ
う
な
暮く

ら
し
を
営い

と
な
ん
で
お

ら
れ
る
の
か
」「
そ
し
て
今い

ま

、

ど
の
よ
う
な
問も

ん

題だ
い

に
直

ち
ょ
く

面め
ん

さ

れ
て
お
ら
れ
る
の
か
」
こ
れ
ら

５
０
年
度
、
脱
炭
素
化
達
成
へ

Ａ
Ｎ
Ａ
、
全
量
次
世
代
燃
料
に

お
り
ま
し
た
が
、
と
に
も
か

く
に
も
、
こ
の
移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

で
見み

聞き

き
し
た
一ひ

と
つ
一ひ

と
つ
に
、

私わ
た
しの
心こ

こ
ろ
は
大お

お

き
く
揺ゆ

さ
ぶ
ら

れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
「
グ
ロ
ー
ブ
の
よ
う
な
手て

に

な
る
ま
で
鍬く

わ

を
持も

ち
、
大だ

い

地ち

を
耕た

が
や
し
た
ん
で
す
よ
」
移い

民み
ん

の
皆み

な

さ
ん
が
ど
れ
ほ
ど
の
思お

も

い
で
頑が

ん

張ば

ら
れ
て
こ
ら
れ
た

の
か
と
、
私わ

た
し
の
目め

か
ら
は
大お

お

粒つ
ぶ

の
涙な

み
だ
が
ぽ
ろ
ぽ
ろ
と
こ
ぼ

れ
落お

ち
ま
し
た
。
そ
の
こ
と

は
今い

ま

も
私わ

た
し
の
胸む

ね

の
な
か
に
強つ

よ

く
刻き

ざ

ま
れ
、
決け

っ

し
て
忘わ

す

れ
ら

れ
な
い
思お

も

い
出で

の
一ひ

と
つ
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
「
戦せ

ん

争そ
う

と
い
う
大お

お

き
な
出で

来き

事ご
と

の
な
か
で
、
移い

民み
ん

社し
ゃ

会か
い

の
な
か
で
も
意い

見け
ん

が
分わ

か
れ
、

大お
お

き
な
溝み

ぞ

が
出で

来き

て
し
ま
っ

た
こ
と
も
あ
っ
た
ん
で
す
よ
」

と
い
う
お
話は

な
しに
も
、
大た

い

変へ
ん

心
こ
こ
ろ

特
とく

別
べつ

寄
き

稿
こう

衆し
ゅ
う

議ぎ

院い
ん

議ぎ

員い
ん

　
　
下し

も

地じ 

幹み
き

郎お

な
り
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、

私わ
た
しが
た
ど
り
着つ

い
た
結け

つ

論ろ
ん

は
、

次つ
ぎ

の
世せ

代だ
い

の
多お

お

く
の
皆み

な

さ
ん

と
、
日に

本ほ
ん

社し
ゃ

会か
い

と
の
つ
な
が

り
を
、
決け

っ

し
て
細ほ

そ

い
糸い

と

に
し

て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
こ
れ

ま
で
以い

上じ
ょ
うに
太ふ

と

い
絆き

ず
な
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
、
そ
の
た
め
に
は
、
四よ

ん

世せ
い

の
皆み

な

さ
ん
も
、
一い

っ

世せ
い

か
ら
三さ

ん

世せ
い

の
方か

た

た
ち
と
同お

な

じ
よ
う
に
、

「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
の
誇ほ

こ

り
」

を
持も

ち
続つ

づ

け
ら
れ
る
よ
う
な

仕し

組く

み
が
必ひ

つ

要よ
う

だ
と
い
う
も

の
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
四よ

ん

世せ
い

の
皆み

な

さ
ん

を
日に

本ほ
ん

に
受う

け
入い

れ
、
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
修

し
ゅ
う

得と
く

す
る
活か

つ

動ど
う

な
ど

を
通つ

う

じ
て
、
日に

本ほ
ん

へ
の
理り

解か
い

を
深ふ

か

め
る
と
と
も
に
、
日に

本ほ
ん

と
現げ

ん

地ち

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

と
の
架か

け

橋は
し

と
な
る
人じ

ん

材ざ
い

育い
く

成せ
い

を
目も

く

的て
き

と
し
た
「
日に

っ

系け
い

四よ
ん

世せ
い

受う

け
入い

れ
制せ

い

度ど

」
を
提て

い

案あ
ん

し
、
平へ

い

成せ
い

３
０
年ね

ん

７
月が

つ

１
日た

ち

よ
り
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
ま
だ
ま
だ
こ
の
制せ

い

度ど

は
、
四よ

ん

世せ
い

の
皆み

な

さ
ん
の
お

気き

持も

ち
に
全す

べ

て
が
寄よ

り
添そ

え

て
い
る
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
ま
で

に
は
至い

た
っ
て
い
な
い
と
、
私わ

た
しは

考か
ん
がえ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
だ

け
に
、
こ
れ
か
ら
も
皆み

な

さ
ん

の
声こ

え

に
耳み

み

を
傾か

た
む
け
て
、
こ
の

仕し

組く

み
を
よ
り
良よ

い
も
の
に

す
る
た
め
に
頑が

ん

張ば

っ
て
ま
い
り

た
い
と
思お

も

い
ま
す
。

　

私わ
た
し
は
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

の
出し

ゅ
っ
し
ん身
で
あ

り
、
沖お

き

縄な
わ

か
ら
も
多お

お

く
の
皆み

な

さ
ん
が
ブ
ラ
ジ
ル
移い

民み
ん

と
し

て
頑が

ん

張ば

ら
れ
て
い
る
こ
と
を

誇ほ
こ

り
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
日に

本ほ
ん

か
ら
遠と

お

く
離は

な

れ
た

ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
、
移い

民み
ん

を
な

さ
れ
た
皆み

な

さ
ん
が
、「
遠と

お

く
か

ら
見み

て
い
る
け
れ
ど
、
日に

本ほ
ん

は
良よ

く
な
っ
て
い
る
ね
、
沖お

き

縄な
わ

は
良よ

く
な
っ
て
い
る
ね
」
と

思お
も

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

日に

本ほ
ん

や
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

の
姿す

が
た
を
つ
く

り
あ
げ
る
こ
と
も
、
私わ

た
し
た
ち

か
ら
皆み

な

さ
ん
に
対た

い

し
て
の
恩お

ん

返が
え

し
に
な
る
と
考か

ん
が
え
て
お
り

ま
す
。

　
「
世せ

界か
い

に
誇ほ

こ

れ
る
ニ
ッ
ポ

ン
」
と
な
る
こ
と
が
、
移い

民み
ん

の
皆み

な

さ
ん
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
の

皆み
な

さ
ん
か
ら
も
ご
評

ひ
ょ
う

価か

い
た

だ
け
る
大お

お

き
な
要よ

う

素そ

に
な
る

の
だ
と
信し

ん

じ
、
こ
れ
か
ら
も

そ
の
思お

も

い
を
大だ

い

事じ

に
し
な
が

ら
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

と
の
連れ

ん

携け
い

を

も
っ
と
深ふ

か

め
て
い
け
る
よ
う
、

努ど

力り
ょ
くを
続つ

づ

け
、
前ま

え

に
進す

す

め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
【
共
同
】
全
日
本
空
輸
を

中
核
と
す
る
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
（
Ｈ
Ｄ
）
は

１
７
日
、
２
０
５
０
年
度
に

廃
油
や
藻
類
な
ど
を
原
料
と

す
る
次
世
代
の
航
空
機
燃
料

へ
全
面
的
に
切
り
替
え
を
目

指
す
構
想
を
明
ら
か
に
し

た
。
５
０
年
度
ま
で
に
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
排
出
量

の
実
質
ゼ
ロ
を
達
成
す
る
目

標
を
掲
げ
て
お
り
、
現
行
の

化
石
燃
料
に
代
わ
り
、
脱
炭

素
化
に
寄
与
す
る
持
続
可
能

な
航
空
機
燃
料
（
Ｓ
Ａ
Ｆ
）

の
活
用
を
拡
大
す
る
。

　

航
空
業
界
で
は
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
の
９
割
以
上
が
航
空
機

の
運
航
か
ら
発
生
す
る
。
Ｓ

Ａ
Ｆ
は
通
常
の
航
空
機
燃
料

に
比
べ
て
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を

８
～
９
割
減
ら
せ
る
効
果
が

期
待
さ
れ
、
脱
炭
素
化
に
向

け
た
切
り
札
と
な
る
。
水
素

や
電
気
を
動
力
源
と
す
る
航

空
機
の
導
入
も
視
野
に
入
れ

る
。

　

Ａ
Ｎ
Ａ
Ｈ
Ｄ
の
宮
田
千
夏

子
執
行
役
員
は
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
生

産
量
は
現
在
、
世
界
で
全
航

の
こ
と
を
、
移い

民み
ん

の
皆み

な

さ
ん

か
ら
直

ち
ょ
く

接せ
つ

お
聞き

き
し
た
い
と

い
う
強つ

よ

い
思お

も

い
に
突つ

き
動う

ご

か

さ
れ
た
私わ

た
し
は
、
初は

じ

め
て
の
ブ

ラ
ジ
ル
訪ほ

う

問も
ん

を
行お

こ
な
う
事こ

と

を
決け

つ

断だ
ん

い
た
し
ま
し
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
訪ほ

う

問も
ん

に
お
い
て

は
、
外が

い

務む

省し
ょ
うの
皆み

な

さ
ん
か
ら

様さ
ま

々ざ
ま

な
ご
指し

導ど
う

・
サ
ポ
ー
ト

を
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、

多お
お

く
の
皆み

な

さ
ん
と
意い

見け
ん

交こ
う

換か
ん

を
行お

こ
な
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私わ
た
しか
ら
は
「
意い

見け
ん

交こ
う

換か
ん

を
行

お
こ
な

う
前ま

え

に
ど
う
し
て
も
移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

を
見み

せ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
お
願ね

が

い
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

を
見け

ん

学が
く

さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

史し

料り
ょ
う

館か
ん

の
端は

し

か
ら
端は

し

ま
で

食く

い
入い

る
よ
う
に
見み

さ
せ
て

い
た
だ
き
、
気き

が
つ
け
ば
２

時じ

間か
ん

余あ
ま

り
の
見け

ん

学が
く

と
な
っ
て

サ
ン
パ
ウ
ロ
の
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

に
あ
る
「
あ
り
あ
ん
さ
最さ

い

初し
ょ

の
入に

ゅ
う

植し
ょ
く

地ち

点て
ん

」
の
展て

ん

示じ

場ば

所し
ょ

で
撮と

っ
た
記き

念ね
ん

写し
ゃ

真し
ん

日に

本ほ
ん

と
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
絆き

ず
な

を

よ
り
太ふ

と

い
も
の
に

対
たい

策
さく

委
い

員
いん

長
ちょう

、同
どう

政
せい

務
む

調
ちょう

査
さ

会
かい

長
ちょう

、同
どう

選
せん

挙
きょ

対
たい

策
さく

本
ほん

部
ぶ

長
ちょう

、同
どう

幹
かん

事
じ

長
ちょう

兼
け ん

代
だ い

表
ひょう

代
だ い

行
こ う

、日
に

本
ほん

維
い

新
しん

の会
かい

非
ひ

常
じょう

任
に ん

役
や く

員
い ん

、同
どう

国
こっ

会
かい

議
ぎ

員
いん

団
だん

政
せい

務
む

調
ちょう

査
さ

会
かい

長
ちょう

、同
どう

国
こっ

会
かい

議
ぎ

員
いん

団
だん

副
ふく

代
だい

表
ひょう

兼
け ん

選
せ ん

対
た い

本
ほ ん

部
ぶ

長
ちょう

等
な ど

を歴
れき

任
にん

。「日
にっ

系
けい

四
よん

世
せい

受
う

け入
い

れ制
せい

度
ど

」を提
てい

案
あん

・スタートさせ、
改
かい

善
ぜん

を働
はたら

きかけ続
つづ

けている。

　１９６１年
ねん

８月
がつ

１４日
か

生
う

まれ、沖
おき

縄
なわ

県
けん

宮
みや

古
こ

島
じま

市
し

出
しゅっ

身
し ん

。衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

議
ぎ

員
いん

（６期
き

）。
沖
おき

縄
なわ

開
かい

発
はつ

政
せい

務
む

次
じ

官
かん

、経
けい

済
ざい

産
さん

業
ぎょう

大
だ い

臣
じ ん

政
せ い

務
む

官
かん

、内
ない

閣
かく

府
ふ

特
とく

命
めい

担
たん

当
とう

大
だい

臣
じん

・郵
ゆう

政
せい

民
みん

営
えい

化
か

担
たん

当
とう

大
だい

臣
じん

、国
こく

民
みん

新
しん

党
とう

国
こっ

会
かい

空
機
燃
料
の
０
・
１
％
し
か

な
く
、
改
善
の
余
地
が
大
き

い
と
指
摘
。「
技
術
革
新
で

航
空
機
が
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し

な
い
輸
送
手
段
に
な
れ
る
可

能
性
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

米
国
な
ど
の
航
空
機
燃
料

製
造
会
社
か
ら
の
調
達
を
強

化
。
国
産
燃
料
で
は
東
芝
な

ど
と
協
力
し
、
排
ガ
ス
か
ら

の
Ｃ
Ｏ
２
を
再
利
用
す
る
研

究
を
進
め
る
。
バ
イ
オ
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
ユ
ー
グ
レ
ナ

と
は
藻
類
由
来
の
燃
料
製
造

で
連
携
す
る
。

　

Ａ
Ｎ
Ａ
Ｈ
Ｄ
は
１
７
日
、

環
境
配
慮
の
経
営
を
約
束
す

る
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
Ｆ
ｕ
ｔ

ｕ
ｒ
ｅ　

Ｐ
ｒ
ｏ
ｍ
ｉ
ｓ

ｅ
（
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー　

プ
ロ

ミ
ス
）」
を
発
表
し
た
。
機

内
食
の
主
菜
容
器
を
植
物
由

来
に
８
月
以
降
順
次
切
り
替

え
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
。

　

日
本
航
空
も
５
０
年
の
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
に
向

け
、
４
０
年
以
降
に
国
内
全

線
の
航
空
機
燃
料
を
次
世
代

燃
料
で
代
替
す
る
計
画
だ
。

善
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
現
在

の
景
色
が
見
え
て
い
る
」
と

指
摘
。
持
続
的
成
長
の
た
め

に
「
改
善
を
重
ね
な
が
ら
動

き
続
け
て
い
く
」と
述
べ
た
。

　

株
主
の
一
人
が
、
軸
足
を

も
う
少
し
Ｅ
Ｖ
に
移
す
べ
き

だ
と
指
摘
し
た
が
、
開
発
担

当
の
前
田
昌
彦
執
行
役
員
は

Ｅ
Ｖ
に
不
満
を
持
つ
顧
客
の

声
を
例
に
挙
げ
「
い
ろ
ん
な

選
択
肢
を
客
に
提
示
す
る
の

が
一
番
良
い
」と
回
答
し
た
。

出
席
し
た
株
主
（
７
８
）
は

「
ト
ヨ
タ
は
他
の
企
業
に
与

え
る
影
響
も
大
き
い
。
脱
炭

素
や
環
境
問
題
に
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
話

し
た
。

　

総
会
に
は
株
主
３
８
３
人

が
出
席
。
感
染
対
策
と
し
て

例
年
よ
り
規
模
を
縮
小
し

た
。
議
題
に
は
取
締
役
９
人

の
選
任
な
ど
３
議
案
を
取
り

上
げ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
た
。

　

ト
ヨ
タ
の
２
０
２
１
年

３
月
期
連
結
決
算
は
、
売

上
高
が
前
期
比
８
・
９
％
減

の
２
７
兆
２
１
４
５
億
円
、

純
利
益
は
１
０
・
３
％
増
の

２
兆
２
４
５
２
億
円
。
新
型

コ
ロ
ナ
禍
で
も
海
外
市
場
の

持
ち
直
し
な
ど
を
背
景
に
順

調
な
回
復
を
見
せ
た
。
２
２

年
３
月
期
は
増
収
増
益
を
予

想
し
て
い
る
。

　
【
共
同
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
禍
で
深
刻
化
す
る
孤

独
・
孤
立
問
題
を
巡
り
、
坂

本
哲
志
１
億
総
活
躍
担
当
相

と
英
国
の
バ
ラ
ン
担
当
相
が

１
７
日
午
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
初
会
談
し
、
共
同
声
明
を

ま
と
め
た
。「
孤
独
問
題
が

重
要
な
国
際
課
題
」
と
の
認

識
で
一
致
し
、
定
期
的
に
会

合
を
開
く
こ
と
を
決
め
た
。

　

声
明
で
は
、
孤
独
は
誰
に

で
も
起
こ
り
得
る
問
題
と
強

調
。
家
族
や
友
人
、
隣
人
ら

と
の
絆
を
「
孤
独
を
克
服
す

る
た
め
の
重
要
な
一
歩
」
と

位
置
付
け
、
後
押
し
す
る
政

策
を
進
め
る
と
し
た
。今
後
、

日
英
間
の
大
臣
級
や
事
務
方

同
士
の
会
合
を
定
期
的
に
開

催
し
、
調
査
か
ら
得
ら
れ
た

結
果
な
ど
を
共
有
す
る
。

　

会
談
で
坂
本
氏
は
初
の
実

態
調
査
実
施
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
へ
の
支
援
策
な
ど
日
本
政

府
の
政
策
を
紹
介
。「
現
代

世
界
を
覆
う
孤
独
が
克
服
さ

れ
る
よ
う
最
大
限
、
取
り
組

も
う
」
と
呼
び
掛
け
た
。
バ

ラ
ン
氏
も
「
日
本
か
ら
学
ぶ

こ
と
も
多
く
あ
り
、
連
携
し

て
い
き
た
い
」
と
応
じ
た
。

　

英
国
は
孤
独
問
題
に
早

く
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
、

２
０
１
８
年
に
担
当
相
を
設

置
。
英
国
に
倣
い
、
菅
義
偉

首
相
は
２
月
、
坂
本
氏
に
担

当
す
る
よ
う
指
示
。
１
１
日

に
英
国
で
行
わ
れ
た
菅
首
相

と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
英
首
相
と
の

会
談
で
も
孤
独
対
策
で
の
両

国
連
携
推
進
で
一
致
し
て
い

る
。

　
【
共
同
】
ト
ヨ
タ
自
動
車

は
１
６
日
、
愛
知
県
豊
田
市

の
本
社
で
定
時
株
主
総
会
を

開
い
た
。
豊
田
章
男
社
長
ら

経
営
陣
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
流
行
下
で
の
業
績
回
復

の
見
通
し
や
、
世
界
的
に
関

心
が
高
ま
る
脱
炭
素
へ
の
対

応
な
ど
を
説
明
。
豊
田
氏
は

「
意
志
と
情
熱
を
持
っ
て
行

動
す
る
」と
株
主
に
訴
え
た
。

　

脱
炭
素
の
取
り
組
み
と
し

て
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
（
Ｈ

Ｖ
）や
電
気
自
動
車（
Ｅ
Ｖ
）、

水
素
で
走
る
燃
料
電
池
車

（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）
と
い
っ
た
全
て

の
電
動
車
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

を
そ
ろ
え
て
販
売
す
る
全
方

位
戦
略
を
改
め
て
強
調
。
開

発
に
か
か
る
費
用
を
抑
え
つ

つ
、
市
場
の
変
化
に
柔
軟
に

対
応
す
る
。

　

豊
田
氏
は
東
日
本
大
震
災

や
新
型
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
の
危

機
を
経
て
の
事
業
拡
大
を

「
失
敗
で
立
ち
止
ま
り
、
改

総
会
で
社
長
、
電
動
車
全
方
位

ト
ヨ
タ
、
脱
炭
素
へ
「
行
動
」 

日英の担当相が初会談

「孤独は重要な

国際課題」



２
１
日
に
も
５
者
協
議
で
決
定

　
【
共
同
】
菅
義
偉
首
相
は
１
７
日
の
記
者
会
見
で
、
来
月
開
幕
の
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
つ
い
て
、
国
内
観
客
を
入
れ
て
開
催
す
る
意
向
を
表
明
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
と
し
て
東
京
や
神
奈
川
、
北
海
道
な
ど
の
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の

参
加
人
数
を
最
大
１
万
人
と
す
る
政
府
方
針
に
触
れ
「
大
会
の
人
数
上
限
は
こ
う
し
た

ル
ー
ル
を
基
本
と
し
て
決
定
さ
れ
る
」
と
述
べ
た
。
政
府
と
東
京
都
、大
会
組
織
委
員
会
、

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）、
国
際
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
）
の

５
者
協
議
が
２
１
日
に
も
開
催
さ
れ
、
観
客
数
上
限
を
正
式
決
定
す
る
見
通
し
だ
。

上
限
１
万
人
が「
基
本
」

５
ポ
イ
ン
ト
引
き
上
げ
た
。

パ
ウ
エ
ル
議
長
は
記
者
会
見

で
「
米
経
済
は
明
ら
か
に
改

善
し
て
い
る
」
と
自
信
を
見

せ
た
。

　

Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
で
は
、
当
面
は

粘
り
強
い
景
気
下
支
え
が
不

可
欠
と
し
、
ゼ
ロ
金
利
政
策

と
量
的
緩
和
を
柱
と
す
る
金

融
緩
和
策
は
維
持
し
た
。
会

合
で
は
、
参
加
者
１
８
人
の

う
ち
１
３
人
が
２
３
年
ま
で

の
ゼ
ロ
金
利
解
除
を
見
込

み
、
２
回
利
上
げ
す
る
可
能

性
も
示
唆
し
た
。
７
人
は

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
米
国

の
中
央
銀
行
に
当
た
る
連
邦

準
備
制
度
理
事
会（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）

は
１
６
日
、
金
融
政
策
を
決

め
る
連
邦
公
開
市
場
委
員
会

（
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
）
で
、
従
来
は

２
０
２
４
年
以
降
と
し
て
い

た
事
実
上
の
ゼ
ロ
金
利
政
策

の
解
除
を
２
３
年
に
前
倒
し

す
る
考
え
を
示
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
か
ら
の

景
気
の
急
回
復
を
受
け
て
転

換
。
利
上
げ
に
先
立
ち
、
米

国
債
な
ど
を
大
量
に
購
入
す

る
量
的
緩
和
の
縮
小
に
向
け 年

内
に
も
量
的
緩
和
縮
小

２
２
年
中
の
利
上
げ
を
予
測

し
た
。

　

焦
点
で
あ
る
量
的
緩
和
の

縮
小
に
つ
い
て
、
パ
ウ
エ
ル

氏
は
「（
７
月
の
）
次
回
会

合
で
進
捗
状
況
の
評
価
を
始

め
る
」
と
し
、
経
済
成
長
が

続
け
ば
「
資
産
購
入
の
縮
小

計
画
を
公
表
す
る
の
が
適
切

に
な
る
」
と
説
明
し
た
。
米

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、
多
く

の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が
年
末
か

来
年
初
頭
に
緩
和
縮
小
を
始

め
る
と
の
予
想
を
示
し
た
。

　

物
価
上
昇
率
は
１
０
〜

米ＦＲＢ

ミ
ャ
ン
マ
ー
選
手
、帰
国
拒
否

国
軍
へ
の
３
本
指
抗
議
で

首相、五輪観客入り表明

拡
大
懸
念
に
つ
い
て
は
、
海

外
か
ら
の
選
手
や
大
会
関
係

者
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
は
外
部

と
接
触
さ
せ
ず
、
ル
ー
ル
違

反
者
は
国
外
退
去
さ
せ
る
と

考
え
を
説
明
し
た
。

　

政
府
が
１
７
日
に
改
定
し

た
基
本
的
対
処
方
針
は
大
規

模
イ
ベ
ン
ト
の
観
客
数
に
つ
い

て
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
の
解
除
後
１
カ
月
程
度
は
、

施
設
定
員
の
５
０
％
以
内
な

ら
ば
最
大
１
万
人
と
設
定
し

た
。
東
京
や
神
奈
川
、
大
阪
、

北
海
道
な
ど
７
都
道
府
県
の

重
点
措
置
は
７
月
１
１
日
が

期
限
と
な
っ
て
い
る
。

　

政
府
や
大
会
組
織
委
は
、

３
月
に
海
外
か
ら
の
観
客
受

け
入
れ
断
念
を
決
定
。
国
内

の
観
客
数
の
上
限
は
当
初
４

月
に
決
め
る
予
定
だ
っ
た
が
、

感
染
力
の
強
い
変
異
株
の
拡

大
な
ど
を
受
け
て
結
論
を
６

月
に
先
送
り
し
て
い
た
。

議
論
に
着
手
し
た
。
市
場
で

は
、
年
内
に
も
緩
和
縮
小
を

始
め
る
と
の
見
方
が
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

で
各
国
は
金
融
緩
和
に
踏
み

切
っ
た
。
景
気
回
復
が
鈍
い

日
本
で
は
緩
和
縮
小
の
本
格

議
論
に
は
遠
い
状
況
だ
。

　

米
国
で
は
日
本
に
比
べ
て

早
期
に
進
ん
だ
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
経
済
再
開
を
加
速
。
Ｆ

Ｒ
Ｂ
は
２
１
年
１
０
〜
１
２

月
期
の
実
質
成
長
率
を
前
年

同
期
比
で
７
・
０
％
と
予
測

し
、前
回
３
月
時
点
か
ら
０
・

　

一
方
、
政
府
の
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
対
策
分
科
会
の
尾

身
茂
会
長
ら
専
門
家
有
志
は

１
８
日
に
発
表
す
る
提
言
に
、

無
観
客
で
の
開
催
が
最
も
感

染
リ
ス
ク
が
小
さ
い
と
の
内

容
を
盛
り
込
む
方
向
。
観
客

を
入
れ
る
場
合
は
大
規
模
イ

ベ
ン
ト
の
上
限
よ
り
も
厳
し

く
制
限
す
る
必
要
性
を
指
摘

す
る
見
込
み
だ
。

　

会
見
で
首
相
は
「
常
時
マ

ス
ク
を
し
て
大
声
の
応
援
は

禁
止
さ
れ
る
。
直
行
直
帰
も

大
事
だ
」
と
し
、
大
会
組
織

委
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
つ
く

る
と
の
認
識
を
示
し
た
。

　

同
時
に
、
大
会
開
催
に
関

し
「
世
界
が
団
結
し
、
難
局

を
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
を

日
本
か
ら
世
界
に
発
信
し
た

い
」と
意
欲
を
強
調
。「
安
全
、

安
心
に
開
催
し
、
大
会
期
間

中
の
国
内
の
感
染
拡
大
を
抑

え
、
終
了
後
の
感
染
拡
大
防

止
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
不
可

欠
だ
」
と
も
訴
え
た
。

　

五
輪
開
催
に
伴
う
感
染

（５） ２０２１（令和三）年第５７５４号  ６月 １８日 （金曜日）

１
２
月
期
に
３
・
４
％
に
達

し
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
目
標
と
す
る

２
％
を
大
幅
に
超
え
る
見
込

み
。
パ
ウ
エ
ル
氏
は
、
経
済

活
動
の
再
開
に
伴
う
需
要
急

増
な
ど
一
時
的
な
要
因
が
あ

る
と
し
な
が
ら
も
「（
高
イ

ン
フ
レ
は
）
予
想
を
上
回
っ

て
持
続
す
る
可
能
性
も
あ

る
」
と
指
摘
。
原
材
料
高
騰

や
人
手
不
足
な
ど
の
状
況
を

慎
重
に
見
極
め
、
物
価
急
上

昇
が
続
く
場
合
に
は
「
金
融

政
策
を
調
整
す
る
準
備
が
あ

る
」
と
述
べ
た
。

　

Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
コ
ロ
ナ
対
応
で

２
０
年
３
月
に
ゼ
ロ
金
利
政

策
と
量
的
金
融
緩
和
の
実
施

を
決
定
。
同
９
月
に
は
ゼ
ロ

金
利
政
策
を
２
３
年
末
ま
で

続
け
る
と
し
、
解
除
は
２
４

年
以
降
と
の
考
え
を
示
し
て

い
た
。

　
【
共
同
】
５
月
に
千
葉
市

で
行
わ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ
杯
）
予
選

試
合
で
、
ク
ー
デ
タ
ー
を
起

こ
し
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
軍
へ
の

抗
議
を
示
す
３
本
指
を
掲
げ

た
同
国
の
ピ
エ
・
リ
ヤ
ン
・

ア
ウ
ン
選
手
（
２
７
）
が

１
６
日
、
帰
国
を
拒
否
し
た
。

１
７
日
未
明
、
関
西
空
港
で

支
援
者
と
合
流
し
「
自
分
の

意
思
で
帰
国
を
拒
否
し
た
。

難
民
申
請
す
る
」
と
報
道
陣

に
語
っ
た
。

　

同
選
手
は
事
前
の
共
同
通

信
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ン
タ

に
「
帰
国
し
た
ら
命
の
危
険

が
あ
る
の
で
日
本
に
残
る
こ

と
を
決
め
た
。
し
ば
ら
く
日

本
に
滞
在
し
た
い
」
と
語
っ

た
。
日
本
に
は
「
こ
れ
か
ら

も
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
助
け
て
ほ
し

い
」
と
訴
え
、
改
め
て
３
本

指
を
示
し
た
。
他
選
手
や
家

族
の
身
の
安
全
へ
の
心
配
も

示
し
た
。

　

５
月
２
８
日
の
日
本
代
表

戦
は
ク
ー
デ
タ
ー
後
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
代
表
に
と
っ
て
初
の
国

際
試
合
。
同
選
手
は
国
歌
斉

唱
の
際
、
英
語
で
「
Ｗ
Ｅ　

Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｄ　

Ｊ
Ｕ

Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
私

た
ち
に
は
正
義
が
必

要
）」
と
記
し
た
３

本
指
を
掲
げ
る
姿
が

テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ

て
注
目
を
集
め
た
。

反
国
軍
デ
モ
の
参

加
者
が
取
る
ポ
ー
ズ

で
、
独
裁
へ
の
抵
抗

を
意
味
し
て
い
る
。

　

同
選
手
は
共
同

ゼ
ロ
金
利
解
除
２
３
年
に
前
倒
し

記者会見する菅首相を映しだす東京・
新宿の大型ビジョン。手前は歌舞伎町
を行き交う人たち＝１７日夜（共同）

サッカーのミャンマー代表のピエ・リヤ
ン・アウン選手（共同）

「奇跡の一本松」からスタートし
た岩手県の聖火リレー（共同）

ビ
ュ
ー
で
、
帰
国
す
れ
ば
２

月
の
ク
ー
デ
タ
ー
で
全
権
掌

握
し
た
国
軍
に
拘
束
さ
れ「
命

の
保
証
が
な
い
」
と
懸
念
を

表
明
。
ア
ウ
ン・
サ
ン・
ス
ー
・

チ
ー
氏
（
軟
禁
中
）
が
率
い

る
政
権
が
復
活
す
れ
ば
「
国

に
帰
り
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

日
本
政
府
は
５
月
、
緊

急
避
難
措
置
と
し
て
、
日
本

在
留
の
継
続
を
望
む
ミ
ャ
ン

マ
ー
人
に
在
留
延
長
を
認
め

る
と
発
表
し
て
い
た
。
加
藤

勝
信
官
房
長
官
は
１
７
日
の

記
者
会
見
で
「
本
人
の
意
向

を
伺
い
な
が
ら
適
切
に
対
応

を
図
り
た
い
」
と
述
べ
た
。

同
選
手
は
他
の
選
手
と
と
も

に
１
６
日
深
夜
、
関
西
空
港

か
ら
帰
国
の
途
に
就
く
予
定

だ
っ
た
。

　

同
選
手
は
空
港
で
報
道
陣

通
信
に
「
国
軍
は
ニ
ワ
ト
リ

１
羽
を
絞
め
殺
す
か
の
よ
う

に
国
民
を
撃
ち
殺
し
て
お
り
、

許
せ
な
い
」
と
強
く
非
難
し
、

来
日
前
か
ら
３
本
指
の
ポ
ー

ズ
を
取
る
と
決
意
し
て
い
た

と
説
明
し
た
。
来
日
し
て
サ
ッ

カ
ー
代
表
選
手
と
い
う
立
場

で
抗
議
す
る
こ
と
は
国
際
社

会
へ
の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
強

い
と
思
っ
た
」
と
語
り
、「
正

義
と
公
正
な
社
会
を
再
び
獲

得
で
き
る
よ
う
、
日
本
政
府

と
国
際
社
会
に
後
押
し
し
て

ほ
し
い
」
と
求
め
た
。

聖
火
見
守
る
奇
跡
の
一
本
松

支
援
に
感
謝
、
被
災
者
走
る

　
【
共
同
】
東
京
五
輪
の
聖

火
リ
レ
ー
は
１
７
日
、
岩
手

県
で
２
日
目
を
迎
え
た
。
東

日
本
大
震
災
で
関
連
死
を

含
め
１
７
６
１
人
が
犠
牲

と
な
っ
た
陸
前
高
田
市
で
は
、

「
奇
跡
の
一
本
松
」
を
巡
っ

た
後
、
震
災
で
消
防
団
員
の

仲
間
１
１
人
と
父
親
を
亡
く

し
た
理
容
師
米
沢
伸
吾
さ
ん

（
４
４
）
が
走
っ
た
。

　
「
五
輪
は
建
築
資
材
不
足

を
招
き
、
復
興
の
足
か
せ
に

な
る
」と
当
初
は
懐
疑
的
だ
っ

た
が
、
次
第
に
五
輪
・
リ

レ
ー
を
通
じ
て
支
援
へ
の
感

謝
を
世
界
に
発
信
し
た
い
と

思
う
よ
う
に
。
軽
快
な
足
取

り
で
走
り
終
え「（
リ
レ
ー
は
）

楽
し
い
時
間
だ
っ
た
。
震
災

で
が
れ
き
だ
ら
け
に

な
っ
た
が
、
生
活
で
き

る
陸
前
高
田
が
戻
っ

た
と
伝
え
た
い
」
と

話
し
た
。

　

聖
火
は
２
０
１
９

年
に
ラ
グ
ビ
ー
・
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ
杯
）

と
語
っ
た
。

　

宮
古
市
で
は
、
東
日
本
大

震
災
の
津
波
で
自
宅
の
１
階

が
被
害
に
遭
っ
た
高
校
１
年

本
多
美
紀
さ
ん
（
１
５
）
が
、

国
内
外
か
ら
受
け
た
支
援
へ

の
感
謝
を
胸
に
市
街
地
を

走
っ
た
。

　

本
多
さ
ん
は
震
災
当
時
５

歳
。
約
１
カ
月
半
に
わ
た
っ

て
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
４
カ
月
後
に
は
か
わ

い
が
っ
て
も
ら
っ
た
祖
父
緋
佐

志
さ
ん
＝
当
時
（
８
０
）
＝

を
震
災
関
連
死
で
失
っ
た
。

笑
顔
で
手
を
振
り
な
が
ら
駆

け
抜
け
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も

ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
だ
っ
た
の
で

喜
ん
で
く
れ
た
と
思
う
」
と

話
し
た
。

の
会
場
と
な
っ
た
釡
石
市
も

通
過
。
新
日
鉄
釡
石
（
現
・

釡
石
シ
ー
ウ
ェ
イ
ブ
ス
）
の

黄
金
期
を
支
え
た
日
本
ラ

グ
ビ
ー
協
会
の
森
重
隆
会

長
（
６
９
）
が
聖
火
を
つ
な

ぎ
、「（
Ｗ
杯
で
）
ス
ポ
ー
ツ

は
人
の
心
を
動
か
す
と
改
め

て
感
じ
た
。
コ
ロ
ナ
で
ど
ん

な
形
に
な
る
か
分
か
ら
な
い

が
、
皆
が
や
っ
て
良
か
っ
た
と

思
う
五
輪
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
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前ぜ
ん

回か
い

の
リ
オ
大た

い

会か
い

は
、
こ
れ
ま
で
の
五ご

輪り
ん

に
な
い
強

き
ょ
う

化か

費ひ

を
使つ

か

え
た
こ
と
も
あ
り
、五ご

輪り
ん

で
の
過か

去こ

最さ
い

高こ
う

の
成せ

い

績せ
き

（
金き

ん

５
、銀ぎ

ん

５
、

銅ど
う

１
０
）
を
収お

さ

め
る
こ
と
が
で
き
た
伯は

っ

国こ
く

。

　

だ
が
、
伯は

く

国こ
く

に
限か

ぎ

っ
た
こ
と
で
な
く
、
南な

ん

米べ
い

自じ

体た
い

が
歴れ

き

史し

的て
き

に

五ご

輪り
ん

に
関か

ん

し
て
非ひ

常じ
ょ
うに
冷さ

め
て
い
る
国こ

く

民み
ん

性せ
い

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

リ
オ
五ご

輪り
ん

後ご

に
も
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
熱ね

つ

」
が
国こ

く

民み
ん

の
あ
い
だ
で
盛も

り

上あ

が
り
続つ

づ

け
て
い
る
か
と
言い

わ
れ
た
ら
、
そ
れ
は
か
な
り
微び

妙み
ょ
うだ
。

　

前ぜ
ん

回か
い

大た
い

会か
い

ほ
ど
の
強

き
ょ
う

化か

費ひ

が
充あ

て
ら
れ
た
と
は
言い

え
ず
、
加く

わ

え
て
コ
ロ
ナ
禍か

も
重か

さ

な
っ
て
、
人ひ

と

々び
と

の
意い

識し
き

が
ス
ポ
ー
ツ
に
ま
で

至い
た

る
機き

会か
い

が
ほ
と
ん
ど
な
い
か
ら
だ
。

　

そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
東と

う

京き
ょ
う

大た
い

会か
い

で
の
伯は

っ

国こ
く

勢ぜ
い

の
メ
ダ
ル
増ぞ

う

は
正

し
ょ
う

直じ
き

な
と
こ
ろ
期き

待た
い

は
で
き
な
い
。

黄お
う

金ご
ん

メ
ン
バ
ー
が
揃そ

ろ

っ
た
サ
ッ
カ
ー
代だ

い

表ひ
ょ
う

　

ま
ず
、
金き

ん

メ
ダ
ル
が
期き

待た
い

出で

来き

る
最さ

い

右う

翼よ
く

は
、
や
は
り
２
連れ

ん

覇ぱ

を
狙ね

ら

い
た
い
お
家い

え

芸げ
い

サ
ッ
カ
ー
だ
。
今こ

ん

回か
い

の
大た

い

会か
い

で
は
、
対た

い

象し
ょ
う

年ね
ん

齢れ
い

の
上

じ
ょ
う

限げ
ん

の「
１
９
９
７
年ね

ん

生う

ま
れ
」が
伯は

っ

国こ
く

サ
ッ
カ
ー
に
と
っ

て
の
黄お

う

金ご
ん

世せ

代だ
い

で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
以い

下か

の
生う

ま
れ
に
も
早そ

う

熟じ
ゅ
くで

活か
つ

躍や
く

し
て
い
る
選せ

ん

手し
ゅ

が
多お

お

い
こ
と
か
ら
、「
豪ご

う

華か

メ
ン
バ
ー
が
揃そ

ろ

っ

て
い
る
」
と
し
て
世せ

界か
い

的て
き

な
話わ

題だ
い

に
も
な
っ
て
い
る
。

　

す
で
に
本ほ

ん

代だ
い

表ひ
ょ
う

選せ
ん

手し
ゅ

や
、
欧お

う

州し
ゅ
うク
ラ
ブ
の
重

じ
ゅ
う

要よ
う

選せ
ん

手し
ゅ

に
な
っ
て

い
る
た
め
、
五ご

輪り
ん

世せ

代だ
い

選せ
ん

手し
ゅ

の
全す

べ

て
が
招

し
ょ
う

集し
ゅ
うさ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
が
、「
ほ
ぼ
、
こ
れ
が
五ご

輪り
ん

代だ
い

表ひ
ょ
う

選せ
ん

手し
ゅ

に
な
る
で
あ
ろ
う
」

と
目も

く

さ
れ
て
い
る
６
月が

つ

時じ

点て
ん

で
の
招

し
ょ
う

集し
ゅ
う

選せ
ん

手し
ゅ

の
顔か

お

ぶ
れ
は
実じ

つ

に
豪ご

う

華か

な
も
の
だ
。

　
フ
ォ
ワ
ー
ド
に
は
ロ
ド
リ
ゴ（
レ
ア
ル・マ
ド
リ
ッ
ド
）、マ
ル
チ
ネ
ッ

リ
（
ア
ー
セ
ナ
ル
）、
ア
ン
ト
ニ
ー
（
ア
ヤ
ッ
ク
ス
）
と
いっ
た
、
欧お

う

州し
ゅ
うの
一い

ち

流り
ゅ
うク
ラ
ブ
で
す
で
に
活か

つ

躍や
く

し
て
い
て
、日に

本ほ
ん

の
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ

ン
に
も
知し

ら
れ
た
選せ

ん

手し
ゅ

が
ず
ら
り
と
並な

ら

ん
で
い
る
。
そ
こ
に
司し

令れ
い

塔と
う

と
し
て
、
昨さ

く

年ね
ん

の
伯は

っ

国こ
く

リ
ー
グ
で
新し

ん

人じ
ん

王お
う

に
し
て
得と

く

点て
ん

王お
う

に
輝

か
が
や

い
た
ク
ラ
ウ
ジ
ー
ニ
ョ
（
ブ
ラ
ガ
ン
チ
ー
ノ
）
が
加く

わ

わ
る
。

　

さ
ら
に
ボ
ラ
ン
チ
に
フ
ラ
メ
ン
ゴ
の
ス
タ
ー
選せ

ん

手し
ゅ

の
ジ
ェ
ル
ソ

ン
、
欧お

う

州し
ゅ
うで
す
で
に
活か

つ

躍や
く

中ち
ゅ
うの
ブ
ル
ー
ノ・ギ
マ
リ
ャ
ン
エ
ス
、
デ
ィ

フ
ェ
ン
ダ
ー
に
も
エ
メ
ル
ソ
ン
（
ベ
テ
ィ
ス
）、
イ
バ
ニ
ェ
ス
（
ロ
ー

マ
）、
ガ
ブ
リ
エ
ル
（
ア
ー
セ
ナ
ル
）
と
欧お

う

州し
ゅ
う

強き
ょ
う

豪ご
う

の
レ
ギ
ュ
ラ
ー

が
ズ
ラ
リ
。

　
こ
の
豪ご

う

華か

メ
ン
バ
ー
を
前ま

え

に
、
通つ

う

常じ
ょ
う３
人に

ん

ま
で
が
選え

ら

ば
れ
る

「
オ
ー
バ
ー
エ
イ
ジ
枠わ

く

」
の
招

し
ょ
う

集し
ゅ
うは
不ふ

要よ
う

な
の
で
は
、
と
い
う
声こ

え

ま
で
あ
る
ほ
ど
だ
。

　

若わ
か

手て

選せ
ん

手し
ゅ

が
こ
こ
ま
で
充

じ
ゅ
う

実じ
つ

し
て
い
る
例れ

い

は
世せ

界か
い

で
も
珍め

ず
ら

し

く
、こ
れ
が
リ
ー
グ
戦せ

ん

な
ら
優ゆ

う

勝し
ょ
うの
確か

く

率り
つ

は
か
な
り
高た

か

い
だ
ろ
う
。

た
だ
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
そ
の
と
き
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
強つ

よ

く

影え
い

響き
ょ
うす
る
上う

え

に
、
五ご

輪り
ん

は
そ
れ
が
ひ
と
き
わ
短み

じ
か
い
。
選せ

ん

手し
ゅ

た
ち

の
そ
の
と
き
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
ゲ
ー
ム
運う

ん

。
伯は

っ

国こ
く

代だ
い

表ひ
ょ
うが
２

連れ
ん

覇ぱ

す
る
か
否い

な

か
、
全す

べ

て
は
そ
こ
に
か
か
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

初は
つ

の
正せ

い

式し
き

種し
ゅ

目も
く

で
メ
ダ
ル
候こ

う

補ほ

　

現げ
ん

状じ
ょ
う、
サ
ッ
カ
ー
以い

外が
い

で
も
っ
と
も
メ
ダ
ル
の
期き

待た
い

値ち

が
高た

か

い

競き
ょ
う

技ぎ

は
、
東と

う

京き
ょ
う

大た
い

会か
い

か
ら
正せ

い

式し
き

種し
ゅ

目も
く

に
な
る
新あ

た
ら

し
い
競

き
ょ
う

技ぎ

だ
。

そ
れ
は
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
と
サ
ー
フ
ィ
ン
だ
。
こ
の
二ふ

た

つ
の
競

き
ょ
う

技ぎ

で
伯は

っ

国こ
く

は
世せ

界か
い

ラ
ン
キ
ン
グ
の
上

じ
ょ
う

位い

選せ
ん

手し
ゅ

を
抱か

か

え
て
い
る
。

　

中な
か

で
も
最さ

い

有ゆ
う

力り
ょ
くと
目も

く

さ
れ
て
い
る
の
は
パ
メ
ラ
・
ロ
ー
ザ
。

２
０
１
９
年ね

ん

、
２
０
歳さ

い

の
と
き
に
参さ

ん

加か

し
た
ロ
ン
ド
ン
で
行お

こ
な
わ
れ

た
「
ス
ト
リ
ー
ト
・
リ
ー
グ・
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ・ツ
ア
ー
」

で
優ゆ

う

勝し
ょ
う。
こ
れ
で
注

ち
ゅ
う

目も
く

を
浴あ

び
た
彼か

の

女じ
ょ

は
現げ

ん

在ざ
い

、
女じ

ょ

子し

の
世せ

界か
い

ラ
ン
キ
ン
グ
第だ

い

１
位い

。
伯は

っ

国こ
く

内な
い

で
の
注

ち
ゅ
う

目も
く

度ど

も
急

き
ゅ
う

上じ
ょ
う

昇し
ょ
う

中ち
ゅ
うだ
。

　

パ
メ
ラ
を
追お

う
の
は
世せ

界か
い

ラ
ン
キ
ン
グ
２
位い

の
ラ
イ
ッ
サ
・
レ

ア
ル
だ
が
、
彼か

の

女じ
ょ

は
な
ん
と
１
３
歳さ

い

。
五ご

輪り
ん

の
よ
う
な
大お

お

き
な

大た
い

会か
い

で
は
、
中

ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

相そ
う

当と
う

の
年ね

ん

齢れ
い

で
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
懸け

念ね
ん

は

さ
れ
る
が
、
逆ぎ

ゃ
く
に
勢い

き
おい
に
乗の

れ
ば
一い

っ

気き

に
勝

し
ょ
う

機き

を
望の

ぞ

め
る
。

　

パ
メ
ラ
、
ラ
イ
ッ
サ
の
若わ

か

い
パ
ワ
ー
に
押お

さ
れ
が
ち
で
は
あ
る
も

の
の
、
そ
れ
以い

前ぜ
ん

の
伯は

っ

国こ
く

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
界か

い

の
女じ

ょ

王お
う

、
レ
テ
ィ

シ
ア
・
ブ
フ
ォ
ー
ニ
も
虎こ

視し

眈た
ん

々た
ん

と
優ゆ

う

勝し
ょ
うを
狙ね

ら

う
。
ま
た
、
男だ

ん

子し

で
は
２
０
１
８
年ね

ん

の
世せ

界か
い

一い
ちの
ペ
ド
ロ
・
バ
ロ
ス
も
控ひ

か

え
て
い
る
。 　

サ
ー
フ
ィ
ン
で
は
、
こ
こ
数す

う

年ね
ん

の
優ゆ

う

勝し
ょ
う

常じ
ょ
う

連れ
ん

で
２
０
２
１
年ね

ん

現げ
ん

在ざ
い

の
１
位い

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
メ
ジ
ー
ナ
と
、
彼か

れ

の
最さ

い

大だ
い

の
ラ
イ
バ
ル

で
２
０
１
９
年ね

ん

王お
う

者じ
ゃ

の
イ
ー
タ
ロ
・
フ
ェ
レ
イ
ラ
が
と
も
に
金き

ん

メ

ダ
ル
を
狙ね

ら

っ
て
い
る
。

サーフィンのガブリエル・メ
ジ ー ナ 選

せん

手
しゅ

（Secretaria 
Especial do Esporte, via 
Wikimedia Commons）

　

ま
た
女じ

ょ

子し

で
は
、
米べ

い

国こ
く

と
の
二に

重じ
ゅ
う

国こ
く

籍せ
き

者し
ゃ

で
２
０
１
８
年ね

ん

に
、

こ
れ
ま
で
米べ

い

国こ
く

籍せ
き

で
プ
レ
ー
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
伯は

っ

国こ
く

籍せ
き

に
替か

え

て
話わ

題だ
い

と
な
っ
た
タ
テ
ィ
ア
ナ
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
・
ウ
ェ
ブ
に
も
メ
ダ

ル
の
期き

待た
い

が
か
か
る
。

リ
オ
大た

い

会か
い

で
話わ

題だ
い

の
選せ

ん

手し
ゅ

た
ち
も
参さ

ん

加か

　

リ
オ
五ご

輪り
ん

で
話わ

題だ
い

に
な
っ
た
選せ

ん

手し
ゅ

の
２
大た

い

会か
い

連れ
ん

続ぞ
く

で
の
活か

つ

躍や
く

も
期き

待た
い

さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
代だ

い

表ひ
ょ
う

格か
く

が
カ
ヌ
ー
の
イ
ザ
キ
ア
ス
・
ケ
イ
ロ
ス
だ
。
リ
オ

五ご

輪り
ん

で
は
一い

っ

般ぱ
ん

的て
き

に
は
無む

名め
い

な
が
ら
、
二ふ

た

つ
の
銀ぎ

ん

メ
ダ
ル
に
一ひ

と

つ

の
銅ど

う

メ
ダ
ル
を
受じ

ゅ

賞し
ょ
うし
一い

ち

躍や
く

脚き
ゃ

光っ
こ
うを
浴あ

び
た
。
東と

う

京き
ょ
う

五ご

輪り
ん

で
も

そ
れ
に
続つ

づ

き
た
い
と
こ
ろ
だ
。

　

男だ
ん

子し

体た
い

操そ
う

で
は
、
リ
オ
大た

い

会か
い

の
床ゆ

か

で
銅ど

う

メ
ダ
ル
の
ア
ル
ト
ゥ
ー

ル
・
ノ
リ
、
ベ
テ
ラ
ン
の
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
ザ
ネ
ッ
テ
ィ
に
メ
ダ
ル

の
期き

待た
い

が
か
か
る
。
前ぜ

ん

大た
い

会か
い

で
急

き
ゅ
う

成せ
い

長ち
ょ
うし
、
そ
の
甘あ

ま

い
マ
ス
ク
で

女じ
ょ

性せ
い

フ
ァ
ン
か
ら
も
注

ち
ゅ
う

目も
く

さ
れ
た
日に

っ

系け
い

の
ノ
リ
は
、
本ほ

ん

来ら
い

彼か
れ

が
得と

く

意い

と
し
、
こ
こ
数す

う

年ね
ん

は
国こ

く

際さ
い

大た
い

会か
い

で
も
メ
ダ
ル
を
獲か

く

得と
く

し
て
い
る

段だ
ん

違ち
が

い
平へ

い

行こ
う

棒ぼ
う

で
悲ひ

願が
ん

の
金き

ん

を
狙ね

ら

い
た
い
。

男
だん

子
し

体
たい

操
そう

のアルトゥール・
ノリ選

せん

手
しゅ

（Agência Brasil 
Fotografias, via Wikimedia 
Commons）

　
一い

っ

方ぽ
う

、
ザ
ネ
ッ
テ
ィ
は
世せ

界か
い

的て
き

な
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
目も

く

さ
れ
て

い
る
吊つ

り
輪わ

で
１
２
年ね

ん

ロ
ン
ド
ン
の
金き

ん

、
１
６
年ね

ん

リ
オ
で
の
銀ぎ

ん

に

続つ
づ

く
３
大た

い

会か
い

連れ
ん

続ぞ
く

で
の
メ
ダ
ル
と
い
き
た
い
と
こ
ろ
だ
。

　

柔
じ
ゅ
う

道ど
う

は
リ
オ
大た

い

会か
い

で
男だ

ん

子し

１
０
０
キ
ロ
超

ち
ょ
う

級き
ゅ
うだ
っ
た
ラ
フ
ァ
エ

ル
・
シ
ウ
ヴ
ァ
、

女じ
ょ

子し

７
８
キ
ロ
級

き
ゅ
う

で
銅ど

う

メ
ダ
ル
だ
っ

た
マ
イ
ラ
・
ア
ギ

ア
ル
が
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
う。
両

り
ょ
う

者し
ゃ

と
も
に
こ
こ
数す

う

年ね
ん

の
世せ

界か
い

大た
い

会か
い

は

目め

立だ

っ
た
成せ

い

績せ
き

を

あ
げ
て
い
な
い
が
、

経け
い

験け
ん

値ち

で
の
踏ふ

ん

張ば

り
を
見み

せ
た
い
と
こ
ろ
。

　

前ぜ
ん

回か
い

大た
い

会か
い

の
女じ

ょ

子し

セ
ー
リ
ン
グ
で
金き

ん

メ
ダ
ル
を
獲か

く

得と
く

し
た
マ
ル

チ
ネ
・
グ
ラ
エ
ル
と
カ
ヘ
ナ
・
ク
ン
ゼ
の
コ
ン
ビ
は
、
そ
の
後ご

の

世せ

界か
い

大た
い

会か
い

で
も
好こ

う

調ち
ょ
うを
維い

持じ

。
２
大た

い

会か
い

連れ
ん

続ぞ
く

で
の
金き

ん

を
目め

指ざ

す
。

　

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
で
は
リ
オ
大た

い

会か
い

で
女じ

ょ

子し

銀ぎ
ん

メ
ダ
ル
を
獲か

く

得と
く

し
た

ア
ガ
タ
・
ベ
ド
ナ
ル
ズ
ク
が
２
２
歳さ

い

の
ド
ゥ
ー
ダ
・
リ
ス
ボ
ア
を

パ
ー
ト
ナ
ー
に
迎む

か

え
て
、
今こ

ん

度ど

は
悲ひ

願が
ん

の
金き

ん

メ
ダ
ル
獲か

く

得と
く

を
目め

指ざ

す
。

ビーチバレーのアガタ・ベ
ドナルズク選

せん

手
しゅ

（Fernando 
Frazão/Agência Brasil, via 
Wikimedia Commons）

　

予よ

選せ
ん

で
調

ち
ょ
う

子し

が
上あ

が
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
の
大だ

い

逆ぎ
ゃ
く

転て
ん

で
劇げ

き

的て
き

な
優ゆ

う

勝し
ょ
うを
飾か

ざ

っ
た
男だ

ん

子し

バ
レ
ー
は
、
１
９
年ね

ん

の
Ｗ
杯は

い

優ゆ
う

勝し
ょ
うの
勢い

き
お

い
を
継け

い

続ぞ
く

し
て
２
大た

い

会か
い

連れ
ん

続ぞ
く

の
金き

ん

メ
ダ
ル
を
狙ね

ら

い

た
い
と
こ
ろ
。

　

逆ぎ
ゃ
く

に
、
前ぜ

ん

回か
い

大た
い

会か
い

で
準

じ
ゅ
ん

々じ
ゅ
ん

決け
っ

勝し
ょ
う

敗は
い

退た
い

し
て
五ご

輪り
ん

３
連れ

ん

覇ぱ

を

逃の
が

し
た
女じ

ょ

子し

は
、
今こ

ん

回か
い

こ
そ
復ふ

っ

活か
つ

の
金き

ん

メ
ダ
ル
を
狙ね

ら

い
た
い

と
こ
ろ
。
だ
が
、
ナ
タ
ー
リ
ア
が
負ふ

傷し
ょ
う

明あ

け
の
上う

え

、、
チ
ー
ム

を
牽け

ん

引い
ん

し
て
き
た
タ
イ
ー
ザ
が
不ふ

出し
ゅ
つ

場じ
ょ
うの
と
こ
ろ
を
ど
う
凌し

の

ぐ
か
が
カ
ギ
を
握に

ぎ

る
。

そ
の
他ほ

か

の
注ち

ゅ
う

目も
く

選せ
ん

手し
ゅ

　
こ
の
他ほ

か

に
も
、
ま
だ
ま
だ
注

ち
ゅ
う

目も
く

選せ
ん

手し
ゅ

は
い
る
。

　

女じ
ょ

子し

の
ボ
ク
シ
ン
グ
６
０
キ
ロ
級き

ゅ
う
に
は
現げ

ん

在ざ
い

、
世せ

界か
い

ラ
ン
キ

ン
グ
１
位い

の
ベ
ア
ト
リ
ス
・
フ
ェ
レ
イ
ラ
が
い
る
。
実じ

つ

力り
ょ
く

通ど
お

り
に

力ち
か
らが
発は

っ

揮き

で
き
れ
ば
金き

ん

メ
ダ
ル
の
可か

能の
う

性せ
い

は
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

に
あ
る
。

　

ま
た
、
伯は

っ

国こ
く

選せ
ん

手し
ゅ

の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
韓か

ん

国こ
く

の
格か

く

闘と
う

技ぎ

テ
コ
ン
ド
ー
で
は
、
２
０
１
９
年ね

ん

の
世せ

界か
い

大た
い

会か
い

で
銅ど

う

メ
ダ

ル
を
獲か

く

得と
く

し
た
女じ

ょ

子し

６
７
キ
ロ
級き

ゅ
うの
ミ
レ
ー
ナ
・
チ
ト
ネ
リ
が
い

る
。
勢い

き
おい
に
乗の

っ
て
メ
ダ
ル
獲か

く

得と
く

と
い
き
た
い
と
こ
ろ
だ
。

　

そ
し
て
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
毎ま

い

回か
い

、「
最さ

い

年ね
ん

長ち
ょ
う

選せ
ん

手し
ゅ

」
と
し
て

参さ
ん

加か

し
て
い
る
印い

ん

象し
ょ
うの
あ
る
男だ

ん

子し

セ
ー
リ
ン
グ
の
ロ
バ
ー
ト
・

シ
ャ
イ
ト
、
４
８
歳さ

い

と
な
っ
た
今こ

年と
し

も
五ご

輪り
ん

出し
ゅ
つ

場じ
ょ
う。
こ
れ
で

１
９
９
６
年ね

ん

の
ア
ト
ラ
ン
タ
五ご

輪り
ん

か
ら
７
大た

い

会か
い

連れ
ん

続ぞ
く

の
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うと

な
る
。
過か

去こ

に
金き

ん

２
、
銀ぎ

ん

２
、
銅ど

う

１
と
五い

つ

つ
の
メ
ダ
ル
を
獲か

く

得と
く

し
て
い
る
が
、
２
大た

い

会か
い

ぶ
り
６
個こ

目め

の
メ
ダ
ル
を
目め

指ざ

し
た
い
と

こ
ろ
だ
。（
陽よ

う

）

ボクシングのベアトリス・フェレイラ選
せん

手
しゅ

（ツイッ
ターより）

スケートボードのパメラ・ローザ選
せん

手
しゅ

（本
ほん

人
にん

の
フェイスブックより）

リオ五
ご

輪
りん

を超
こ

えることはできるか？

スケートボードとサーフィンも
新し

ん

種し
ゅ

目も
く

サ
ッ
カ
ー
・
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
・
サ
ー
フ
ィ
ン
・
カ
ヌ
ー
・
男だ

ん

子し

体た
い

操そ
う

・
吊つ

り
輪わ

・
柔じ

ゅ
う

道ど
う

・
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
・
男だ

ん

子し

女じ
ょ

子し

バ
レ
ー
・
ボ
ク
シ
ン
グ
・
テ
コ
ン
ド
ー
・
男だ

ん

子し

セ
ー
リ
ン
グ 

…

東
とう

京
きょう

五
ご

輪
りん

京五輪

メ
ダ
ル
期
待
さ
れ
る
期
待

き期
待
期
待た

い

東京京

メ
ダ
ル
メ
ダ
ル
メ
ダ
ル
さ
れ
る
さ
れ
る
さ
れ
る
さ
れ
る
さ
れ
る
さ
れ
る

ブ
ラ
ジ
ル
人
選
手
た
ち

メ
ダ
ル
メ
ダ
ル
さ
れ
る
さ
れ
る
さ
れ
る
さ
れ
る

ブ
ラ
ジ
ル
人
選
手
た
ち

ブ
ラ
ジ
ル
人
選
手
た
ち

ブ
ラ
ジ
ル
人
選
手
た
ち

ブ
ラ
ジ
ル
人
選
手
た
ち

ブ
ラ
ジ
ル
人
選
手
た
ち

ブ
ラ
ジ
ル
人
選
手
た
ち

ブ
ラ
ジ
ル
人
選
手
た
ち

さ
れ
る

ブ
ラ
ジ
ル
人
選
手
た
ち

さ
れ
る
さ
れ
る

ブ
ラ
ジ
ル
人
選
手
た
ち

さ
れ
る

ブ
ラ
ジ
ル
人
選
手
た
ち

じ
ん 　　
せ
ん      　

し
ゅ

　いよいよ７月
がつ

23日
にち

から、１年
ねん

遅
おく

れで東
とう

京
きょう

五
ご

輪
りん

が開
かい

催
さい

される予
よ

定
てい

だ。コロナが絡
から

ん
でいるため、状

じょう

況
きょう

次
し

第
だい

ではまだどうなるかはわからないが、前
ぜん

回
かい

がリオ大
たい

会
かい

ということ
もあり、日

に

本
ほん

と伯
はっ

国
こく

を結
むす

びつける貴
き

重
ちょう

な機
き

会
かい

ではある。今
こん

回
かい

は、この東
とう

京
きょう

五
ご

輪
りん

におい
て健

けん

闘
とう

が期
き

待
たい

される伯
はっ

国
こく

勢
ぜい

を見
み

ていくことにしよう。

（特集１）　　　　　　　第５７５４号 ２０２１（令和三）年　　６月 １８日（金曜日）



第５７５４号　　　　　　　（特集２）２０２１（令和三）年　　６月 １８日（金曜日）

ま
す
。

　

今い
ま

か
ら
１
１
３
年ね

ん

前ま
え

の
６

月が
つ

１
８
日に

ち

、
長な

が

い
航こ

う

海か
い

の
末す

え

に
サ
ン
ト
ス
港こ

う

に
到と

う

着ち
ゃ
く
し
た

日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

の
方か

た

々が
た

は
、

様さ
ま

々ざ
ま

な
苦く

難な
ん

を
経へ

て
、
ブ
ラ
ジ

ル
に
根ね

付づ

き
、
生せ

い

活か
つ

を
し
て
い

く
道み

ち

を
切き

り
開ひ

ら

か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

の
弛た

ゆ

ま
ぬ
努ど

力り
ょ
くの
精せ

い

神し
ん

を
引ひ

き
継つ

が
れ
た

日に
っ

系け
い

人じ
ん

の
方か

た

々が
た

は
、
ブ
ラ
ジ
ル

社し
ゃ

会か
い

に
お
い
て
確か

っ

固こ

た
る
地ち

位い

を
築き

ず

か
れ
ま
し
た
。
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
皆み

な

様さ
ま

が
ブ
ラ
ジ
ル
の
様さ

ま

々ざ
ま

な

分ぶ
ん

野や

で
活か

つ

躍や
く

さ
れ
て
い
る
こ
と

を
誇ほ

こ

ら
し
く
思お

も

う
と
と
も
に
、

改あ
ら
ため
て
敬け

い

意い

を
表ひ

ょ
う
し
ま
す
。

　

日に

本ほ
ん

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
の

関か
ん

係け
い

強き
ょ
う

化か

を
重

じ
ゅ
う

視し

し
て
い
ま

す
。
本ほ

ん

年ね
ん

１
月が

つ

に
は
、
日に

本ほ
ん

の
外が

い

務む

大だ
い

臣じ
ん

と
し
て
は
約や

く

３
年ね

ん

ぶ
り
に
ブ
ラ
ジ
ル
を
訪ほ

う

問も
ん

し
ま
し
た
。
ボ
ル
ソ
ナ
ー

ロ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うへ
の
表

ひ
ょ
う

敬け
い

や
ア
ラ

ウ
ー
ジ
ョ
前ぜ

ん

外が
い

相し
ょ
うと
の
会か

い

談だ
ん

で

は
、
日に

本ほ
ん

と
ブ
ラ
ジ
ル
の
関か

ん

係け
い

を
一い

っ

層そ
う

強き
ょ
う

化か

し
て
い
く
こ
と

や
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
対た

い

策さ
く

で
連れ

ん

携け
い

す
る
こ
と
を
確か

く

認に
ん

し
ま
し
た
。

　
日に

本ほ
ん

と
ブ
ラ
ジ
ル
の
歴れ

き

史し

的て
き

な
友ゆ

う

好こ
う

関か
ん

係け
い

は
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

と
い
う
特と

く

別べ
つ

な
繋つ

な

が
り
に
よ
っ

て
支さ

さ

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
本ほ

ん

年ね
ん

の
ブ
ラ
ジ
ル
訪ほ

う

問も
ん

時じ

に
は
、
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
の
影え

い

響き
ょ
うで
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

に
お
目め

に
か
か
る
こ
と

は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

日に
っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

は
、
両

り
ょ
う

国こ
く

の
架か

け

橋は
し

で
あ
る
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

と
の
関か

ん

係け
い

を
引ひ

き
続つ

づ

き
重

じ
ゅ
う

視し

し
て
い

ま
す
。

　

今こ
ん

般ぱ
ん

、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

は
、
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
の
影え

い

響き
ょ
うを
受う

け
た
日に

っ

系け
い

の
医い

療り
ょ
う・
福ふ

く

祉し

施し

設せ
つ

等な
ど

へ
の

支し

援え
ん

を
決け

っ

定て
い

し
ま
し
た
。
今こ

ん

後ご

も
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

が

少す
こ

し
で
も
早は

や

く
日に

ち

常じ
ょ
うに
戻も

ど

る
た

め
に
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
て
い
き
ま
す
。
ま

ナ
が
猛も

う

威い

を
振ふ

る
っ

て
お
り
、
ブ
ラ
ジ
ル

で
も
多お

お

く
の
犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

が
出で

て
い
る
と
承

し
ょ
う

知ち

し
て
お
り
ま
す
。
亡な

く
な
ら
れ
た
方か

た

々が
た

、

御ご

遺い

族ぞ
く

の
皆み

な

様さ
ま

に
謹

つ
つ
し

ん
で
お
悔く

や
み
を
申も

う

し
上あ

げ

ま
す
。
ま
た
、
感か

ん

染せ
ん

さ
れ
た

方か
た

々が
た

、
後こ

う

遺い

症し
ょ
うに
悩な

や

ま
さ
れ
て

い
る
方か

た

々が
た

が
一い

ち

 に
ち日も
早は

や

く
快か

い

復ふ
く

に
向む

か
う
こ
と
を
願ね

が

っ
て
お
り

　

６
月が

つ

１
８
日に

ち

の
移い

民み
ん

の
日ひ

に
、「
移い

民み
ん

の
日ひ

特と
く

別べ
つ

号ご
う

」
が

発は
っ

刊か
ん

さ
れ
る
こ
と
を
心こ

こ
ろ
か
ら
お

祝い
わ

い
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

世せ

界か
い

で
は
ま
だ
、
新し

ん

型が
た

コ
ロ

「
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
日ひ

」
を
祝し

ゅ
く

し
て

外が
い

務む

大だ
い

臣じ
ん

　
茂も

て

木ぎ 

敏と
し

充み
つ

新あ
ら

た
に
し
て
い
ま
す
。

　

昨さ
く

年ね
ん

来ら
い

、
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
の

感か
ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

に
よ
り
世せ

界か
い

は
今い

ま

未み

曾ぞ

有う

の
危き

機き

を
迎む

か

え
て
い

ま
す
。
私わ

た
し

た
ち
の
生せ

い

活か
つ

も
大お

お

き
く
変か

わ
り
ま
し
た
し
、
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

が
主し

ゅ

催さ
い

す
る
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
は
中

ち
ゅ
う

止し

や
延え

ん

期き

、
或あ

る

い
は
オ
ン
ラ
イ

ン
形け

い

式し
き

と
な
る
等な

ど

大お
お

き
な
影え

い

響き
ょ
うを
受う

け
て
い
ま
す
。

　

大た
い

変へ
ん

厳き
び

し
い
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うで
は
あ

り
ま
す
が
、
視し

点て
ん

を
変か

え
る

と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
側そ

く

面め
ん

も
見み

え
て
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

で
は
若わ

か

者も
の

の
参さ

ん

加か

拡か
く

大だ
い

が
課か

題だ
い

で
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍か

に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
化か

が

進す
す

み
、
情

じ
ょ
う

報ほ
う

技ぎ

術じ
ゅ
つに
強つ

よ

い
多お

お

く
の
若わ

か

者も
の

が
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
参さ

ん

画か
く

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化か

に
よ

り
距き

ょ

離り

を
越こ

え
て
各か

く

地ち

方ほ
う

の

日に
っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

間か
ん

の
交こ

う

流り
ゅ
うの
促そ

く

進し
ん

も
期き

待た
い

さ
れ
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
医い

療り
ょ
うや
財ざ

い

務む

も
含ふ

く

め
て
ま
だ
ま
だ
多お

お

く
の
困こ

ん

難な
ん

が
あ
る
事こ

と

も
事じ

実じ
つ

で
す
が
、

ワ
ク
チ
ン
接せ

っ

種し
ゅ

も
始は

じ

ま
っ
て

お
り
、
経け

い

済ざ
い

面め
ん

で
も
少す

こ

し
ず

つ
明あ

か

る
い
兆き

ざ

し
が
見み

え
始は

じ

め

て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍か

は
１
０
０
年ね

ん

に

１
度ど

と
言い

わ
れ
る
困こ

ん

難な
ん

で
す

が
、
先せ

ん

達だ
つ

達た
ち

が
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
な
が

ら
多お

お

く
の
苦く

難な
ん

を
乗の

り
越こ

え

て
来き

た
よ
う
に
、
私

わ
た
し

達た
ち

も
世せ

代だ
い

や
地ち

域い
き

や
国こ

っ

境き
ょ
うを
越こ

え
て

協き
ょ
う

力り
ょ
くす
る
こ
と
で
こ
の
危き

機き

を
乗の

り
越こ

え
ら
れ
る
と
信し

ん

じ

て
い
ま
す
。
私わ

た
し

た
ち
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

と
し
て
も
、
皆み

な

様さ
ま

と
力ち

か
ら

を
合あ

わ
せ
て
こ
の
難な

ん

局き
ょ
く

を
乗の

り
切き

る
た
め
に
最さ

い

大だ
い

限げ
ん

の
努ど

力り
ょ
くを
す
る
所し

ょ

存ぞ
ん

で
す
。

　

結む
す

び
に
、
改あ

ら
た

め
て
先せ

ん

人じ
ん

の

ご
遺い

徳と
く

を
偲し

の

び
、
皆み

な

様さ
ま

方が
た

お

一ひ
と

人り

お
ひ
と
り
の
ご
健け

ん

康こ
う

と

ご
多た

幸こ
う

を
心こ

こ
ろ

よ
り
お
祈い

の

り
申も

う

し
上あ

げ
る
と
共と

も

に
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

と
日に

っ

伯ぱ
く

関か
ん

係け
い

の
益ま

す

々ま
す

の
発は

っ

展て
ん

を
願ね

が

い
、
ご
挨あ

い

拶さ
つ

と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。﹇
写しゃ
真しん
＝
在ざい

サ
ン
パ
ウ
ロ
日にっ
本ぽん
国こく
総そう
領りょう
事じ
館かん
提てい
供きょ
う﹈

て
こ
ら
れ
た
先せ

ん

達だ
つ

と
そ
の
子し

孫そ
ん

の
方か

た

々が
た

に
深し

ん

甚じ
ん

な
る
敬け

い

意い

と
感か

ん

謝し
ゃ

を
表ひ

ょ
う

し
ま
す
。

　

現げ
ん

在ざ
い

で
は
２
０
０
万ま

ん

人に
ん

に

も
及お

よ

ぶ
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
方か

た

々が
た

が
幅は

ば

広ひ
ろ

い
分ぶ

ん

野や

で
活か

つ

躍や
く

さ
れ
、
良よ

き
ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く

民み
ん

と
し
て

厚あ
つ

い
信し

ん

頼ら
い

と
高た

か

い
評

ひ
ょ
う

価か

を
受う

け
、
ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

に
お
い

て
確か

っ

固こ

た
る
地ち

位い

を
築き

ず

き
上あ

げ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

の
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
存そ

ん

在ざ
い

が
今こ

ん
に
ち日

の
日に

っ

伯ぱ
く

関か
ん

係け
い

の
礎

い
し
ず
えと
な
っ
て

き
た
こ
と
は
疑う

た
が

い
の
な
い
事じ

実じ
つ

で
す
。
私

わ
た
し

達た
ち

は
、
こ
の
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
日ひ

に
、
先せ

ん

達だ
つ

の

方か
た

々が
た

が
築き

ず

い
て
く
だ
さ
っ
た

レ
ガ
シ
ー
を
受う

け
継つ

ぎ
、
更さ

ら

に
発は

っ

展て
ん

さ
せ
て
い
く
決け

つ

意い

を

の
方か

た

々が
た

の
多お

お

く
は
、
は
じ
め

は
コ
ー
ヒ
ー
農の

う

園え
ん

等な
ど

で
契け

い

約や
く

農の
う

民み
ん

と
し
て
働ば

た
ら

き
、
契け

い

約や
く

期き

間か
ん

の
終

し
ゅ
う

了り
ょ
う

後ご

自み
ず
から
の
土と

地ち

を

購こ
う

入に
ゅ
うし
て
独ど

く

立り
つ

さ
れ
た
と
お

聞き

き
し
ま
し
た
。
移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

の
展て

ん

示じ

か
ら
は
、
先せ

ん

達だ
つ

の

方か
た

々が
た

の
筆ひ

つ

舌ぜ
つ

に
尽つ

く
し
難が

た

い

ご
苦く

労ろ
う

と
、
そ
う
し
た
中な

か

で

も
日に

本ほ
ん

の
精せ

い

神し
ん

と
文ぶ

ん

化か

を
大た

い

切せ
つ

に
受う

け
継つ

ぎ
後こ

う

世せ
い

に
伝つ

た

え

よ
う
と
す
る
ご
努ど

力り
ょ
くが
偲し

の

ば

れ
ま
し
た
。

　

祖そ

国こ
く

日に

本ほ
ん

か
ら
遠と

お

く
離は

な

れ

た
こ
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
地ち

に
お

い
て
、
お
互た

が

い
に
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
な

が
ら
数か

ず

々か
ず

の
苦く

難な
ん

を
乗の

り
越こ

え
、
当と

う

地ち

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

と
ブ
ラ

ジ
ル
の
発は

っ

展て
ん

に
力ち

か
ら

を
尽つ

く
し

乗の

っ
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

が
ブ
ラ
ジ
ル
に
到と

う

着ち
ゃ
くし
て
以い

来ら
い

、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

・
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
皆み

な

様さ
ま

が
ブ
ラ
ジ

ル
に
お
い
て
、
数か

ず

々か
ず

の
ご
苦く

労ろ
う

を
経け

い

験け
ん

し

な
が
ら
、
努ど

力り
ょ
くと
忍に

ん

耐た
い

を
重か

さ

ね
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
発は

っ

展て
ん

に
貢こ

う

献け
ん

し
、
ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

の
信し

ん

頼ら
い

を
勝か

ち
得え

て
き
た
こ
と
に
改

あ
ら
た

め
て
敬け

い

意い

を
表あ

ら
わ

し
ま
す
。
ブ

ラ
ジ
ル
に
お
け
る
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

へ

の
信し

ん

頼ら
い

が
、
日に

本ほ
ん

へ
の
信し

ん

頼ら
い

、

　

６
月が

つ

１
８
日に

ち

「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
うの
日ひ

」
を
迎む

か

え
る
に
あ
た

り
、
全ぜ

ん

ブ
ラ
ジ
ル
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

・
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
皆み

な

さ
ま

に
心こ

こ
ろ

よ
り
お
祝い

わ

い
を
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

１
９
０
８
年ね

ん

に
笠か

さ

戸と

丸ま
る

に

「
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
日ひ

」に
寄よ

せ
て

　
　

在ざ
い

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

　
桑く

わ

名な 

良り
ょ
う

輔す
け

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
困こ

ん

難な
ん

な
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うの

中な
か

で
も
、
各か

く

地ち

の
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

は
工く

夫ふ
う

を
凝こ

ら
し
、
新あ

ら

た
な

取と

り
組く

み
と
し
て
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
り
セ
ミ
ナ
ー
、
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
、
盆ぼ

ん

踊お
ど

り
な
ど
様さ

ま

々ざ
ま

な

イ
ベ
ン
ト
を
企き

画か
く

、
開か

い

催さ
い

し

ま
し
た
。
私

わ
た
し

自じ

身し
ん

、
多お

お

く
の

イ
ベ
ン
ト
に
参さ

ん

加か

し
て
、
皆み

な

さ
ん
と
画が

面め
ん

越ご

し
で
お
会あ

い

し
て
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
熱ね

つ

意い

に

触ふ

れ
る
こ
と
が
で
き
、
感か

ん

銘め
い

を
受う

け
ま
し
た
。
若わ

か

い
世せ

代だ
い

の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
皆み

な

さ
ん
が
、
こ

う
し
た
取と

り
組く

み
の
中な

か

で
大お

お

い
に
活か

つ

躍や
く

し
、
地ち

域い
き

、
国こ

っ

境き
ょ
う

を
超こ

え
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

広ひ
ろ

げ
て
い
る
こ
と
も
嬉う

れ

し
く

思お
も

っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍か

が
ブ

ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

に
も
た
ら
し
た

困こ
ん

難な
ん

を
乗の

り
越こ

え
る
た
め
の

助た
す

け
合あ

い
に
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

が
率そ

っ

先せ
ん

し
て
取と

り
組く

ん
で
い
る
こ

と
に
も
敬け

い

意い

を
表あ

ら
わ

し
ま
す
。

　

日に
っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

は
、
新し

ん

型が
た

コ
ロ

ナ
の
影え

い

響き
ょ
うを
受う

け
た
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

へ
の
支し

援え
ん

を
決け

っ

定て
い

し
て
い

ま
す
。
こ
れ
が
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
助た

す

け
と
な
り
、
役や

く

に
立た

つ

よ
う
に
、
大た

い

使し

館か
ん

・
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

・
領

り
ょ
う

事じ

事じ

務む

所し
ょ

は
、
各か

く

日に
っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

と
連れ

ん

携け
い

を
深ふ

か

め
て
支し

援え
ん

の
具ぐ

体た
い

化か

に
尽じ

ん

力り
ょ
くし
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
を
含ふ

く

む
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

の
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

と
の
連れ

ん

携け
い

、
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを
強

き
ょ
う

化か

す
る
こ
と
、
そ
れ

を
通つ

う

じ
て
日に

本ほ
ん

と
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

の
関か

ん

係け
い

を
発は

っ

展て
ん

さ
せ
る
こ
と

は
、
私わ

た
し

が
外が

い

交こ
う

官か
ん

に
な
っ
て

か
ら
ず
っ
と
考か

ん
が

え
続つ

づ

け
て
き

た
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
発は

っ

展て
ん

の
た
め
に

で
き
る
限か

ぎ

り
の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを
行お

こ
な

っ

て
い
き
た
い
と
考か

ん
が

え
て
い
ま

す
。

　

日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

と
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
皆み

な

様さ
ま

の
ま
す
ま
す
の
ご
健け

ん

勝し
ょ
うと
ご
活か

つ

躍や
く

を
お
祈い

の

り
申も

う

し

上あ

げ
ま
す
。﹇
写しゃ
真しん
＝
駐ちゅうブ
ラ
ジ
ル

日にっ
本ぽん
国こく
大たい
使し
館かん
提てい
供きょ
う﹈

し
貢こ

う

献け
ん

さ
れ
て
い

る
皆み

な

様さ
ま

、
そ
し
て

艱か
ん

難な
ん

辛し
ん

苦く

を
乗の

り

越こ

え
、
ブ
ラ
ジ
ル

社し
ゃ

会か
い

に
根ね

付づ

か
れ

た
先せ

ん

人じ
ん

の
方か

た

々が
た

に

改あ
ら
た

め
て
深し

ん

甚じ
ん

な
る

敬け
い

意い

を
表ひ

ょ
う

し
ま
す
。

　

日に

本ほ
ん

と
ブ
ラ
ジ
ル
は
様さ

ま

々ざ
ま

な
分ぶ

ん

野や

で
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを
進す

す

め
て
き

ま
し
た
。
私

わ
た
し

自じ

身し
ん

が
取と

り
組く

ん
だ
案あ

ん

件け
ん

と
し
て
は
、
た
と

え
ば
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

で
先さ

き

駆が

け
と
な
っ
た
地ち

上じ
ょ
うデ

ジ
タ
ル
放ほ

う

送そ
う

の
「
日に

本ほ
ん

ブ
ラ

ジ
ル
方ほ

う

式し
き

」
の
導ど

う

入に
ゅ
うが
あ
り

ま
し
た
。
日に

本ほ
ん

の
技ぎ

術じ
ゅ
つへ
の

評ひ
ょ
う

価か

が
採さ

い

用よ
う

に
結む

す

び
付つ

い
た

の
で
あ
り
、
そ
の
評

ひ
ょ
う

価か

の
土ど

台だ
い

と
な
っ
て
い
る
の
は
、
ブ

ラ
ジ
ル
に
お
け
る
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に
対た

い

す
る
厚あ

つ

い
信し

ん

頼ら
い

で
あ
る

と
考か

ん
が

え
ま
す
。

　

今こ
ん

般ぱ
ん

、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

は
、
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影え

い

響き
ょ
う

を
受う

け
た
日に

っ

系け
い

の
医い

療り
ょ
う・
福ふ

く

祉し

施し

設せ
つ

等な
ど

へ
の
支し

援え
ん

を
決け

っ

定て
い

し
ま
し
た
。
現げ

ん

在ざ
い

我わ
れ

々わ
れ

は
、

ウ
イ
ル
ス
と
い
う
困こ

ん

難な
ん

に
直

ち
ょ
く

面め
ん

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中な

か

で
も
、
引ひ

き
続つ

づ

き
日に

本ほ
ん

と
ブ

　

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
「
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
日ひ

」
を
祝い

わ

う
特と

く

別べ
つ

号ご
う

の
発は

っ

刊か
ん

に
あ
た
り
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

に
心こ

こ
ろ

か
ら
お
慶

よ
ろ
こ

び
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。
ま
た
、

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
うに
よ
り
お
亡な

く
な
り
に
な

ら
れ
た
方か

た

々が
た

及お
よ

び
御ご

家か

族ぞ
く

・

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

の
皆み

な

様さ
ま

に
謹つ

つ
し

ん
で
お

悔く

や
み
を
申も

う

し
上あ

げ
る
と
と

も
に
、
罹り

患か
ん

さ
れ
た
方か

た

々が
た

に

は
心こ

こ
ろ

か
ら
お
見み

舞ま

い
申も

う

し
上あ

げ
、
早そ

う

期き

の
御ご

回か
い

復ふ
く

を
お
祈い

の

り
い
た
し
ま
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
最さ

い

初し
ょ

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

を
乗の

せ
た
笠か

さ

戸と

丸ま
る

が
神こ

う

戸べ

港こ
う

を
出

し
ゅ
っ

航こ
う

し
、
サ
ン

ト
ス
港こ

う

に
到と

う

着ち
ゃ
く

し
た
の
が

１
９
０
８
年ね

ん

６
月が

つ

１
８
日に

ち

で

す
。
そ
れ
か
ら
１
１
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
う

の
時と

き

を
経へ

て
、
今い

ま

な
お
、

日に

本ほ
ん

の
文ぶ

ん

化か

や
価か

値ち

を
大た

い

切せ
つ

に
さ
れ
な
が
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル

社し
ゃ

会か
い

の
様さ

ま

々ざ
ま

な
分ぶ

ん

野や

で
活か

つ

躍や
く

「
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
日ひ

」特と
く

別べ
つ

号ご
う

発は
っ

刊か
ん

に
寄よ

せ
て

 

日に
っ

本ぽ
ん

国こ
く

内な
い

閣か
く

総そ
う

理り

大だ
い

臣じ
ん

　
菅す

が 

義よ
し

偉ひ
で

ラ
ジ
ル
の
友ゆ

う

好こ
う

関か
ん

係け
い

の
更さ

ら

な

る
発は

っ

展て
ん

の
た
め
に
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

と
の
更さ

ら

な
る
連れ

ん

携け
い

に
取と

り

組く

ん
で
い
き
ま
す
。

　

末ま
つ

尾び

と
な
り
ま
す
が
、

日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

と
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
皆み

な

様さ
ま

の
今こ

ん

後ご

の
ま
す
ま

す
の
御ご

活か
つ

躍や
く

、
ブ
ラ
ジ
ル

に
お
け
る
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
更さ

ら

な
る
御ご

発は
っ

展て
ん

を
心こ

こ
ろ

か
ら
祈き

念ね
ん

し
ま
す
。﹇
写しゃ
真しん
＝
内ない
閣かく
広こう
報ほう

室しつ
よ
り
﹈

に
と
っ
て
は
今こ

ん

回か
い

が
初は

じ

め
て
の
移い

民み
ん

の
日ひ

と
な
り
ま
す
。

先せ
ん

日じ
つ

、
サ
ン
パ
ウ

ロ
に
あ
る
ブ
ラ
ジ

ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

を
訪ほ

う

問も
ん

し
、
レ

ナ
ト
石い

し

川か
わ

文ぶ
ん

協き
ょ
う

会か
い

長ち
ょ
うと
リ
ジ

ア
山や

ま

下し
た

館か
ん

長ち
ょ
うか
ら
い
ろ
い
ろ

な
お
話は

な
し

を
伺う

か
が

い
ま
し
た
。

　

当と
う

時じ

の
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、

奴ど

隷れ
い

制せ
い

廃は
い

止し

に
伴と

も
な

う
労ろ

う

働ど
う

力り
ょ
く

不ぶ

足そ
く

を
補お

ぎ
な

う
た
め
に
外が

い

国こ
く

人じ
ん

移い

民み
ん

を
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
導ど

う

入に
ゅ
うし
て

お
り
、
日に

本ほ
ん

か
ら
の
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

の
日ひ

」を
祝し

ゅ
く

し
て

駐ち
ゅ
うブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

特と
く

命め
い

全ぜ
ん

権け
ん

大た
い

使し

　
山や

ま

田だ 

彰あ
き
ら

　

６
月が

つ

１
８
日に

ち

「
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
日ひ

」
を
迎む

か

え
る
に
あ
た
り
、

皆み
な

様さ
ま

に
ご
挨あ

い

拶さ
つ

を
申も

う

し
上あ

げ

ま
す
。
１
９
０
８
年ね

ん

に
笠か

さ

戸と

丸ま
る

が
サ
ン
ト
ス
港こ

う

に
到と

う

着ち
ゃ
くし

て
か
ら
今こ

年と
し

で
１
１
３
年ね

ん

と

な
り
ま
す
。

　

昨さ
く

年ね
ん

８
月が

つ

に
着

ち
ゃ
く

任に
ん

し
た
私

わ
た
し

好こ
う

感か
ん

に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
存そ

ん

在ざ
い

が
日に

本ほ
ん

と
ブ

ラ
ジ
ル
の
友ゆ

う

好こ
う

協き
ょ
う

力り
ょ
く

関か
ん

係け
い

の

基き

礎そ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今こ
ん
に
ち日
に
お
い
て
は
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

が
、
日に

本ほ
ん

の
文ぶ

ん

化か

や
伝で

ん

統と
う

、
価か

値ち

観か
ん

を
継け

い

承し
ょ
うし
、

ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

に
広ひ

ろ

く
普ふ

及き
ゅ
う

し
て
い
る
こ
と
も
重

じ
ゅ
う

要よ
う

で
す
。

　

私わ
た
し

は
ブ
ラ
ジ
ル
着

ち
ゃ
く

任に
ん

後ご

４

年ね
ん

近ち
か

く
に
な
り
ま
す
が
、
で

き
る
だ
け
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

と
直

ち
ょ
く

接せ
つ

交こ
う

流り
ゅ
うし
、
意い

見け
ん

を
交こ

う

換か
ん

し
た
い
と
考か

ん
が

え
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
一い

ち

年ね
ん

余あ
ま

り
、
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
の
影え

い

響き
ょ
うで
、

各か
く

地ち

を
訪ほ

う

問も
ん

し
、
皆み

な

様さ
ま

と
対た

い

面め
ん

で
お
会あ

い
す
る
こ
と
が
で

た
、
例た

と

え
ば
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

で
の
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
支し

援え
ん

等な
ど

、
特と

く

に
若わ

か

い
世せ

代だ
い

の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

と
の
連れ

ん

携け
い

を
強

き
ょ
う

化か

す
る

た
め
に
、
様さ

ま

々ざ
ま

な
施し

策さ
く

を
実じ

っ

施し

し
て
い
く
考か

ん
が

え
で
す
。

　

最さ
い

後ご

に
、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

が
、
先せ

ん

人じ
ん

た
ち
の
築き

ず

き

上あ

げ
た
信し

ん

頼ら
い

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
受う

け
継つ

ぎ
つ
つ
、
更さ

ら

な
る
発は

っ

展て
ん

を
達た

っ

成せ
い

さ
れ
る
こ
と
、
そ
し

て
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

と
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
皆み

な

様さ
ま

の
御ご

多た

幸こ
う

を
祈き

念ね
ん

し
、

私わ
た
しか
ら
の
挨あ

い

拶さ
つ

と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。﹇
写しゃ
真しん
＝
日にっ
本ぽん
国こく
外がい
務む

省しょう
提てい
供きょ
う﹈

【
特と

く

集し
ゅ
う

】
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

113
周し

ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

日び

ー
ご
挨あ

い

拶さ
つ
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学ま
な

ぶ
べ
き
こ
と
が
多お

お

く
あ
る
と
感か

ん

じ
て
お

り
ま
す
。

　

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
流

り
ゅ
う

行こ
う

の
第だ

い

２
波は

に
よ
り
、
ブ
ラ
ジ
ル

全ぜ
ん

土ど

に
甚じ

ん

大だ
い

な
被ひ

害が
い

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
お
亡な

く

な
り
に
な
ら
れ
た
方か

た

の
御ご

冥め
い

福ふ
く

を
お
祈い

の

り
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
と
と

も
に
、
御ご

遺い

族ぞ
く

の
皆み

な

様さ
ま

に
対た

い

し

ま
し
て
、
心こ

こ
ろ

よ
り
、
お
悔く

や
み

申も
う

し
上あ

げ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

に
よ
っ
て
、
当と

う

会か
い

も
様さ

ま

々ざ
ま

な
活か

つ

動ど
う

を
オ
ン
ラ
イ
ン
上じ

ょ
う
で
実じ

っ

施し

し

て
お
り
ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
接せ

っ

種し
ゅ

の
進し

ん

展て
ん

に
よ
り
、
少す

こ

し
で
も

早は
や

く
平へ

い

穏お
ん

な
日に

ち

常じ
ょ
うが
戻も

ど

る
こ
と

を
願ね

が

って
お
り
ま
す
。

　

援え
ん

協き
ょ
うグ
ル
ー
プ
は
医い

療り
ょ
うと
社し

ゃ

会か
い

福ふ
く

祉し

の
２
つ
の
事じ

業ぎ
ょ
うを
展て

ん

開か
い

し
て
お
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

に
よ
り
、

各か
く

事じ

業ぎ
ょ
うに
大お

お

き
な
影え

い

響き
ょ
うを
受う

け
て
い
ま
す
。

　

福ふ
く

祉し

事じ

業ぎ
ょ
うを
推す

い

進し
ん

し
て
い
る

日に
っ

伯ぱ
く

福ふ
く

祉し

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

は
４
つ
の

老ろ
う

人じ
ん

ホ
ー
ム
「
サ
ン
ト
ス
厚こ

う

生せ
い

ホ
ー
ム
」、「
さ
く
ら
ホ
ー
ム
」、「
イ

ペ
ラ
ン
ジ
ア
ホ
ー
ム
」
と
「
あ
け

ぼ
の
ホ
ー
ム
」
を
運う

ん

営え
い

し
て
お

り
ま
す
。
４
つ
の
老ろ

う

人じ
ん

ホ
ー
ム

に
お
い
て
は
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
対た

い

し
非ひ

常じ
ょ
うに
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
くな
、
平へ

い

均き
ん

年ね
ん

齢れ
い

が
９
０
歳さ

い

に
近ち

か

い
２
０
０

名め
い

以い

上じ
ょ
うの
方か

た

に
入

に
ゅ
う

居き
ょ

し
て
頂

い
た
だ

い
て
お
り
、
各か

く

施し

設せ
つ

の
医い

療り
ょ
うと

介か
い

護ご

ス
タ
ッ
フ
が
細さ

い

心し
ん

の
注

ち
ゅ
う

意い

を
払は

ら

い
な
が
ら
、
感か

ん

染せ
ん

予よ

防ぼ
う

対た
い

策さ
く

に
奮ふ

ん

闘と
う

し
て
お
り
ま
す
。

　

当と
う

会か
い

傘さ
ん

下か

の
老ろ

う

人じ
ん

ホ
ー
ム

に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の

歴れ
き

史し

と
と
も
に
歩あ

ゆ

ん
で
こ
ら
れ

た
多お

お

く
の
高こ

う

齢れ
い

の
方か

た

々が
た

が
入

に
ゅ
う

居き
ょ

し
、
勇ゆ

う

気き

と
強つ

よ

い
意い

志し

を
も
っ

て
、
幾い

く

多た

の
試し

練れ
ん

や
困こ

ん

難な
ん

を
乗の

り
越こ

え
、
現げ

ん

在ざ
い

の
ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
繁は

ん

栄え
い

を
築き

ず

き
上あ

げ

た
方か

た

々が
た

が
安あ

ん

心し
ん

で
快か

い

適て
き

な
老ろ

う

後ご

生せ
い

活か
つ

を
送お

く

って
お
ら
れ
ま
す
。

　

医い

療り
ょ
う

事じ

業ぎ
ょ
うを
推す

い

進し
ん

し
て
い
る

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

は

４
つ
の
医い

療り
ょ
う

施し

設せ
つ

「
日に

っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

」、「
サ
ン
ミ
ゲ
ル
・
ア
ル

カ
ン
ジ
ョ
病

び
ょ
う

院い
ん

」、「
リ
ベ
ル
ダ
ー

デ
医い

療り
ょ
うセ
ン
タ
ー
」
と
「
自じ

閉へ
い

症し
ょ
う

児じ

療り
ょ
う

育い
く

施し

設せ
つ-

Ｐ
Ｉ
Ｐ
Ａ
」

を
運う

ん

営え
い

し
て
お
り
ま
す
。
日に

っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

で
は
４
０
０
名め

い

の
医い

師し

、
１
８
０
０
名め

い

の
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

が
高こ

う

品ひ
ん

質し
つ

で
実じ

っ

効こ
う

性せ
い

の
高た

か

い
医い

療り
ょ
うを
提て

い

供き
ょ
うで
き
る
体た

い

制せ
い

作づ
く

り
に

尽じ
ん

力り
ょ
くし
て
お
り
ま
す
。
各か

く

医い

療り
ょ
う

施し

設せ
つ

は
地ち

域い
き

住じ
ゅ
う

民み
ん

か
ら
高た

か

い

評ひ
ょ
う

価か

を
頂い

た
だい
て
お
り
、
先せ

ん

人じ
ん

か

ら
受う

け
継つ

い
だ「
礼れ

い

儀ぎ

正た
だ

し
い
」、

「
勤き

ん

勉べ
ん

」、「
誠せ

い

実じ
つ

」
の
信し

ん

念ね
ん

を

も
っ
て
患か

ん

者じ
ゃ

の
治ち

療り
ょ
うに
あ
た
っ

て
お
り
ま
す
。

　

結む
す

び
に
援え

ん

協き
ょ
う

理り

事じ

会か
い

が
一い

ち

丸が
ん

と
な
っ
て
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

を
含ふ

く

む

地ち

域い
き

社し
ゃ

会か
い

の
医い

療り
ょ
う

福ふ
く

祉し

の
さ
ら

な
る
発は

っ

展て
ん

に
貢こ

う

献け
ん

で
き
る
よ
う

２
０
０
万ま

ん

人に
ん

を
数か

ぞ

え
る
ま
で
に

な
っ
た
所ゆ

え
ん以
は
、
そ
う
し
た
先せ

ん

人じ
ん

が
あ
ら
ゆ
る
苦く

難な
ん

辛し
ん

苦く

に

負ま

け
ず
、
常つ

ね

に
前ま

え

を
向む

い
て
精せ

い

一い
っ

杯ぱ
い

生い

き
て
下く

だ

さ
っ
た
賜た

ま

物も
の

だ

と
言い

え
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
何な

に

亊ご
と

に
対た

い

し
て

も
誠せ

い

実じ
つ

さ
を
持も

っ
て
対た

い

処し
ょ

す

る
」
と
い
う
先せ

ん

人じ
ん

か
ら
受う

け
継つ

い
だ
信し

ん

念ね
ん

に
よ
り
、
私わ

た
し

た
ち
ブ

ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

人じ
ん

は
こ
の
国く

に

で
尊そ

ん

敬け
い

さ
れ
る
存そ

ん

在ざ
い

に
な
っ
た
だ
け

で
な
く
、
実じ

っ

際さ
い

に
様さ

ま

々ざ
ま

な
分ぶ

ん

野や

に
お
い
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
成せ

い

長ち
ょ
う

と
発は

っ

展て
ん

に
貢こ

う

献け
ん

す
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
う
い
っ
た
先せ

ん

人じ
ん

の
教お

し

え
を

確か
く

実じ
つ

に
次じ

世せ

代だ
い

の
若わ

か

者も
の

に
継け

い

承し
ょ
う

　

１
９
０
８
年ね

ん

（
明め

い

治じ

４
１

年ね
ん

）
６
月が

つ

１
８
日に

ち

、
笠か

さ

戸と

丸ま
る

に
乗の

っ
た
最さ

い

初し
ょ

の
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

７
８
１
人に

ん

が
サ
ン
ト
ス
港こ

う

に
上

じ
ょ
う

陸り
く

し
て
１
１
３
年ね

ん

の
歳さ

い

月げ
つ

が
流な

が

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
今い

ま

や
、
ブ

ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

は
２
０
０
万ま

ん

人に
ん

を
擁よ

う

す
る
大お

お

き
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
に
発は

っ

展て
ん

い
た
し
ま
し
た
。

先せ
ん

達だ
つ

の
皆み

な

様さ
ま

方が
た

の
幾い

く

多た

の
ご
労ろ

う

苦く

と
ご
功こ

う

績せ
き

に
対た

い

し
、
深し

ん

甚じ
ん

な

る
感か

ん

謝し
ゃ

の
念ね

ん

と
敬け

い

意い

を
表あ

ら
わ
し
た

い
と
思お

も

い
ま
す
。

　

本ほ
ん

年ね
ん

度ど

よ
り
、
援え

ん

協き
ょ
うグ
ル
ー

プ
の
会か

い

長ち
ょ
うに
就

し
ゅ
う

任に
ん

致い
た

し
ま
し

た
。
日に

っ

系け
い

三さ
ん

世せ
い

の
私わ

た
し
は
、
ブ
ラ

ジ
ル
の
発は

っ

展て
ん

に
大お

お

き
く
貢こ

う

献け
ん

さ

れ
た
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
歴れ

き

史し

か
ら

ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

の
「
移い

民み
ん

の
日ひ

特と
く

別べ
つ

号ご
う

」

の
発は

っ

行こ
う

に
あ
た
り
、

ま
ず
は
今こ

ん

 に
ち日
の
ブ

ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
繁は

ん

栄え
い

を
築き

ず

い
た

先せ
ん

駆く

移い

民み
ん

の
御ご

苦く

労ろ
う

を
偲し

の

び
、
開か

い

拓た
く

先せ
ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

の

御み

霊た
ま

に
対た

い

し
衷

ち
ゅ
う

心し
ん

よ
り
哀あ

い

悼と
う

の
意い

を
表あ

ら
わ

し
ま
す
。

　

先せ
ん

人じ
ん

が
よ
り
良よ

い
生せ

い

活か
つ

の
夢ゆ

め

と
希き

望ぼ
う

を
掲か

か

げ
、
こ
の
地ち

に
到と

う

着ち
ゃ
くし
て
か
ら
１
１
３
年ね

ん

と
い
う

月つ
き

日ひ

が
経け

い

過か

し
ま
し
た
。
先せ

ん

人じ
ん

の
多お

お

く
は
余よ

儀ぎ

無な

く
こ
の
道み

ち

を
選え

ら

び
、
自じ

分ぶ
ん

や
家か

族ぞ
く

の
安あ

ん

定て
い

し
た
暮く

ら
し
を
求も

と

め
、
必ひ

つ

要よ
う

最さ
い

低て
い

限げ
ん

の
物も

の

だ
け
を
手て

に
妻つ

ま

や

子こ

供ど
も

と
未み

知ち

の
国く

に

に
渡わ

た

り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
現げ

ん

実じ
つ

は
厳き

び

し
く
、
残ざ

ん

念ね
ん

な
が
ら
夢ゆ

め

半な
か

ば
に
し
て
命い

の
ち

を
亡な

く
し
た
先せ

ん

人じ
ん

も
大お

お

勢ぜ
い

お
ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
第だ

い

１
回か

い

契け
い

約や
く

移い

民み
ん

が
こ
の
地ち

に
降お

り
立た

っ

て
か
ら
１
１
３
年ね

ん

が
経た

ち
、
そ

の
子し

孫そ
ん

で
あ
る
我わ

れ

々わ
れ

が
現げ

ん

在ざ
い

さ
ら
に
、
そ
の
歴れ

き

史し

の
継け

い

承し
ょ
うな

ど
は
ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

に
認み

と

め
ら

れ
、高た

か

く
評

ひ
ょ
う

価か

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
振ふ

り
返か

え

る
時と

き

と
は
」
―
―

現げ
ん

在ざ
い

そ
し
て
次じ

代だ
い

を
担に

な

う
世せ

代だ
い

は
先せ

ん

達だ
つ

が
残の

こ

し
た
価か

値ち

観か
ん

や
原げ

ん

則そ
く

を
大た

い

切せ
つ

に
し
、
こ
れ

を
伝で

ん

承し
ょ
うし
、
後こ

う

世せ
い

の
世せ

代だ
い

と

共と
も

に
新あ

た
ら

し
い
夢ゆ

め

の
あ
る
時じ

代だ
い

を
構こ

う

築ち
く

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら
で
す
。

　

県け
ん

連れ
ん

は
１
９
６
２
年ね

ん

に
東と

う

京き
ょ
うで
海か

い

外が
い

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

の
支し

援え
ん

や

擁よ
う

護ご

な
ど
を
目も

く

的て
き

に
設せ

つ

立り
つ

さ

れ
た
『
日に

っ

本ぽ
ん

海か
い

外が
い

移い

住じ
ゅ
う

家か

族ぞ
く

味あ
じ

わ
い
、
過か

去こ

を
振ふ

り
返か

え

る
時と

き

で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
！

　
「
歓か

ん

喜き

を
味あ

じ

わ
う

と
は
」
―
―
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
経け

い

済ざ
い

、
農の

う

業ぎ
ょ
う、

園え
ん

芸げ
い

、
果か

実じ
つ

、
セ

ラ
ー
ド
開か

い

発は
つ

、
料

り
ょ
う

理り

、
各か

く

分ぶ
ん

野や

で
活か

つ

躍や
く

す
る
有ゆ

う

能の
う

な
人じ

ん

材ざ
い

、

す
る
べ
く
、
私わ

た
し

ど
も
が
背せ

負お

っ

た
使し

命め
い

と
責せ

き

任に
ん

を
、
今こ

ん

 に
ち日
の
こ

の
記き

念ね
ん

す
べ
き
日ひ

に
改あ

ら
た

め
て
再さ

い

認に
ん

識し
き

し
前ぜ

ん

進し
ん

し
て
参ま

い

る
所し

ょ

存ぞ
ん

で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
ひ
と
時と

き

、
去き

ょ

年ね
ん

「
在ざ

い

日に
ち

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
３
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

」
を
迎む

か

え
た
遠と

お

い
日に

本ほ
ん

で
働は

た
らい
て
暮く

ら
す
私わ

た
し

た

ち
の
同ど

う

胞ほ
う

に
も
、
思お

も

い
を
寄よ

せ

た
い
と
思お

も

い
ま
す
。
多お

お

く
の
困こ

ん

難な
ん

を
乗の

り
越こ

え
て
き
た
同ど

う

胞ほ
う

た

ち
が
、
夢ゆ

め

を
叶か

な

え
る
知ち

恵え

と
力

ち
か
ら

に
引ひ

き
続つ

づ

き
恵め

ぐ

ま
れ
る
こ
と
を

願ね
が

い
ま
す
。

　

最さ
い

後ご

に
、
現げ

ん

在ざ
い

も
い
ま
だ
猛も

う

威い

を
振ふ

る
う
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
うに
よ
り
お
亡な

く
な

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
３
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

は
歓か

ん

喜き

を

連れ
ん

合ご
う

会か
い

』（
略

り
ゃ
く

称し
ょ
う＝
家か

族ぞ
く

会か
い

）

の
窓ま

ど

口ぐ
ち

と
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
の

移い

住じ
ゅ
う

家か

族ぞ
く

会か
い

を
ま
と
め
る
た

め
に
１
９
６
６
年ね

ん

４
月が

つ

に
設せ

つ

立り
つ

さ
れ
ま
し
た
。

　

県け
ん

連れ
ん

に
は
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

や
母ぼ

県け
ん

と
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
、
各か

く

会か
い

の
利り

益え
き

を
取と

り
ま
と
め
、
代だ

い

表ひ
ょ
う

し
、

擁よ
う

護ご

す
る
義ぎ

務む

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
一い

っ

環か
ん

と
し
て
、
先せ

ん

達だ
つ

移い

民み
ん

を
記き

念ね
ん

し
て
１
９
７
５

年ね
ん

に
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

の
イ
ビ

ラ
プ
エ
ラ
公こ

う

園え
ん

内な
い

に
建こ

ん

立り
ゅ
う

さ
れ
た
「
開か

い

拓た
く

先せ
ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

慰い

霊れ
い

碑ひ

」、
お
よ
び
１
９
９
８
年ね

ん

６
月が

つ

２
１
日に

ち

に
サ
ン
ト
ス
市し

ボ
ッ
ケ
イ
ロ
ン
海か

い

岸が
ん

に
設せ

っ

置ち

さ
れ
、
そ
の
後ご

、
２
０
０
９

年ね
ん

１
０
月が

つ

１
８
日に

ち

に
ロ
ベ
ル

ト
・
マ
リ
オ
・
サ
ン
チ
ニ
市し

立り
つ

公こ
う

園え
ん

に
移い

転て
ん

さ
れ
た
「
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

上じ
ょ
う

陸り
く

記き

念ね
ん

碑ひ

」
を
管か

ん

理り

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
１
９
８
８
年ね

ん

か
ら

始は
じ

め
ら
れ
た
移い

民み
ん

に
ゆ
か
り
の

深ふ
か

い
土と

地ち

を
訪ほ

う

問も
ん

す
る
「
移い

民み
ん

の
ふ
る
さ
と
巡め

ぐ

り
」
は
未み

開か
い

拓た
く

地ち

を
開か

い

墾こ
ん

し
、
そ
こ
に
日に

っ

系け
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
築き

ず

い
た

移い

民み
ん

の
功こ

う

績せ
き

を
発は

っ

見け
ん

し
、
評

ひ
ょ
う

価か

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

そ
し
て
、
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
は
ブ
ラ

ジ
ル
の
日に

っ

系け
い

企き

業ぎ
ょ
うの
協

き
ょ
う

賛さ
ん

を
得え

て
、
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

に
、
各か

く

県け
ん

の
郷

き
ょ
う

土ど

文ぶ
ん

化か

や
郷

き
ょ
う

土ど

料り
ょ
う

理り

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
、
お
も
て
な
し
を
す
る
最も

っ
と

も

大お
お

き
な
反は

ん

響き
ょ
うを
い
た
だ
く
イ
ベ

ン
ト
で
、
今い

ま

で
は
ブ
ラ
ジ
ル
の

国こ
っ

境き
ょ
うを
越こ

え
、
外が

い

国こ
く

に
も
そ

の
影え

い

響き
ょ
うは
及お

よ

ん
で
い
ま
す
。

　

１
１
３
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

を
迎む

か

え

る
に
あ
た
り
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
規き

制せ
い

を
尊そ

ん

重ち
ょ
うし
、

記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

は
こ
の
よ
う
な
場ば

に
記き

録ろ
く

を
残の

こ

す
だ
け
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

残ざ
ん

念ね
ん

な
こ
と
で
す
が
、
今い

ま

、

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

や
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

は
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うを
席せ

っ
け
ん巻
す
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で

生し
ょ
うじ
た
様さ

ま

々ざ
ま

な
課か

題だ
い

に
果か

敢か
ん

に
立た

ち
向む

か
っ
て
い
る
真ま

っ
只た

だ

中な
か

に
あ
り
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
接せ

っ

種し
ゅ

は
始は

じ

ま
り
ま

し
た
が
当と

う

局き
ょ
くが
期き

待た
い

す
る
成せ

い

果か

を
得え

る
に
は
ま
だ
、
数す

う

カ
月げ

つ

か
か
る
見み

通と
お

し
で
す
。
そ
し
て
、

そ
の
先さ

き

に
や
っ
と
対た

い

面め
ん

式し
き

の
出で

会あ

い
を
持も

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
、

　
こ
の
長

ち
ょ
う

期き

間か
ん

に
わ
た
る
ソ
ー

シ
ア
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
政せ

い

策さ
く

や

経け
い

済ざ
い

活か
つ

動ど
う

の
制せ

い

限げ
ん

は
、
専せ

ん

門も
ん

職し
ょ
くを
持も

つ
方か

た

や
企き

業ぎ
ょ
うに
大お

お

き

な
影え

い

響き
ょ
うを
与あ

た

え
ま
し
た
。
あ

る
方か

た

は
ホ
ー
ム
オ
フ
ィ
ス
で
働

は
た
ら

き
、
他た

方ほ
う

、
失し

つ

業ぎ
ょ
うし
、
経け

い

済ざ
い

「
渋し

ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち

と
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

」

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

商し
ょ
う

工こ
う

会か
い

議ぎ

所し
ょ

会か
い

頭と
う

　
村む

ら

田た 

俊と
し

典ふ
み

面め
ん

で
困こ

ん

難な
ん

に
直

ち
ょ
く

面め
ん

し
て
い
る
方か

た

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
は
オ
ン
ラ
イ
ン
通つ

う

信し
ん

、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、

オ
ン
ラ
イ
ン
会か

い

議ぎ

、
ゲ
ー
ム
、

セ
ミ
ナ
ー
開か

い

催さ
い

、
遠え

ん

隔か
く

地ち

教き
ょ
う

育い
く

な
ど
を
向こ

う

上じ
ょ
うさ
せ
、
様さ

ま

々ざ
ま

な

商し
ょ
う

取と
り

引ひ
き

手し
ゅ

段だ
ん

を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
は
生せ

い

活か
つ

習し
ゅ
う

慣か
ん

の

変へ
ん

化か

と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
以い

降こ
う

も
私わ

た
し

た
ち
の
日に

ち

常じ
ょ
う

生せ
い

活か
つ

の
一い

ち

部ぶ

と
な
って
い
く
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
私わ

た
し

た
ち
は

人じ
ん

生せ
い

を
歩あ

ゆ

ん
で
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

皆み
な

様さ
ま

が
心し

ん

身し
ん

両り
ょ
う

面め
ん

で
の
健け

ん

康こ
う

に
留

り
ゅ
う

意い

し
、
新あ

た
ら

し
い
良よ

き

時と
き

が
間ま

も
な
く
訪お

と
ず

れ
る
こ
と

を
信し

ん

じ
て
、
お
過す

ご
し
に
な

れ
る
よ
う
心こ

こ
ろ

よ
り
お
祈い

の

り
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

り
に
な
ら
れ
た
全ぜ

ん

世せ

界か
い

の
方か

た

々が
た

に
対た

い

し
、
心こ

こ
ろ
よ
り
哀あ

い

悼と
う

の
意い

を

表ひ
ょ
うし
ま
す
。
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

、
若わ

か

者も
の

、

ま
さ
に
人じ

ん

生せ
い

の
充

じ
ゅ
う

実じ
つ

期き

を
過す

ご

し
て
い
た
働は

た
ら

き
盛ざ

か

り
の
方か

た

な
ど

が
病

び
ょ
う

床し
ょ
うで
孤こ

独ど
く

に
戦た

た
かい
、
ウ
イ

ル
ス
の
残ざ

ん

忍に
ん

な
攻こ

う

撃げ
き

に
力

ち
か
ら

尽つ

き

た
こ
と
は
、ど
れ
程ほ

ど

無む

念ね
ん

で
あ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
亡な

く
な

ら
れ
た
一ひ

と

人り

一ひ
と

人り

の
魂

た
ま
し
いの
ご
冥め

い

福ふ
く

と
、
ご
遺い

族ぞ
く

へ
の
お
悔く

や

み
を

申も
う

し
上あ

げ
ま
す
。

　
ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

購こ
う

読ど
く

者し
ゃ

の
皆み

な

さ
ま
の
ご
健け

ん

康こ
う

が
守ま

も

ら
れ
、
こ

の
苦く

悩の
う

の
時じ

期き

が
一い

ち

 に
ち
日
も
早は

や

く

収し
ゅ
う

束そ
く

し
、
再ふ

た
た

び
安あ

ん

心し
ん

し
て
暮く

ら

せ

る
日ひ

が
来く

る
こ
と
を
心こ

こ
ろ
か
ら
祈き

念ね
ん

い
た
し
ま
す
。

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

113
周し

ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

日び

に
寄よ

せ
て

　
税さ

い

田た 

パ
ウ
ロ 

清せ
い

七し
ち

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に
っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

会か
い

長ち
ょ
う

　
「
日に

っ

系け
い

移い

民み
ん

１
１
３
周

し
ゅ
う

年ね
ん

」

を
迎む

か

え
る
に
あ
た
り
、
一ひ

と

言こ
と

ご

挨あ
い

拶さ
つ

を
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

今こ

年と
し

の
大た

い

河が

ド
ラ
マ
は
渋し

ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち

主し
ゅ

人じ
ん

公こ
う

の
「
青せ

い

天て
ん

を

衝つ

け
」
で
す
。
幕ば

く

末ま
つ

・
明め

い

治じ

維い

新し
ん

か
ら
明め

い

治じ

・
大た

い

正し
ょ
う・
昭

し
ょ
う

和わ

と
生い

き
た
「
日に

本ほ
ん

資し

本ほ
ん

主し
ゅ

義ぎ

の
父ち

ち

」
と
呼よ

ば
れ
る
、
偉い

大だ
い

な
人じ

ん

物ぶ
つ

で
す
。
歴れ

き

史し

か
ら
学ま

な

び
自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

の
生い

き
方か

た

や
働は

た
ら

き

方か
た

の
参さ

ん

考こ
う

に
す
る
の

は
と
て
も
大た

い

切せ
つ

だ
と

思お
も

っ
て
お
り
、
毎ま

い

週し
ゅ
う

楽た
の

し
み
に
観み

て
お
り

ま
す
。
大た

い

河が

ド
ラ
マ
は
ポ
ル
ト

ガ
ル
語ご

の
字じ

幕ま
く

が
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
方か

た

々が
た

の

視し

聴ち
ょ
う

者し
ゃ

は
少す

く

な
い
と
思お

も

う
と
、

少す
こ

し
残ざ

ん

念ね
ん

な
気き

が
し
ま
す
。

　

渋し
ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち

は
、
銀ぎ

ん

行こ
う

を
は

じ
め
多お

お

く
の
企き

業ぎ
ょ
うを
創そ

う

設せ
つ

し

た
人ひ

と

と
し
て
有ゆ

う

名め
い

で
す
。
ま

た
、
東と

う

京き
ょ
う

商し
ょ
う

工こ
う

会か
い

議ぎ

所し
ょ

の
初し

ょ

代だ
い

の
会か

い

頭と
う

だ
っ
た
方か

た

で
す
。

商し
ょ
う

工こ
う

会か
い

議ぎ

所し
ょ

は
明め

い

治じ

維い

新し
ん

か

ら
僅わ

ず

か
１
０
年ね

ん

後ご

の
設せ

つ

立り
つ

で
、
日に

本ほ
ん

の
実じ

つ

業ぎ
ょ
う

界か
い

の
地ち

位い

の
向こ

う

上じ
ょ
うを
目め

指ざ

し
、
実じ

つ

業ぎ
ょ
う

界か
い

の
問も

ん

題だ
い

を
多お

お

く
の
人ひ

と

で
共

き
ょ
う

有ゆ
う

し
解か

い

決け
つ

す
る
こ
と
で
共と

も

に
発は

っ

展て
ん

し
て
行い

く
と
い
う
目も

く

的て
き

で

設せ
つ

立り
つ

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

正ま
さ

に
、
我わ

れ

々わ
れ

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

商し
ょ
う

工こ
う

会か
い

議ぎ

所し
ょ

も
会か

い

員い
ん

企き

業ぎ
ょ
うの

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の
為た

め

に
、
色い

ろ

々い
ろ

な
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
共

き
ょ
う

有ゆ
う

し
て
、
お
互た

が

い
成せ

い

長ち
ょ
うし
て
行い

く
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
で
活か

つ

動ど
う

し
て
い
ま
す
。

渋し
ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち
の
思お

も

い
が
時じ

代だ
い

を
超こ

え
引ひ

き
継つ

が
れ
て
い
ま
す
。

　

私わ
た
し

は
知し

り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
渋し

ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち
は
ブ
ラ
ジ
ル
拓た

く

殖し
ょ
く

会が
い

社し
ゃ

や
南な

ん

米べ
い

拓た
く

殖し
ょ
く

会が
い

社し
ゃ

の
設せ

つ

立り
つ

に
関か

か

わ
り
、
尽じ

ん

力り
ょ
くし
た
人じ

ん

物ぶ
つ

で
も
あ
り
ま
す
。
移い

民み
ん

の
生せ

い

活か
つ

や
事じ

業ぎ
ょ
うが
ど
れ
だ
け
困こ

ん

難な
ん

な
も
の
な
の
か
を
当と

う

時じ

理り

解か
い

し

て
い
た
と
思お

も

わ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
、

こ
の
様よ

う

な
会か

い

社し
ゃ

を
設せ

つ

立り
つ

し
、
移い

民み
ん

の
方か

た

々が
た

を
サ
ポ
ー
ト
し
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

日に
っ

系け
い

移い

民み
ん

１
１
３
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を

迎む
か

え
る
今い

ま

、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
中な

か

に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

を
は
じ
め
と
し
て
数か

ず

多お
お

く
の
団だ

ん

体た
い

が
あ
り
ま
す
。
そ
の

多お
お

く
は
、
お
互た

が

い
助た

す

け
合あ

っ
て
、

共と
も

に
発は

っ

展て
ん

し
て
行い

こ
う
と
い
う

考か
ん
がえ
方か

た

を
ベ
ー
ス
に
活か

つ

動ど
う

し
て

い
ま
す
。
渋し

ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ちの
基き

本ほ
ん

コ

ン
セ
プ
ト
と
同お

な

じ
で
す
。
日に

っ

系け
い

人じ
ん

一ひ
と

人り

一ひ
と

人り

の
成せ

い

長ち
ょ
うは
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
発は

っ

展て
ん

に
つ
な
が
り
、
ひ

い
て
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
発は

っ

展て
ん

に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

渋し
ぶ

沢さ
わ

語ご

録ろ
く

の
中な

か

に
、「
新あ

た
ら

し

い
時じ

代だ
い

に
は
、
新あ

た
ら

し
い
人じ

ん

物ぶ
つ

を

養よ
う

成せ
い

し
て
、
新あ

た
ら
し
い
事じ

物ぶ
つ

を
処し

ょ

理り

せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
す
。
過か

去こ

の
成せ

い

功こ
う

例れ
い

に
固こ

執し
つ

し
て
い
て
は
、
新

あ
た
ら

し
い
時じ

代だ
い

に
は
対た

い

応お
う

で
き
な
い
、

そ
れ
ゆ
え
「
新あ

た
ら

し
い
人ひ

と

作づ
く

り
」

が
必ひ

つ

要よ
う

だ
と
い
う
考か

ん
が

え
で
す
。

私わ
た
しは
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

と
交こ

う

流り
ゅ
うを
す
る
機き

会か
い

に

恵め
ぐ

ま
れ
て
お
り
、
新あ

た
ら

し
い
リ
ー

ダ
ー
達た

ち

が
多お

お

く
育そ

だ

っ
て
い
る
事こ

と

を
実じ

っ

感か
ん

し
ま
す
。

　
１
１
３
年ね

ん

を
迎む

か

え
る
ブ
ラ
ジ

ル
日に

っ

系け
い

移い

民み
ん

の
考か

ん
が

え
方か

た

の
ル
ー

ツ
に
渋し

ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち

の
尽じ

ん

力り
ょ
く
が
あ

り
、そ
の
バ
ト
ン
を
引ひ

き
継つ

い
で

Homenagens aos 
113 Anos da Imigração 
Japonesa no Brasil

Eduardo 
Yoshida
PRESIDENTE DA 
ALIANÇA CULTURAL 
BRASIL-JAPÃO

É c o m  g r a n d e  s a t i s f a ç ã o  qu e 
comemoramos 113 anos da imigração 
japonesa no Bra si l .  Este ano, 

provavelmente também não poderemos 
participar de festivais que celebram esta 
data tão marcante que é para todos nós, 
descendentes ou amantes da cultura japonesa.
Há 113 anos, nossos antepassados chegaram 
neste pais e com muito esforço e dedicação 
alcançaram patamares ilustres.
Hoje, dentre celebridades a políticos, nós, 
nikkeis, filhos da imigração com muito 
orgulho, somos parte inseparável desta nação, 
das mais louváveis, chamada Brasil.
Em meio a todas as adversidades, pudemos ver 
que princípios fundamentais deixados por nossos 
antepassados, como a resiliência e o espirito de 
união, nos deixaram prontos para enfrentar esta 
batalha, onde instabilidades e incertezas sempre 
existiram, mas coube a cada um de nós encara-las 
com as forças individuais e coletivas que temos, 
buscando sempre evoluir com elas.
Parabéns a todos nós que � zemos parte desses 
113 anos de histórias e lutas.

歓か
ん

喜き

を
味あ

じ

わ
い
、

過か

去こ

を
振ふ

り
返か

え

る
時と

き

　
市い

ち

川か
わ 

利と
し

雄お

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

会か
い
ち
ょ
う長 ブ

ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

113
周し

ゅ
う

年ね
ん

に
寄よ

せ
て

　
石い

し

川か
わ 

レ
ナ
ト

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

会か
い

長ち
ょ
う

尽じ
ん

力り
ょ
くし
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
り
一い

っ

層そ
う

の
ご
指し

導ど
う

ご
鞭べ

ん

撻た
つ

を
賜た

ま
わり
ま
す
よ
う
お
願ね

が

い
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
３
周

し
ゅ
う

年ね
ん

に
お
け
る
ニ
ッ

【
特と

く

集し
ゅ
う

】
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

113
周し

ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

日び

ー
ご
挨あ

い

拶さ
つ

「
今い

ま

」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
バ

ト
ン
が
新あ

た
ら

し
い
時じ

代だ
い

に
、
新あ

た
ら

し

い
人ひ

と

た
ち
に
引ひ

き
継つ

が
れ
、
新

あ
た
ら

し
い
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

が
力

ち
か
ら

強づ
よ

く
成せ

い

長ち
ょ
うし
て
い
る
事こ

と

に
あ
ら
た
め
て

敬け
い

意い

を
表あ

ら
わ
し
ま
す
。
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の
な
い
こ
と
を
国こ

く

民み
ん

は
し
な
い
だ
ろ
う
」
と
読よ

ん
で
い
た
ふ
し
が

あ
っ
た
が
、
国こ

く

民み
ん

は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。

　

ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏し

に
対
す
る
女じ

ょ

性せ
い

や
黒こ

く

人じ
ん

、
先せ

ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

、
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
へ
の
差さ

別べ
つ

発は
つ

言げ
ん

を
批ひ

判は
ん

す
る
報ほ

う

道ど
う

が
あ
っ
て
も
、
彼か

れ

に
は
悪あ

く

影え
い

響き
ょ
うが
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
「
左さ

翼よ
く

の
戯ざ

れ

言ご
と

」
と
す
る
ネ
ッ
ト
言げ

ん

説せ
つ

の
強

き
ょ
う

化か

が
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏し

の
ネ
ッ
ト
部ぶ

隊た
い

に
よ
っ
て
行お

こ
な
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
方ほ

う

が
む
し
ろ
、
増ぞ

う

加か

を

続つ
づ

け
て
い
た
福ふ

く

音い
ん

派は

の
人ひ

と

々び
と

に
も
都つ

合ご
う

が
良よ

か
っ
た
の
だ
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
は
Ｌ
Ｊ
班は

ん

も
同ど

う

様よ
う

だ
っ
た
。
ル
ー
ラ
氏し

を
ペ
ト

ロ
ブ
ラ
ス
犯は

ん

罪ざ
い

と
結む

す

び
つ
け
る
こ
と
で
１
８
年ね

ん

の
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

出し
ゅ
つ

馬ば

に
歯は

止ど

め
を
か
け
実じ

っ

刑け
い

に
ま
で
追お

い
込こ

ん
だ
。
セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ

判は
ん

事じ

は
、ル
ー
ラ
氏し

の
一い

っ

審し
ん

で
有ゆ

う

罪ざ
い

判は
ん

決け
つ

を
出だ

し
た
だ
け
で
な
く
、

大だ
い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

の
際さ

い

に
も
ル
ー
ラ
氏し

の
代だ

い

理り

で
出

し
ゅ
つ

馬ば

し
た
フ
ェ
ル
ナ
ン

ド
・
ハ
ダ
ジ
氏し

が
不ふ

利り

に
な
る
よ
う
な
元も

と

Ｐ
Ｔ
閣か

く

僚り
ょ
うの
、
の
ち
に

「
証

し
ょ
う

拠こ

な
し
」
に
終お

わ
っ
た
と
判は

ん

明め
い

し
た
Ｐ
Ｔ
の
新あ

ら

た
な
大お

お

型が
た

汚お

職し
ょ
くを
ほ
の
め
か
す
証

し
ょ
う

言げ
ん

公こ
う

開か
い

の
許き

ょ

可か

を
、
投と

う

票ひ
ょ
う

日び

の
直

ち
ょ
く

前ぜ
ん

に
出だ

す
な
ど
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏し

の
当と

う

選せ
ん

に
貢こ

う

献け
ん

し
た
。
そ
の
ま
ま
モ
ロ
氏し

は
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
政せ

い

権け
ん

の
法ほ

う

相し
ょ
うと
な
っ
た
。

幻げ
ん

想そ
う

に
終お

わ
っ
た

「
良よ

き
市し

民み
ん

の
政せ

い

治じ

」

　
「
シ
ダ
ダ
ン
・
ド
・
ベ
ン
（
良よ

き
市し

民み
ん

）」
と
言い

う
言こ

と

葉ば

を
、
ボ

ル
ソ
ナ
ロ
氏し

の
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

就し
ゅ
う

任に
ん

当と
う

時じ

、
よ
く
耳み

み

に
し
た
。
ボ
ル
ソ
ナ

ロ
信し

ん

者じ
ゃ

の
自じ

称し
ょ
うの
こ
と
だ
。
彼か

れ

ら
と
し
て
は
「
正せ

い

義ぎ

を
愛あ

い

す
る
正

し
ょ
う

直じ
き

も
の
の
時じ

代だ
い

が
到と

う

来ら
い

し
た
」。
そ
ん
な
気き

持も

ち
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

だ
が
、
そ
れ
は
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
政せ

い

権け
ん

１
年ね

ん

目め

で
早さ

っ

速そ
く

裏う
ら

切ぎ

ら

れ
た
。
２
０
１
９
年ね

ん

６
月が

つ

、
ハ
ッ
カ
ー
に
よ
る
携け

い

帯た
い

電で
ん

話わ

の

盗と
う

聴ち
ょ
うか
ら
、
セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ
氏し

や
デ
ル
タ
ン
・
ダ
ラ
グ
ノ

ル
氏し

の
Ｌ
Ｊ
で
の
実じ

っ

態た
い

が
明あ

か
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　

そ
こ
に
は
検け

ん

察さ
つ

と
癒ゆ

着ち
ゃ
くし
て
指さ

し

図ず

ま
で
行お

こ
な
い
、

汚お

職し
ょ
く

政せ
い

治じ

家か

を
選え

り
好ご

の

み
す
る
モ
ロ
氏し

の
姿す

が
た

や
、

ル
ー
ラ
氏し

の
ペ
ト
ロ
ブ

ラ
ス
汚お

職し
ょ
くと
の
関か

ん

連れ
ん

に

自じ

信し
ん

が
な
い
ダ
ラ
グ
ノ

ル
氏し

の
姿す

が
た

が
暴ば

く

露ろ

さ
れ
、

Ｌ
Ｊ
の
「
正せ

い

義ぎ

」「
公こ

う

正せ
い

」
の
イ
メ
ー
ジ
が
大お

お

き

く
揺ゆ

ら
い
だ
。
そ
れ
は

最さ
い

初し
ょ

は
「
不ふ

正せ
い

撲ぼ
く

滅め
つ

」
の
た
め
の

ラ
ヴ
ァ
・
ジャッ
ト
も

　

２
０
１
３
年ね

ん

の
動ど

う

乱ら
ん

の
後あ

と

、
翌よ

く

１
４
年ね

ん

か
ら
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ

ト
（
Ｌ
Ｊ
）
作さ

く

戦せ
ん

が
は
じ
ま
っ
た
。
ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
の
元も

と

役や
く

員い
ん

や

政せ
い

治じ

家か

が
、
同ど

う

公こ
う

社し
ゃ

の
事じ

業ぎ
ょ
う

契け
い

約や
く

に
絡か

ら

ん
で
リ
ベ
ー
ト
を
受う

け

取と

っ
て
い
た
大お

お

型が
た

贈ぞ
う

収し
ゅ
う

賄わ
い

工こ
う

作さ
く

が
、
企き

業ぎ
ょ
う

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

の
報ほ

う

奨し
ょ
う

付つ

き
証

し
ょ
う

言げ
ん

（
司し

法ほ
う

取と
り

引ひ
き

）
に
よ
っ
て
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
暴ば

く

露ろ

さ
れ
て
い
き
、
そ
の
う

ち
「
伯は

っ

国こ
く

史し

上じ
ょ
う

最さ
い

悪あ
く

の
汚お

職し
ょ
くス
キ
ャ
ン
ダ
ル
」
と
な
っ
た
。

　
こ
こ
で
台た

い

頭と
う

し
て
き
た
の
が
セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ
判は

ん

事じ

で
、
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
汚お

職し
ょ
くを
裁さ

ば

く
様さ

ま

が
好こ

の

ま
れ
た
。
そ
れ
を
伯は

っ

国こ
く

の
主し

ゅ

要よ
う

マ
ス
コ
ミ

が
持も

ち
上あ

げ
、
米べ

い

国こ
く

ま
で
も
が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

し
た
。

　
た
だ
、
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャッ
ト
を
推お

し
進す

す

め
て
い
た
の
が
、
国こ

く

内な
い

で

最も
っ
とも
保ほ

守し
ゅ

的て
き

な
州し

ゅ
う
の
一ひ

とつ
と
し
て
知し

ら
れ
る
パ
ラ
ナ
州し

ゅ
う
で
、
モ
ロ

氏し

が
当と

う

時じ

の
保ほ

守し
ゅ

派は

最さ
い

大だ
い

党と
う

の
民み

ん

主し
ゅ

社し
ゃ

会か
い

党と
う

（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
と

結む
す

び
つ
き
が
強つ

よ

く
、同ど

う

州し
ゅ
う

検け
ん

察さ
つ

局き
ょ
くの
Ｌ
Ｊ
作さ

く

戦せ
ん

主し
ゅ

任に
ん

の
デ
ル
タ
ン・

ダ
ラ
グ
ノ
ル
氏し

が
熱ね

っ

心し
ん

な
福ふ

く

音い
ん

派は

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
比ひ

較か
く

的て
き

早は
や

く
か
ら
「
偏か

た
よ
り
」
は
指し

摘て
き

さ
れ
て
い
た
。

　
そ
し
て
、
Ｌ
Ｊ
作さ

く

戦せ
ん

の
カ
ラ
ー
が
変か

わ
り
始は

じ

め
た
の
は
、
検け

ん

察さ
つ

庁ち
ょ
う

パ
ラ
ナ
州

し
ゅ
う

支し

部ぶ

が
ル
ー
ラ
元も

と

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うを
強ご

う

引い
ん

に
ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
汚お

職し
ょ
くの
組そ

織し
き

犯は
ん

罪ざ
い

首し
ゅ

謀ぼ
う

者し
ゃ

に
し
よ
う
と
し
た
頃こ

ろ

か
ら
だ
。こ
こ
か
ら

は
Ｌ
Ｊ
作さ

く

戦せ
ん

の
性せ

い

質し
つ

が
、「
政せ

い

界か
い

全ぜ
ん

体た
い

の
浄

じ
ょ
う

化か

」
か
ら
「
打だ

倒と
う

Ｐ
Ｔ
」

的て
き

な
も
の
に
フ
ォ
ー
カ
ス
さ
れ
す
ぎ
る
よ
う
に
な
って
し
ま
っ
た
。
そ

れ
が
結け

っ

果か

的て
き

に
ジ
ウ
マ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの
罷ひ

免め
ん

を
招ま

ね

い
た
よ
う
に
見み

え
る
。

結け
っ

局き
ょ
く

、「
極き

ょ
く

右う

」
に
傾か

た
む

い
て
も

問も
ん

題だ
い

な
か
っ
た
？

　

Ｐ
Ｔ
政せ

い

権け
ん

崩ほ
う

壊か
い

後ご

、「
伯は

っ

国こ
く

社し
ゃ

会か
い

の
変へ

ん

質し
つ

」
に
拍は

く

車し
ゃ

を
か
け
る

こ
と
が
相あ

い

次つ

い
で
起お

こ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
２
０
１
６
年ね

ん

１
１
月が

つ

の

米べ
い

国こ
く

大だ
い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

で
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏し

の
極

き
ょ
く

右う

政せ
い

権け
ん

が
誕た

ん

生じ
ょ
うし
た
こ
と
。
そ
し
て
２
０
１
７
年ね

ん

５
月が

つ

の
Ｊ
Ｂ
Ｓ
ス
キ
ャ
ン
ダ

ル
で
、
穏お

ん

健け
ん

保ほ

守し
ゅ

政せ
い

党と
う

・
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
党と

う

首し
ゅ

で
２
０
１
４
年ね

ん

大だ
い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

次じ

点て
ん

の
ア
エ
シ
オ
・
ネ
ー
ヴ
ェ
ス
氏し

の
失し

っ

脚き
ゃ
く。
こ
れ
で
伯は

っ

国こ
く

社し
ゃ

会か
い

が
一い

っ

気き

に
極

き
ょ
く

右う

に
舵か

じ

を
切き

っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　

ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏し

が
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

候こ
う

補ほ

と
し
て
人に

ん

気き

が

出で

は
じ
め
た
の
は
こ
の
時じ

期き

だ
っ
た
。
だ
が
当と

う

初し
ょ

、マ
ス
コ
ミ
は「
い

く
ら
な
ん
で
も
、
こ
の
よ
う
な
差さ

別べ
つ

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

を
選え

ら

ぶ
ほ
ど
の
分ぶ

ん

別べ
つ

ル
ー
ラ
氏し

の
釈

し
ゃ
く

放ほ
う

に
さ
え
つ
な
が
っ
た
。

　

加く
わ

え
て
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏し

も
、
長

ち
ょ
う

男な
ん

が
幽ゆ

う

霊れ
い

議ぎ

員い
ん

秘ひ

書し
ょ

の
給

き
ゅ
う

与よ

キ
ッ
ク
バッ
ク
疑ぎ

惑わ
く

や
、
ミ
リ
シ
ア
と
の
つ
な
が
り
を
指し

摘て
き

さ
れ
た

上う
え

、
検け

ん

察さ
つ

に
起き

訴そ

ま
で
さ
れ
、
次じ

男な
ん

は
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの
ネ
ッ
ト
部ぶ

隊た
い

を
率ひ

き

い
て
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
大た

い

量り
ょ
う

拡か
く

散さ
ん

し
て
い
る
疑ぎ

惑わ
く

を
持も

た

れ
、
三さ

ん

男な
ん

は
軍ぐ

ん

政せ
い

復ふ
っ
こ古
を
望の

ぞ

む
よ
う
な
暴ぼ

う

力り
ょ
く

的て
き

な
極

き
ょ
く

右う

論ろ
ん

展て
ん

開か
い

や
中

ち
ゅ
う

国ご
く

と
の
国こ

く

際さ
い

関か
ん

係け
い

を
悪あ

っ

化か

さ
せ
る
言げ

ん

動ど
う

で
問も

ん

題だ
い

と
な
っ
た
。

　

そ
し
て
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

自じ

身し
ん

も
、
味み

方か
た

だ
っ
た
政せ

い

治じ

家か

や
軍ぐ

ん

の
大お

お

物も
の

た
ち
と
対た

い

立り
つ

し
て
袂た

も
と

を
分わ

か
ち
続つ

づ

け
、
三さ

ん

権け
ん

分ぶ
ん

立り
つ

や
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

を
軽け

い

視し

す
る
発は

つ

言げ
ん

を
行お

こ
ない
、
あ
た
か
も
軍ぐ

ん

が
自じ

分ぶ
ん

の
掌

し
ょ
う

中ち
ゅ
うに
あ
る

か
の
よ
う
な
態た

い

度ど

を
と
っ
た
。

　

さ
ら
に
は
、
自み

ず
か

ら
の
罷ひ

免め
ん

を
避さ

け
る
た
め
に
、「
汚お

職し
ょ
くの
温お

ん

床し
ょ
う」
と
し
て
嫌き

ら

っ
て
い
た
は
ず
の
議ぎ

会か
い

の
中

ち
ゅ
う

道ど
う

勢せ
い

力り
ょ
く「
セ
ン
ト
ロ

ン
」
に
接せ

っ

近き
ん

し
た
。
そ
こ
で
の
最さ

い

大だ
い

政せ
い

党と
う

「
進し

ん

歩ぽ

党と
う

」
は
Ｌ
Ｊ

で
最も

っ
と

も
捜そ

う

査さ

対た
い

象し
ょ
うを
出だ

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
か
罰ば

っ

せ

ら
れ
て
い
な
い
政せ

い

党と
う

で
あ
り
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏し

自じ

身し
ん

が
最も

っ
と

も
長な

が

く

在ざ
い

籍せ
き

し
た
出

し
ゅ
っ

身し
ん

政せ
い

党と
う

だ
。

　
「
こ
れ
が
『
良よ

き
市し

民み
ん

』
が
求も

と

め
て
い
た
政せ

い

治じ

だ
っ
た
の
か
」
と

も
思お

も

え
る
し
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
一い

っ

家か

も
、
セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ
氏し

を
は
じ

め
と
し
て
、
か
つ
て
は
熱ね

つ

烈れ
つ

に
自じ

分ぶ
ん

た
ち
を
支し

持じ

し
た
政せ

い

治じ

家か

や

軍ぐ
ん

人じ
ん

た
ち
と
喧け

ん

嘩か

別わ
か

れ
を
繰く

り
返か

え

し
た
。

　

だ
が
、
そ
れ
で
も
支し

持じ

率り
つ

は
３
０
％
を
超こ

え
て
い
た
。
こ
こ
ま

で
の
こ
と
が
あ
り
な
が
ら
、
今い

ま

も
底そ

こ

堅が
た

い
支し

持じ

が
あ
る
の
は
、
そ

の
支し

持じ

の
理り

由ゆ
う

が
「
汚お

職し
ょ
く

撲ぼ
く

滅め
つ

」
な
ど
で
は
す
で
に
な
い
こ
と
も

推お

し
て
知し

る
べ
し
だ
っ
た
。

つ
い
に
ル
ー
ラ
の
復ふ

っ

活か
つ

ま
で

　

だ
が
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏し

や
彼か

れ

の
信し

ん

者じ
ゃ

た
ち
に
あ
り
が
た
く
な
い

事じ

態た
い

は
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
襲お

そ

い
か
か
っ
た
。

　

２
０
年ね

ん

１
１
月が

つ

に
は
ト
ラ
ン
プ
氏し

が
米べ

い

国こ
く

大だ
い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

で
落ら

く

選せ
ん

。

こ
れ
で
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏し

は
極

き
ょ
く

右う

的て
き

言げ
ん

動ど
う

の
後う

し

ろ
盾だ

て

を
失う

し
ない
、
国こ

く

際さ
い

政せ
い

治じ

の
中な

か

で
孤こ

立り
つ

し
て
し
ま
っ
た
。

　

さ
ら
に
２
０
２
１
年ね

ん

３
月が

つ

か
ら
４
月が

つ

に
か
け
て
は
ル
ー
ラ
氏し

が
Ｌ
Ｊ
で
の
裁さ

い

判ば
ん

結け
っ

果か

を
無む

効こ
う

に
さ
れ
、
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

へ
の
出

し
ゅ
つ

馬ば

が

可か

能の
う

に
な
っ
た
。
セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ
氏し

は
最さ

い

高こ
う

裁さ
い

か
ら
「
偏か

た
よっ
た

判は
ん

断だ
ん

を
し
た
」
と
の
烙ら

く

印い
ん

を
捺お

さ
れ
、
か
つ
て
の
「
伯は

っ

国こ
く

の
救

き
ゅ
う

世せ
い

主し
ゅ

」
の
イ
メ
ー
ジ
も
失し

っ

墜つ
い

し
た
。

　

５
月が

つ

か
ら
は
上

じ
ょ
う

院い
ん

で
コ
ロ
ナ
禍か

の
議ぎ

会か
い

調ち
ょ
う

査さ

委い

員い
ん

会か
い

（
Ｃ
Ｐ

Ｉ
）
が
進し

ん

行こ
う

中ち
ゅ
う。
死し

者し
ゃ

が
世せ

界か
い

第だ
い

２
位い

の
５
０
万ま

ん

人に
ん

に
迫せ

ま

る
中な

か

、

ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏し

が
効こ

う

用よ
う

の
な
い
ク
ロ
ロ
キ
ン
の
治ち

療り
ょ
う

薬や
く

承し
ょ
う

認に
ん

に
奔ほ

ん

走そ
う

し
、
ワ
ク
チ
ン
提て

い

供き
ょ
うの
申も

う

し
出で

を
半は

ん

年と
し

以い

上じ
ょ
う

無む

視し

し
て
い
た
こ

と
も
明あ

き

ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

　

今い
ま

、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
政せ

い

権け
ん

の
支し

持じ

率り
つ

は
２
５
％

を
割わ

り
、
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

は
ル
ー
ラ
氏し

有ゆ
う

利り

に
進す

す

み

つ
つ
あ
る
。

　

２
０
１
３
年ね

ん

６
月が

つ

、
後の

ち

に
自じ

分ぶ
ん

に
味み

方か
た

す
る

動う
ご

き
と
な
っ
た
サ
ッ
カ
ー
の
コ
ン
フ
ェ
デ
杯は

い

へ
の
デ

モ
が
始は

じ

ま
っ
た
。
そ
の
８
年ね

ん

後ご

の
６
月が

つ

で
あ
る

今い
ま

、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏し

自じ

身し
ん

が
後あ

と

押お

し
し
た
サ
ッ

カ
ー
の
コ
パ
・
ア
メ
リ
カ
は
、
国こ

く

民み
ん

や
選せ

ん

手し
ゅ

か
ら

強つ
よ

い
反は

ん

感か
ん

を
持も

た
れ
て
デ
モ
ま
で
行お

こ
な

わ
れ
て
い
る

の
は
、
な
ん
と
も
皮ひ

肉に
く

な
ふ
り
だ
し
へ
の
戻も

ど

り
方か

た

だ
。（
陽よ

う

）

すべては「ふりだし」
に戻

もど

るのか

８
年ね

ん

に
及お

よ

ん
だ

「
社
「
社
「

し
ゃ

会か
い

闘と
う

争そ
う争そ
う争
」に
争
」に
争

終し
ゅ
う

止し

符ふ

？

「
2013
年ね

ん

の
動ど

う

乱ら
ん

の
正し

ょ
う

体た
い

」

は
何な

ん

だ
っ
た
の
か
？

　
「
理り

由ゆ
う

な
き
反は

ん

抗こ
う

」。
２
０
１
３
年ね

ん

の
コ
ン
フ
ェ
デ
杯は

い

で
の
国こ

く

民み
ん

の
動ど

う

乱ら
ん

を
称し

ょ
う

す
る
に
は
、
こ
れ
が
最も

っ
と

も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で

あ
っ
た
。

　

ル
ー
ラ
政せ

い

権け
ん

期き

よ
り
は
下さ

が
っ
た
と
は
い
え
、
ジ
ウ
マ
政せ

い

権け
ん

に

お
い
て
も
経け

い

済ざ
い

は
ま
だ
プ
ラ
ス
成せ

い

長ち
ょ
うで
は
あ
っ
た
し
、
伯は

っ

国こ
く

や
ジ

ウ
マ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの
イ
メ
ー
ジ
も
国こ

く

際さ
い

的て
き

に
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
と
ら
え

ら
れ
て
い
た
。
そ
ん
な
中な

か

で
あ
の
デ
モ
が
起お

こ
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
と
の
発ほ

っ

端た
ん

も
聖せ

い

市し

地ち

下か

鉄て
つ

の
料

り
ょ
う

金き
ん

値ね

上あ

げ
だ
っ
た
が
、
そ
う

い
う
主し

ゅ

張ち
ょ
うの
割わ

り

に
デ
モ
の
参さ

ん

加か

者し
ゃ

に
本ほ

ん

当と
う

に
生せ

い

活か
つ

に
困こ

ま

っ
て
い
る

貧ひ
ん

困こ
ん

者し
ゃ

の
姿す

が
た
は
ほ
と
ん
ど
見み

受う

け
ら
れ
な
か
っ
た
。
同ど

う

時じ

期き

に
起お

こ
っ
た
、
ト
ル
コ
の
エ
ル
ド
ア
ン
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの
独ど

く

裁さ
い

体た
い

質し
つ

、
イ
ス
ラ
ム

教き
ょ
う

義ぎ

の
強

き
ょ
う

化か

に
反は

ん

対た
い

し
た
デ
モ
と
は
ず
い
ぶ
ん
様よ

う

相そ
う

が
違ち

が

っ
た
。

　

今い
ま

か
ら
振ふ

り
返か

え

る
に
あ
れ
は
、
中ち

ゅ
う

・
上

じ
ょ
う

流り
ゅ
う

社し
ゃ

会か
い

の
人ひ

と

た
ち

に
よ
る
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

党と
う

（
Ｐ
Ｔ
）
政せ

い

権け
ん

に
対た

い

す
る
、
あ
る
種し

ゅ

の

「
妬ね

た

み
」
の
感か

ん

情じ
ょ
うに
近ち

か

い
反は

ん

抗こ
う

だ
っ
た
よ
う
な
気き

が
し
て
い

る
。
Ｐ
Ｔ
政せ

い

権け
ん

で
は
こ
れ
ま
で
の
政せ

い

権け
ん

以い

上じ
ょ
うに
「
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
」
が
大だ

い

事じ

に
さ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
も
そ
れ
を
煽あ

お

っ
て
い
た
。

女じ
ょ

性せ
い

や
有ゆ

う

色し
ょ
く

人じ
ん

種し
ゅ

、
性せ

い

的て
き

少し
ょ
う

数す
う

者し
ゃ

が
メ
デ
ィ
ア
で
は
重

ち
ょ
う

宝ほ
う

さ

れ
、
大だ

い

学が
く

で
の
コ
ッ
タ
（
黒こ

く

人じ
ん

へ
の
割わ

り
当あ

て
）
や
同ど

う

性せ
い

愛あ
い

者し
ゃ

の
結け

っ

婚こ
ん

、
住

じ
ゅ
う

居き
ょ

を
持も

た
ぬ
人ひ

と

た
ち
の
違い

法ほ
う

占せ
ん

拠き
ょ

な
ど
が
よ

く
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
た
。

　

そ
れ
と
は
対た

い

照し
ょ
う

的て
き

に
、
裕ゆ

う

福ふ
く

な
人ひ

と

た
ち
や
白は

く

人じ
ん

が
社し

ゃ

会か
い

的て
き

な

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
受う

け
る
こ
と
は
少す

く

な
く
な
っ
て
い
た
。
伯は

っ

国こ
く

の
人じ

ん

種し
ゅ

差さ

別べ
つ

は
比ひ

較か
く

的て
き

少す
く

な
い
と
言い

わ
れ
、
誰だ

れ

も
好こ

の

ん
で

差さ

別べ
つ

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

に
な
ろ
う
と
も
し
な
い
。
だ
が
、
今い

ま

振ふ

り
返か

え

る
に

「
妬ね

た

み
」
程て

い

度ど

な
ら
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

加く
わ

え
て
こ
の
頃こ

ろ

、
国こ

く

内な
い

で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
よ
り
も
保ほ

守し
ゅ

的て
き

な
福ふ

く

音い
ん

派は

キ
リ
ス
ト
教き

ょ
う

の
信し

ん

者じ
ゃ

が
急

き
ゅ
う

増ぞ
う

し
て
い
た
。
こ
れ
が
Ｐ
Ｔ
の
推お

し
進す

す

め
る
少

し
ょ
う

数す
う

派は

擁よ
う

護ご

へ
の
不ふ

満ま
ん

を
募つ

の

ら

せ
て
い
た
側そ

く

面め
ん

は
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
あ
る
種し

ゅ

の
保ほ

守し
ゅ

派は

の

ル
サ
ン
チ
マ
ン（
憤

い
き
ど
おり
や
怨え

ん

恨こ
ん

）が
、

「
政せ

い

権け
ん

の
成せ

い

功こ
う

の
誇こ

示じ

」
に
も
映う

つ

っ

た
よ
う
な
国こ

く

際さ
い

ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ベ

ン
ト
で
怒い

か

り
を
爆ば

く

発は
つ

さ
せ
て
し

ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
彼か

れ

ら
は
、
Ｇ

Ｄ
Ｐ
で
６
位い

ま
で
行い

っ
て
い
た
Ｐ

Ｔ
政せ

い

権け
ん

を
攻せ

め
る
の
に
、
彼か

れ

ら
の

弱じ
ゃ
く

点て
ん

で
あ
っ
た
「
保ほ

健け
ん

」「
教

き
ょ
う

育い
く

」

の
弱よ

わ

さ
を
攻こ

う

撃げ
き

し
て
２
０
１
３
年ね

ん

を
終お

え
て
い
た
。

　全
ぜん

世
せ

界
かい

的
てき

に注
ちゅう

目
もく

された2013年
ねん

６月
がつ

のサッカー・コンフェデレーション杯
はい

での民
みん

衆
しゅう

の
抗
こう

議
ぎ

運
うん

動
どう

から８年
ねん

。あの当
とう

時
じ

から国
こく

民
みん

は既
き

存
ぞん

の政
せい

権
けん

に代
か

わる「新
あたら

しい政
せい

治
じ

」を求
もと

め、
それは選

せん

挙
きょ

によって手
て

に入
はい

ったように見
み

えた。だが、結
けっ

局
きょく

それは「幻
げん

想
そう

」にすぎなかっ
たことが自

じ

覚
かく

されつつあり、「コンフェデ杯
はい

以
い

前
ぜん

」の世
よ

の中
なか

に向
む

けて戻
もど

る兆
ちょう

候
こう

を見
み

せは
じめている。この「激

げき

動
どう

の８年
ねん

の正
しょう

体
たい

」とは一
いっ

体
たい

なんだったのか。これに迫
せま

ってみたい。

ラコ ム記
き

者
しゃ

2013 年
ねん
６月
がつ
20日

か
、聖
せい
市
し
のパウリスタ大

おお
通
どお
りで行

おこな
われたデモの

様
よう
子
す
（Marcelo Camargo/ABr, via Wikimedia Commons）

2016 年
ねん

12月
がつ

４日
か

、ラヴァ・ジャット作
さく

戦
せん

を応
おう

援
えん

するデモが
パウリスタ大

おお

通
どお

りで行
おこな

われた様
よう

子
す

（Wilfredor, via Wikimedia 
Commons）

2016 年
ねん
３月

がつ
17日

にち
、ルーラ氏

し
（左
ひだり
）と当

とう
時
じ
のジウ

マ大
だい
統
とう
領
りょう
（José Cruz, via Wikimedia Commons）

LJ 作
さく
戦
せん
判
はん
事
じ
として名

な
を挙

あ
げたモロ氏

し
（右

みぎ
）だ

が、ボルソナロ政
せい
権
けん
の法

ほう
相
しょう
に就
しゅう
任
にん
。結

けっ
局
きょく
は大

だい
統
とう

領
りょう
と決

けつ
裂
れつ
して、自

みずか
らの評

ひょう
価
か
も下

さ
げた（Palácio do 

Planalto, CC BY 2.0 <https://creativecommons.
org/licenses/by/2.0>, via Wikimedia Commons）



血ち

が
引ひ

く
選せ

ん

手し
ゅ

も
少す

く

な
く
な

い
そ
う
で
、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

選せ
ん

手し
ゅ

は

な
ぜ
か
「
タ
コ
焼や

き
好ず

き
」

が
多お

お

い
そ
う
。
中な

か

で
も
フ
ラ

ヴ
ィ
オ
・
ナ
カ
ジ
マ
選せ

ん

手し
ゅ

と

も
仲な

か

が
良よ

く「
真ま

面じ

目め

で
サ
ー

フ
ィ
ン
に
取と

り
組く

む
姿し

勢せ
い

が

良よ

い
で
す
」
と
コ
メ
ン
ト
を

寄よ

せ
た
。

　

カ
ノ
ア
さ
ん
は
２
カ
月げ

つ

後ご

、

８
月が

つ

１
１
日に

ち

か
ら
リ
オ
・
デ
・

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
州し

ゅ
う

サ
カ
レ
マ
で
開か

い

催さ
い

の
「R

io p
ro

」
大た

い

会か
い

に

も
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

予よ

定て
い

だ
。

　
「
必か

な
ら

ず
近ち

か

い
う
ち
に
日ひ

の

丸ま
る

を
て
っ
ぺ
ん
に
持も

っ
て
行い

き

ま
す
！ 

世せ

界か
い

中じ
ゅ
うの
人ひ

と

た
ち
が

感か
ん

動ど
う

す
る
よ
う
に
頑が

ん

張ば

り
ま

す
！
」
と
意い

気き

込ご

み
、「
ブ
ラ

ジ
ル
の
試し

合あ
い

中ち
ゅ
うに
日に

本ほ
ん

食し
ょ
く
を

食た

べ
に
行い

き
ま
す
！ 

日に
っ

系け
い

レ

ス
ト
ラ
ン
の
方か

た

々が
た

よ
ろ
し
く

お
願ね

が

い
し
ま
す
！
」
と
コ
メ
ン

ト
を
寄よ

せ
た
。

　

開か
い

催さ
い

間ま

近ぢ
か

に
迫せ

ま

る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
対た

い

し
、「
と
り
あ
え
ず
コ

ロ
ナ
の
中な

か

の
開か

い

催さ
い

っ
て
こ
と
で
色い

ろ

々い
ろ

と
ま
だ
ま
だ
困こ

ん

難な
ん

な
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うで

す
が
メ
ダ
ル
を
取と

り
た
い
で
す
」
と
意い

気き

込ご

む
。

曽そ

祖う
そ

父ふ

が
新し

ん

撰せ
ん

組ぐ
み

近こ
ん

藤ど
う

勇い
さ
み

の
愛ま

な

弟で

子し

　

日に

本ほ
ん

や
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
の
印い

ん

象し
ょ
うを
聞き

い
た
と
こ
ろ
、
米べ

い

国こ
く

で

の
生せ

い

活か
つ

の
中な

か

で
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
ア
ニ
メ
」
な
ど
か
ら
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
感か

ん

じ
る
事こ

と

が
で
き
て
い
た
と
い
う
。

　

世せ

界か
い

を
飛と

び
回ま

わ

る
中な

か

で
も
各か

っ

国こ
く

で
日に

っ

本ぽ
ん

企き

業ぎ
ょ
うの
製せ

い

品ひ
ん

等な
ど

を
見み

か
け
る
事こ

と

が
あ
り
「
日に

本ほ
ん

っ
て
あ
ん
な
小ち

い

さ
な
国く

に

な
の
に
凄す

ご

い
」

「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

ア
ス
リ
ー
ト
も
最さ

い

近き
ん

凄す
ご

い
」
と
感か

ん

心し
ん

し
て
い
る
と
し
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
八は

ち

村む
ら

塁る
い

選せ
ん

手し
ゅ

や
、
テ
ニ
ス
の
大お

お

阪さ
か

な
お
み

選せ
ん

手し
ゅ

、
野や

球き
ゅ
うの
大お

お

谷た
に

翔し
ょ
う

平へ
い

選せ
ん

手し
ゅ

の
活か

つ

躍や
く

を
挙あ

げ
る
。

　

さ
ら
に
「
最さ

い

近き
ん

は
ゴ
ル
フ
の
松ま

つ

山や
ま

選せ
ん

手し
ゅ

の
マ
ス
タ
ー
ズ
優ゆ

う

勝し
ょ
う。

そ
の
快か

い

挙き
ょ

に
も
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
が
、
彼か

れ

の
キ
ャ
デ
ィ
ー
さ
ん

ブ
ラ
ジ
ル
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

　

カ
ノ
ア
さ
ん
は
１
２
歳さ

い

か
ら
プ
ロ
の
世せ

界か
い

に
入は

い

り
ア

メ
リ
カ
国こ

く

外が
い

の
大た

い

会か
い

に
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うす
る
た
め
飛と

び
回ま

わ

る
生せ

い

活か
つ

を
始は

じ

め
て
い
る
。
大た

い

会か
い

出し
ゅ
つ

場じ
ょ
うの
た
め
幾い

く

度ど

も
訪ほ

う

伯は
く

し
て
お
り
、
２
０
１
５
年ね

ん

の
大た

い

会か
い

で
は
優ゆ

う

勝し
ょ
うす
る
な

ど
好こ

う

成せ
い

績せ
き

を
納お

さ

め
て
い
る
。
そ
の
際さ

い

、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語ご

で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応お

う

じ
、
伯は

っ

国こ
く

内な
い

の
知ち

名め
い

度ど

が
高た

か

ま
っ
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ー
フ
ィ
ン
に
つ
い
て
「
今い

ま

サ
ー
フ
ィ

ン
界か

い

は
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

サ
ー
フ
ァ
ー
が
上

じ
ょ
う

位い

を
占し

め
て

い
る
」
と
現げ

ん

状じ
ょ
うを
語か

た

る
。
世せ

界か
い

の
ト
ッ
プ
サ
ー
フ
ァ
ー

の
み
が
参さ

ん

加か

で
き
る
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
ツ
ア
ー
で
は

「
上

じ
ょ
う

位い

３
分ぶ

ん

の
１
が
伯は

く

人じ
ん

選せ
ん

手し
ゅ

」
だ
と
い
う
。

　

だ
か
ら
伯は

く

人じ
ん

選せ
ん

手し
ゅ

の
友ゆ

う

人じ
ん

も
多お

お

い
と
い
う
カ
ノ
ア

さ
ん
。
伯は

く

人じ
ん

で
初は

つ

の
世せ

界か
い

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ
た
ア

ド
リ
ア
ノ
・
デ
・
ソ
ウ
ザ
選せ

ん

手し
ゅ

が
東と

う

京き
ょ
う

滞た
い

在ざ
い

時じ

に
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
カ
ノ
ア
さ
ん
に
電で

ん

話わ

し
、「
何な

に

を

ど
こ
で
食た

べ
た
ら
良よ

い
？ 

洗せ
ん

濯た
く

機き

の
使つ

か

い
方か

た

を
教お

し

え

て
〜
」
と
相そ

う

談だ
ん

が
来き

た
こ
と
も
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
サ
ー
フ
ィ
ン
界か

い

に
は
日に

っ

系け
い

人じ
ん

や
日に

っ

系け
い

の

が
試し

合あ
い

後ご

に
コ
ー
ス
に
お
辞じ

儀ぎ

を
し
た
の
が
日に

本ほ
ん

人じ
ん

ら
し
い
綺き

麗れ
い

な
素す

晴ば

ら
し
い
礼れ

い

儀ぎ

だ
な
」
と
感か

ん

じ
た
と
い
う
。

　

母は
は

方か
た

の
曽そ

祖う
そ

父ふ

が
新し

ん

撰せ
ん

組ぐ
み

近こ
ん

藤ど
う

勇い
さ
みの
愛ま

な

弟で

子し

に
あ
た
る
人じ

ん

物ぶ
つ

だ
っ
た
と
い
う
話は

な
し
に
「
ひ
い
お
爺じ

い

ち
ゃ
ん
は
『
サ
ム
ラ
イ
』
な
ん

だ
な
〜
っ
て
」
と
改あ

ら
た

め
て
日に

本ほ
ん

の
ル
ー
ツ
を
感か

ん

じ
た
そ
う
。

両り
ょ
う

親し
ん

が
米べ

い

国こ
く

移い

住じ
ゅ
う

し
た
動ど

う

機き

　

カ
ノ
ア
さ
ん
の
両

り
ょ
う

親し
ん

は
「
世せ

界か
い

に
通つ

う

用よ
う

す
る
人じ

ん

材ざ
い

に
し
た

い
」
と
夫ふ

う

婦ふ

で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
移い

住じ
ゅ
う。
実じ

っ

際さ
い

カ
ノ
ア
さ

ん
は
「
僕ぼ

く

は
世せ

界か
い

人じ
ん

」
と
自じ

称し
ょ
うす
る
程ほ

ど

に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活か

つ

躍や
く

を
す
る
選せ

ん

手し
ゅ

と
な
っ
て
い
る
。

　

元も
と

々も
と

サ
ー
フ
ァ
ー
だ
っ
た
五い

が
ら
し
十
嵐
夫ふ

う

婦ふ

は
「
サ
ー
フ
ィ
ン

の
練れ

ん

習し
ゅ
うや
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
海か

い

外が
い

に
行い

く
こ
と
が
多お

お

く
、

比ひ

較か
く

的て
き

海か
い

外が
い

の
方か

た

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
多お

お

い
た
め
、

将し
ょ
う

来ら
い

子こ

供ど
も

に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
環か

ん

境き
ょ
うが
大た

い

切せ
つ

だ
」
と
思お

も

っ
た

の
が
移い

住じ
ゅ
うの
き
っ
か
け
だ
と
い
う
。

　

勉つ
と
む

さ
ん
の
周

し
ゅ
う

囲い

に
は
サ
ー
フ
ァ
ー
仲な

か

間ま

が
多お

お

く
「
う
ら
や
ま

し
い
」
と
い
う
意い

見け
ん

が
殆ほ

と

ん
ど
だ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
勉つ

と
む

さ
ん

の
父ち

ち

も
ア
メ
リ
カ
好ず

き
だ
っ
た
た
め
ビ
ザ
の
取し

ゅ

得と
く

を
手て

伝つ
だ

っ
て
く

れ
る
な
ど
周

し
ゅ
う

囲い

に
背せ

を
押お

さ
れ
る
形か

た
ちで
渡と

米べ
い

し
た
。

　

移い

住じ
ゅ
う

先さ
き

を
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
決き

め
た
の
は
「
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
は
サ
ー
フ
ィ
ン
界か

い

で
多お

お

く
の
才さ

い

能の
う

あ
る
選せ

ん

手し
ゅ

が
で
て
い
た
た

め
」。次つ

ぎ

の
候こ

う

補ほ

に
ハ
ワ
イ
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
検け

ん

討と
う

し
て
い
た
。

　

妻つ
ま

の
美み

佐さ

子こ

さ
ん
は
学が

く

生せ
い

時じ

代だ
い

に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
サ
ー
フ
ィ
ン
留

り
ゅ
う

学が
く

し
て
い
た
経け

い

験け
ん

も
あ
る

も
の
の
、
渡と

航こ
う

し
て
す
ぐ
ビ
ザ
の
事こ

と

や
仕し

事ご
と

の
事こ

と

で
困こ

ん

難な
ん

に

直ち
ょ
く

面め
ん

。「
何な

ん

度ど

も
日に

本ほ
ん

へ
の
帰き

国こ
く

も
考か

ん
が

え
た
」
と
い
う
。

　

渡と

米べ
い

し
て
間ま

も
な
く
は
英え

い

語ご

が
出で

来き

な
か
っ
た
勉つ

と
む

さ
ん
。

幸さ
い
わい
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
は
比ひ

較か
く

的て
き

日に

本ほ
ん

か
ら
の
出し

ん
し
ゅ
つ進
企き

業ぎ
ょ
うや

観か
ん

光こ
う

客き
ゃ
くも
多お

お

く
、
最さ

い

初し
ょ

は
英え

い

語ご

を
使つ

か

わ
な
い
で
も
良よ

い
日に

本ほ
ん

と
の
貿ぼ

う

易え
き

を
行お

こ
な

っ
て
い
た
会か

い

社し
ゃ

に
勤つ

と

め
た
と
い
う
。
そ
こ
で

次し

第だ
い

に
仲な

か

間ま

を
増ふ

や
し
て
い
っ
た
。

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
子こ

供ど
も

を
育そ

だ

て
る
中な

か

で
感か

ん

じ
た
こ
と
を
質し

つ

問も
ん

す
る
と
「
親お

や

子こ

の
接せ

っ

点て
ん

の
多お

お

さ
」
に
違ち

が

い
を
感か

ん

じ
た
と
い
う
。

東と
う

京き
ょ
う

出し
ゅ
っ
し
ん身
の
勉つ

と
む

さ
ん
は
「
物も

の
ご
こ
ろ心
つ
い
た
頃こ

ろ

に
は
一ひ

と

人り

で
塾じ

ゅ
く

や
習な

ら

い
事ご

と

に
行い

っ
て
い
た
。
一い

っ

方ぽ
う

、
車

く
る
ま

社し
ゃ

会か
い

の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
は
学が

っ

校こ
う

や
友と

も

達だ
ち

と
遊あ

そ

び
に
行い

く
の
も
送そ

う

迎げ
い

が
必ひ

つ

要よ
う

で
、
子こ

供ど
も

と
接せ

っ

点て
ん

が
増ふ

え
会か

い

話わ

が
多お

お

い
所と

こ
ろ

が
良よ

い
で
す
ね
」
と
説せ

つ

明め
い

す
る
。

　

親お
や

子こ

の
接せ

っ

点て
ん

の
ほ
か
家か

族ぞ
く

の
あ
り
方か

た

に
も
大お

お

き
な
違ち

が

い
を
感か

ん

じ
た
様よ

う

子す

。「
米べ

い

国こ
く

で
は
１
８
歳さ

い

で

家い
え

か
ら
出で

て
生せ

い
け
い計

を
立た

て
る
考か

ん
が

え
が

ハ
ッ
キ
リ
し
て
い

る
」
と
挙あ

げ
「
日に

本ほ
ん

は
結け

っ

婚こ
ん

す
る
ま

で
親お

や

と
暮く

ら
す
。

結け
っ

婚こ
ん

し
な
か
っ
た

ら
一い

っ

生し
ょ
う

親お
や

と 

… 

そ
れ
も
良い

い
ね
」

と
の
コ
メ
ン
ト
し

た
。（
天あ

ま

野の

ま
ゆ

み
ヴ
ァ
ネ
ッ
サ
記き

者し
ゃ

）

日
ひ

の丸
まる

を肩
かた

につけて波
なみ

に乗
の

るカノアさん（WAX SUZUKI 撮
さつ

影
えい

・提
てい

供
きょう

写
しゃ

真
しん

）

左
ひだり

から11度
ど

世
せ

界
かい

王
おう

者
じゃ

となったケリー・スレーター選
せん

手
しゅ

、勉
つとむ

さん、
カノアさん（WAX SUZUKI 撮

さつ

影
えい

・提
てい

供
きょう

写
しゃ

真
しん

）

「
世せ

界か
い

が
ホ
ー
ム
」

　
「
僕ぼ

く

は
世せ

界か
い

人じ
ん

で
す
。
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うど
こ
で
も
自じ

分ぶ
ん

の
ホ
ー
ム
で
す
」
―
―

東と
う

京き
ょ
うオ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
新し

ん

競き
ょ
う

技ぎ

サ
ー
フ
ィ
ン
に
日に

本ほ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
うで
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うす
る

五い
が
ら
し
十
嵐
カ
ノ
ア
（
２
３
歳さ

い

）
さ
ん
は
本ほ

ん

紙し

取し
ゅ

材ざ
い

に
そ
う
語か

た

り
、「
サ
ー
フ
ィ

ン
を
通つ

う

じ
て
世せ

界か
い

に
様さ

ま

々ざ
ま

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送お

く

り
た
い
」
と
の
熱あ

つ

い
思お

も

い

を
寄よ

せ
た
。カ
ノ
ア
さ
ん
は
米べ

い

国こ
く

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州し

ゅ
う

で
生う

ま
れ
育そ

だ

っ
た
。

「
子こ

供ど
も

を
サ
ー
フ
ァ
ー
」に
ひ
い
て
は「
世せ

界か
い

に
通つ

う

用よ
う

す
る
人じ

ん

材ざ
い

に
し
た
い
」

と
い
う
両

り
ょ
う

親し
ん

の
も
と
、
３
歳さ

い

で
サ
ー
フ
ィ
ン
を
は
じ
め
、
英え

い

語ご

と
日に

本ほ
ん

語ご

の
ほ
か
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語ご

・
ス
ペ
イ
ン
語ご

・
フ
ラ
ン
ス
語ご

も
喋し

ゃ
べ

れ
る
マ
ル

チ
リ
ン
ガ
ル
だ
。
メ
ー
ル
を
通つ

う

じ
て
本ほ

ん

人に
ん

と
父ち

ち

・
勉つ

と
む

さ
ん
に
取し

ゅ

材ざ
い

を
し
た
。

コロナ禍
か
前
まえ
の大
たい

会
かい
時
じ
の写
しゃ
真
しん
（WAX 

SUZUKI 撮
さつ
影
えい
・提
てい

供
きょう
写
しゃ
真
しん
）

技
わざ

を繰
く

り出
だ

す様
よう

子
す

（WAX SUZUKI 撮
さつ

影
えい

・提
てい

供
きょう

写
しゃ

真
しん

）

東
とう

京
きょう

五
ご

輪
りん

サーフィン
日
に

本
ほん

代
だい

表
ひょう

五
いがらし

十嵐カノアさん

米
べい

国
こく

加
か

州
しゅう

在
ざい

住
じゅう

「日
ひ

の丸
まる

を
天

てっ

辺
ぺん

に
持

も

っていく」
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発は
つ

の
報ほ

う

道ど
う

も
、
記き

憶お
く

に
新あ

た
ら

し
い
。

■
　

外が
い

国こ
く

企き

業ぎ
ょ
う

家か

が
伯は

っ

国こ
く

産さ
ん

品ひ
ん

を
ボ
イ
コ
ッ
ト

　

他た

方ほ
う

、
議ぎ

会か
い

で
も
、
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うに
右み

ぎ

倣な
ら

え
的て

き

な
法ほ

う

案あ
ん

が
審し

ん

議ぎ

さ

れ
、
環か

ん

境き
ょ
う

意い

識し
き

の
強つ

よ

い
欧お

う

州し
ゅ
う

諸し
ょ

国こ
く

や
企き

業ぎ
ょ
うな
ど
が
伯は

っ

国こ
く

産さ
ん

品ぴ
ん

の

不ふ

買ば
い

運う
ん

動ど
う

を
起お

こ
す
と
い
っ
た
動う

ご

き
が
あ
る
。

　

そ
の
一ひ

と

つ
は
、
国こ

く

有ゆ
う

地ち

に
侵し

ん

入に
ゅ
うし
、
そ
の
森し

ん

林り
ん

を
不ふ

法ほ
う

伐ば
っ

採さ
い

し
た
人じ

ん

物ぶ
つ

に
土と

地ち

の
所し

ょ

有ゆ
う

を
認み

と

め
る
と
い
う
、
不ふ

法ほ
う

伐ば
っ

採さ
い

や
不ふ

法ほ
う

開か
い

発は
つ

を
公こ

う

的て
き

に
促う

な
が

す
よ
う
な
法ほ

う

案あ
ん

（
Ｐ
Ｌ
５
１
０
／
２
０

２
１
）
が
承

し
ょ
う

認に
ん

さ
れ
た
場ば

合あ
い

、
伯は

っ

国こ
く

の
産さ

ん

品ぴ
ん

の
購こ

う

入に
ゅ
うや
販は

ん

売ば
い

を

停て
い

止し

す
る
と
い
う
公こ

う

開か
い

書し
ょ

簡か
ん

送そ
う

付ふ

を
、
英え

い

国こ
く

の
ス
ー
パ
ー
経け

い

営え
い

者し
ゃ

ら
が
伯は

っ

国こ
く

の
連れ

ん

邦ぽ
う

議ぎ

員い
ん

達た
ち

に
送そ

う

付ふ

し
た
と
い
う
も
の
だ
。

　

同ど
う

様よ
う

の
動う

ご

き
は
以い

前ぜ
ん

か
ら
あ
り
、
２
０
１
９
年ね

ん

に
は
世せ

界か
い

的て
き

な
製せ

い

靴か

会が
い

社し
ゃ

が
伯は

っ

国こ
く

産さ
ん

の
な
め
し
皮が

わ

の
購こ

う

入に
ゅ
うを
禁き

ん

止し

す
る

と
の
通つ

う

達た
つ

を
出だ

し
た
り
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
サ
ケ
養よ

う

殖し
ょ
く

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

が

伯は
っ

国こ
く

産さ
ん

の
大だ

い

豆ず

の
購こ

う

入に
ゅ
う

停て
い

止し

の
意い

向こ
う

を
表

ひ
ょ
う

明め
い

し
た
り
す
る
事じ

態た
い

も
起お

き
た
。

　

現げ
ん

政せ
い

権け
ん

の
環か

ん

境き
ょ
う

政せ
い

策さ
く

が
原げ

ん

因い
ん

で
法ほ

う

定て
い

ア
マ
ゾ
ン
を
保ほ

護ご

す
る

た
め
の
資し

金き
ん

が
凍と

う

結け
つ

さ
れ
た
事こ

と

や
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
法ほ

う

王お
う

が
ア
マ

ゾ
ン
保ほ

護ご

や
先せ

ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

の
人じ

ん

権け
ん

を
め
ぐ
る
教

き
ょ
う

皇こ
う

会か
い

議ぎ

を
開ひ

ら

い
た
事こ

と

も
、
記き

憶お
く

に
新あ

た
ら

し
い
。

■
　

元も
と

環か
ん

境き
ょ
う

相し
ょ
う

ら
が
批ひ

判は
ん

す
る
法ほ

う

案あ
ん

審し
ん

議ぎ

進す
す

む

　

他た

国こ
く

か
ら
の
公こ

う

開か
い

書し
ょ

簡か
ん

送そ
う

付ふ

と
い
う
話は

な
し

は
聞き

い
て
い
な
い
が
、
元も

と

環か
ん

境き
ょ
う

相し
ょ
う
ら
や
環か

ん

境き
ょ
う

問も
ん

題だ
い

の
専せ

ん

門も
ん

家か

、
活か

つ

動ど
う

家か

ら
が
批ひ

判は
ん

し
て
い
る
法ほ

う

律り
つ

は
ま

だ
あ
る
。
下か

院い
ん

が
５
月が

つ

１
３
日に

ち

に
承

し
ょ
う

認に
ん

し
、
上

じ
ょ
う

院い
ん

に
送お

く

ら
れ
た
環か

ん

境き
ょ
う

許き
ょ

可か

に
関か

ん

す
る
法ほ

う

案あ
ん

（
Ｐ

Ｌ
３
７
２
９
／
２
０
０

４
）
も
そ
の
一ひ

と
つ
だ
。

　

現げ
ん

行こ
う

法ほ
う

で
は
新し

ん

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
稼か

働ど
う

に
は
、
予よ

備び

段だ
ん

階か
い

（
Ｌ

Ｐ
）、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
時じ

（
Ｌ
Ｉ
）、
運う

ん

用よ
う

時じ

（
Ｌ
Ｏ
）
の
３
段だ

ん

階か
い

の
環か

ん

境き
ょ
う

許き
ょ

可か

が
必ひ

つ

要よ
う

だ
。
だ
が
、
新し

ん

法ほ
う

案あ
ん

で
は
、
Ｌ
Ｐ
と
Ｌ

Ｉ
、
Ｌ
Ｐ
と
Ｌ
Ｏ
の
よ
う
に
二ふ

た

つ
の
許き

ょ

可か

を
統と

う

一い
つ

し
、
２
段だ

ん

階か
い

の
許き

ょ

可か

で
良よ

い
と
し
た
り
、
１
段だ

ん

階か
い

の
み
の
Ｌ
Ａ
Ｕ
で
良よ

い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
あ
る
。

　

最も
っ
と

も
批ひ

判は
ん

さ
れ
て
い
る
の
は
、
出

し
ゅ
つ

願が
ん

者し
ゃ

が
作さ

く

成せ
い

し
た
書し

ょ

類る
い

で
申し

ん

請せ
い

す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
付つ

き

ラ
イ
セ
ン
ス
（
Ｌ
Ａ
Ｃ
）
を
認み

と

め

る
と
い
う
項こ

う

目も
く

で
、
許き

ょ

可か

取し
ゅ

得と
く

が
不ふ

要よ
う

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
る
。

　

環か
ん

境き
ょ
う

許き
ょ

可か

取し
ゅ

得と
く

が
簡か

ん

易い

化か

さ
れ
れ
ば
様さ

ま

々ざ
ま

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
稼か

働ど
う

し
始は

じ

め
る
と
い
う
利り

点て
ん

が
あ
る
が
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
審し

ん

査さ

が
甘あ

ま

く
な
り
、
法ほ

う

を
掻か

い
潜く

ぐ

っ
て
工こ

う

事じ

な

ど
を
始は

じ

め
る
可か

能の
う

性せ
い

も
あ
る
。
法ほ

う

案あ
ん

は
ま
だ
審し

ん

議ぎ

の
途と

中ち
ゅ
うで
、

変へ
ん

更こ
う

が
最さ

い

小し
ょ
う

限げ
ん

に
止や

め
ら
れ
る
可か

能の
う

性せ
い

も
あ
る
が
、
専せ

ん

門も
ん

家か

ら

の
懸け

念ね
ん

は
尽つ

き
な
い
。

■
　

中ち
ゅ
う

国ご
く

の
需じ

ゅ

要よ
う

へ
の
対た

い

応お
う

に
追お

わ
れ
る
産さ

ん

業ぎ
ょ
う

界か
い

　

他た

方ほ
う

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
太た

い

陽よ
う

光こ
う

発は
つ

電で
ん

や
風ふ

う

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

と
い
っ
た
再さ

い

生せ
い

エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取と

り
組く

み
な
ど
も
盛さ

か

ん
だ
が
、
生せ

い

命め
い

倫り
ん

理り

的て
き

な

視し

点て
ん

は
欧お

う

州し
ゅ
う

諸し
ょ

国こ
く

よ
り
弱よ

わ

い
。

　
こ
の
事こ

と

は
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

で
の
家か

畜ち
く

飼し

育い
く

用よ
う

の
飼し

料り
ょ
うに
伯は

っ

国こ
く

産さ
ん

の
大だ

い

豆ず

や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
大た

い

量り
ょ
うに
買か

い
込こ

む
、
経け

い

済ざ
い

力り
ょ
くが
つ
い
て
牛

ぎ
ゅ
う

肉に
く

の
消

し
ょ
う

費ひ

が
増ふ

え
た
た
め
、
伯は

っ

国こ
く

や
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
牛

ぎ
ゅ
う

肉に
く

を

大た
い

量り
ょ
うに
購こ

う

入に
ゅ
うと
い
っ
た
ど
ん
欲よ

く

さ
に
も
表あ

ら
わ

れ
て
い
る
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

に
よ
る
農の

う

産さ
ん

物ぶ
つ

や
鉄て

っ

鉱こ
う

石せ
き

の
輸ゆ

入に
ゅ
うは
伯は

っ

国こ
く

経け
い

済ざ
い

を
潤う

る
お

し

て
い
る
が
、
そ
の
一い

っ

方ぽ
う

で
、
国こ

く

内な
い

へ
の
大だ

い

豆ず

や
そ
の
派は

生せ
い

品ひ
ん

、
牛

ぎ
ゅ
う

肉に
く

な
ど
の
供

き
ょ
う

給き
ゅ
う

量り
ょ
う

減げ
ん

少し
ょ
うと
国こ

く

民み
ん

の
購こ

う

買ば
い

力り
ょ
く

低て
い

下か

が
重か

さ

な
り
、
イ

ン
フ
レ
や
牛

ぎ
ゅ
う

肉に
く

消し
ょ
う

費ひ

量り
ょ
うが
ガ
タ
落お

ち
す
る
事じ

態た
い

が
発は

っ

生せ
い

。
肉に

く

が

買か

え
な
い
か
ら
野や

菜さ
い

多た

用よ
う

と
か
、
代だ

い

替た
い

品ひ
ん

を
考か

ん
が

え
る
と
い
っ
た

声こ
え

も
聞き

こ
え
て
い
る
。

　

森し
ん

林り
ん

伐ば
っ

採さ
い

や
森し

ん

林り
ん

火か

災さ
い

が
増ふ

え
て
い
る
理り

由ゆ
う

の
一ひ

と

つ
が
農の

う

牧ぼ
く

用よ
う

地ち

の
拡か

く

大だ
い

で
あ
る
事こ

と

や
、
遺い

伝で
ん

子し

組く

み
換か

え
の
種し

ゅ

子し

や
大た

い

量り
ょ
う

の
農の

う

薬や
く

を
使つ

か

っ
た
農の

う

産さ
ん

物ぶ
つ

増ぞ
う

産さ
ん

が
環か

ん

境き
ょ
うや
健け

ん

康こ
う

に
及お

よ

ぼ
す
影え

い

響き
ょ
う

を
懸け

念ね
ん

す
る
声こ

え

も
強つ

よ

ま
っ
て
い
る
。

　

伯は
っ

国こ
く

内な
い

で
の
土と

地ち

を
め
ぐ
る
抗こ

う

争そ
う

の
増ぞ

う

加か

も
、
憂ゆ

う

慮り
ょ

す
べ
き

問も
ん

題だ
い

だ
。
ま
た
、
自し

然ぜ
ん

破は

壊か
い

が
新あ

ら

た
な
病

び
ょ
う

気き

の
流

り
ゅ
う

行こ
う

も
招ま

ね

く
と

の
指し

摘て
き

が
あ
る
。
以い

前ぜ
ん

、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
の
動ど

う

物ぶ
つ

園え
ん

の
動ど

う

物ぶ
つ

が
続つ

づ

け
ざ
ま
に
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
うに
罹り

患か
ん

し
た
時と

き

、
人に

ん

間げ
ん

が
森し

ん

林り
ん

開か
い

発は
つ

な
ど
を

行お
こ
ない
、
野や

生せ
い

の
動ど

う

物ぶ
つ

の
生せ

い

息そ
く

域い
き

が
狭せ

ば

ま
っ
た
事こ

と

が
、
野や

生せ
い

の
動ど

う

物ぶ
つ

の
間あ

い
だ

で
は
以い

前ぜ
ん

か
ら
一い

っ

般ぱ
ん

的て
き

だ
っ
た
病

び
ょ
う

気き

が
市し

街が
い

地ち

の
動ど

う

物ぶ
つ

園え
ん

の
動ど

う

物ぶ
つ

や
人ひ

と

に
ま
で
感か

ん

染せ
ん

す
る
事じ

態た
い

を
招ま

ね

い
た
と
報ほ

う

じ
ら
れ

た
事こ

と

も
あ
っ
た
。

■
　

現げ
ん

政せ
い

権け
ん

の
環か

ん

境き
ょ
う

政せ
い

策さ
く

や
現げ

ん

状じ
ょ
う

の
見み

直な
お

し
を

　

近き
ん

年ね
ん

の
雨あ

め

不ぶ

足そ
く

は
違い

法ほ
う

伐ば
っ

採さ
い

や
森し

ん

林り
ん

火か

災さ
い

の
増ぞ

う

加か

と
関か

ん

係け
い

が

あ
る
と
い
う
し
、
先せ

ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

居き
ょ

住じ
ゅ
う

地ち

で
の
金き

ん

採さ
い

掘く
つ

が
犯は

ん

罪ざ
い

組そ

織し
き

を

潤う
る
おし
た
り
し
て
い
る
事こ

と

も
周

し
ゅ
う

知ち

の
事じ

実じ
つ

だ
。

　

環か
ん

境き
ょ
う

許き
ょ

可か

に
関か

ん

す
る
法ほ

う

案あ
ん

審し
ん

議ぎ

が
具ぐ

体た
い

化か

し
始は

じ

め
た
頃こ

ろ

に

は
、
伯は

っ

国こ
く

民み
ん

も
ス
ー
パ
ー
で
何な

に

を
買か

う
か
を
よ
く
考か

ん
が

え
る
よ
う

勧す
す

め
る
記き

事じ

が
出で

た
。
伯は

っ

国こ
く

で
は
生せ

い

産さ
ん

者し
ゃ

情じ
ょ
う

報ほ
う

を
記き

載さ
い

し

た
商

し
ょ
う

品ひ
ん

は
ほ
ぼ
皆か

い

無む

で
、
違い

法ほ
う

伐ば
っ

採さ
い

地ち

の
産さ

ん

品ぴ
ん

か
な
ど
の

判は
ん

断だ
ん

は
難む

ず
か

し
い
。

　

だ
が
、
国こ

く

際さ
い

環か
ん

境き
ょ
うデ
ー
の

前ぜ
ん

後ご

に
は
５
月が

つ

の
森し

ん

林り
ん

伐ば
っ

採さ
い

や
森し

ん

林り
ん

火か

災さ
い

が
増ぞ

う

加か

と
の
報ほ

う

道ど
う

も
あ
り
、
現げ

ん

政せ
い

権け
ん

の
環か

ん

境き
ょ
う

政せ
い

策さ
く

の
あ
り
方か

た

を
考か

ん
が

え
る
必ひ

つ

要よ
う

を
痛つ

う

感か
ん

さ
せ
ら
れ
る
。（
み
）

■
　

制せ
い

裁さ
い

逃の
が

れ
に
そ
の
場ば

限か
ぎ

り
の
約や

く

束そ
く

を
発は

っ

表ぴ
ょ
う

　

パ
リ
協

き
ょ
う

定て
い

離り

脱だ
つ

を
ほ
の
め
か
し
た

り
、
法ほ

う

定て
い

ア
マ
ゾ

ン
や
先せ

ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

居き
ょ

住じ
ゅ
う

地ち

の
開か

い

発は
つ

を

擁よ
う

護ご

し
た
り
と
い

う
、
世せ

界か
い

の
動う

ご

き

に
逆

ぎ
ゃ
っ

行こ
う

す
る
言げ

ん

動ど
う

は
２
０
１
８
年ね

ん

の

大だ
い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

直ち
ょ
く

後ご

か
ら
始は

じ

ま
っ
て
い

る
。

　

そ
の
後ご

も
、
法ほ

う

定て
い

ア
マ
ゾ
ン
を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
す
る
不ふ

法ほ
う

伐ば
っ

採さ
い

や
森し

ん

林り
ん

火か

災さ
い

の
増ぞ

う

加か

、

先せ
ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

の
人じ

ん

権け
ん

蹂じ
ゅ
う

躙り
ん

で
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

と
の
軋あ

つ

轢れ
き

が
生し

ょ
う

じ
た
り
し
て

き
た
が
、
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

か
ら
の
圧あ

つ

力り
ょ
く

逃の
が

れ
と
し
か
考か

ん
が

え
ら
れ
な
い

言げ
ん

動ど
う

は
、
バ
イ
デ
ン
米べ

い

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うの
音お

ん

頭ど

取と

り
で
４
月が

つ

に
開か

い

催さ
い

さ

れ
た
気き

候こ
う

変へ
ん

動ど
う

サ
ミ
ッ
ト
の
前ぜ

ん

後ご

も
続つ

づ

い
た
。

　

そ
の
一ひ

と
つ
は
、
バ
イ
デ
ン
氏し

が
就

し
ゅ
う

任に
ん

前ま
え

か
ら
言げ

ん

及き
ゅ
うし
て
い
た
制せ

い

裁さ
い

逃の
が

れ
の
た
め
、
２
０
３
０
年ね

ん

ま
で
に
不ふ

法ほ
う

伐ば
っ

採さ
い

を
な
く
す
と

約や
く

束そ
く

し
、
温お

ん

室し
つ

効こ
う

果か

ガ
ス
も
２
０
２
５
年ね

ん

ま
で
に
３
７
％
、
２

０
３
０
年ね

ん

ま
で
な
ら
４
０
％
削さ

く

減げ
ん

と
宣せ

ん

言げ
ん

し
た
事こ

と

だ
。

　

し
か
も
、
不ふ

法ほ
う

伐ば
っ

採さ
い

撲ぼ
く

滅め
つ

や
温お

ん

室し
つ

効こ
う

果か

ガ
ス
削さ

く

減げ
ん

の
方ほ

う

法ほ
う

を

明め
い

示じ

す
る
前ま

え

に
環か

ん

境き
ょ
う

省し
ょ
うの
予よ

算さ
ん

を
削さ

く

減げ
ん

。
ま
た
、
環か

ん

境き
ょ
う

監か
ん

視し

機き

関か
ん

の
機き

能の
う

を
凍と

う

結け
つ

し

か
ね
な
い
、
予よ

算さ
ん

削さ
く

減げ
ん

や
懲

ち
ょ
う

罰ば
つ

基き

準じ
ゅ
ん

変へ
ん

更こ
う

と
い
っ
た
措そ

置ち

も
サ

ミ
ッ
ト
前ぜ

ん

後ご

か
ら
続つ

づ

い
て
い
る
。
不ふ

法ほ
う

伐ば
っ

採さ
い

の
取と

り

締し
ま

り
な
ど
へ
の

障し
ょ
う

壁へ
き

設せ
っ

置ち

や
違い

法ほ
う

木も
く

材ざ
い

の
輸ゆ

出し
ゅ
つに
絡か

ら

ん
だ

サ
レ
ス
環か

ん

境き
ょ
う

相し
ょ
う
ら
告こ

く

自
し

然
ぜん

破
は

壊
かい

が新
あら

たな感
かん

染
せん

症
しょう

流
りゅう

行
こう

を招
まね

き得
う

ると報
ほう

じる２日
か

付
づけ

G1サイトの記
き

事
じ

の一
いち

部
ぶ

環
かん

境
きょう

許
きょ

可
か

に関
かん

する法
ほう

案
あん

の審
しん

議
ぎ

の様
よう

子
す

（下
か

院
いん

、
Pablo Valadares/Camara dos Deputados）

森
しん

林
りん

火
か

災
さい

が昨
さく

年
ねん

前
ぜん

月
げつ

比
ひ

で49％増
ふ

えたと報
ほう

じる
５日

か

付
づけ

Ｇ１サイトの記
き

事
じ

の一
いち

部
ぶ

国
こく

際
さい

環
かん

境
きょう

デーに合
あ

わせて連
れん

邦
ぽう

議
ぎ

会
かい

の建
たて

物
もの

に投
とう

射
しゃ

され
たDecada da Restauracao、Cidades Verdes の文

も

字
じ

乱
らん

開
かい

発
はつ

された法
ほう

定
てい

アマゾン（Marizilda Cruppe/Amazon Watch/Amazônia Real）

環
かん

境
きょう

問
もん

題
だい

で岐
き

路
ろ

に立
た

つ伯
はっ

国
こく

政
せい

権
けん

の監
かん

視
し

緩
かん

和
わ

に厳
きび

しい声
こえ

ラコ ム記
き

者
しゃ

　

６
月が

つ

１
８
日に

ち

は
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
日ひ

だ
が
、
国こ

く

際さ
い

的て
き

に
は
５
日か

の
「
国こ

く

際さ
い

環か
ん

境き
ょ
うデ
ー
」
の
方ほ

う

が
知ち

名め
い

度ど

が
高た

か

い
。
日に

本ほ
ん

で
も
６
月が

つ

を
環か

ん

境き
ょ
う

月げ
っ

間か
ん

と
し
て
い
る
が
、

伯は
っ

国こ
く

で
は
環か

ん

境き
ょ
う

月げ
っ

間か
ん

と
い
う
見み

方か
た

は
な
い
よ
う
だ
。
こ
の

環か
ん

境き
ょ
う

問も
ん

題だ
い

は
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの
言げ

ん

動ど
う

が
世せ

界か
い

と

の
ズ
レ
を
生し

ょ
う

じ
て
い
る
こ
と
で
、
注

ち
ゅ
う

目も
く

を
浴あ

び
て
い
る
部ぶ

分ぶ
ん

で
も
あ
る
。
そ
の
流な

が

れ
を
振ふ

り
返か

え

り
た
い
。
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が
増ふ

え
て
よ
か
っ
た
」
と
笑え

顔が
お

を

浮う

か
べ
る
。

　

練れ
ん

習し
ゅ
うに
つ
い
て
聞き

く
と
「
両

り
ょ
う

親し
ん

に
指し

導ど
う

し
て
も
ら
い
『
形か

た

』
の
稽け

い

古こ

や
基き

礎そ

の
稽け

い

古こ

、
筋き

ん

肉に
く

ト
レ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
毎ま

い

日に
ち

５
時じ

間か
ん

程ほ
ど

練れ
ん

習し
ゅ
う

し
ま
し
た
。
ビ
ラ
カ
ロ
ン
の
祖そ

父ふ

の

道ど
う

場じ
ょ
うに
行い

き
、
祖そ

父ふ

や
親し

ん

戚せ
き

に
も

指し

導ど
う

し
て
も
ら
う
こ
と
も
。
両

り
ょ
う

親し
ん

が
空か

ら

手て

で
必ひ

つ

要よ
う

な
筋き

ん

肉に
く

ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行お

こ
な
う
為た

め

に
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト

レ
ー
ナ
ー
や
、
健け

ん

康こ
う

管か
ん

理り

を
す
る

栄え
い

養よ
う

士し

も
付つ

け
て
く
れ
ま
し
た
。

家か

族ぞ
く

の
サ
ポ
ー
ト
が
な
か
っ
た
ら

今い
ま

の
私わ

た
しは
無な

い
し
、こ
こ
ま
で
支さ

さ

え

て
く
れ
た
こ
と
を
本ほ

ん

当と
う

に
感か

ん

謝し
ゃ

し
て
い
ま
す
。
あ
と
は
精せ

い
一い

っ

杯ぱ
い

全ぜ
ん

力り
ょ
く

で
頑が

ん

張ば

る
だ
け
で
す
！
」
と
意い

気き

込ご

み
を
語か

た
っ
た
。

　

ニ
コ
リ
さ
ん
に
と
っ
て
空か

ら

手て

と
は
何な

に

か
と
尋た

ず

ね
る
と
、「
空か

ら

手て

は
私わ

た
しの
人じ

ん

生せ
い

の
す
べ
て
。
幼よ

う

少し
ょ
う

期き

か
ら
練れ

ん

習し
ゅ
うし
て
い
る
の
で
私わ

た
しの

考か
ん
がえ
方か

た

や
性せ

い

格か
く

、
こ
れ
か
ら
の
目も

く

標ひ
ょ
うに
強つ

よ

く
影え

い

響き
ょ
うし
て
い
ま
す
。

そ
の
空か

ら

手て

を
教お

し

え
て
く
れ
て
い
る
家か

族ぞ
く

に
心こ

こ
ろか
ら『
あ
り
が
と
う
』

を
言い

い
た
い
」
と
感か

ん

謝し
ゃ

の
眼ま

な

差ざ

し
で
語か

た
っ
た
。

　

育や
す

孝の
り

さ
ん
は
、「
今こ

ん

回か
い

だ
け
で
な
く
今い

ま

ま
で
泣な

く
ほ
ど
仕し

込こ

ん

だ
よ
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
狭せ

ま

き
門も

ん

、
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うも
優ゆ

う

勝し
ょ
うも
並な

み

大た
い

抵て
い

の
こ

と
じ
ゃ
な
い
が
精せ

い

一い
っ

杯ぱ
い

頑が
ん

張ば

っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
空か

ら

手て

で
学ま

な

ん

だ
忍に

ん

耐た
い

、
経け

い

験け
ん

を
人じ

ん

生せ
い

に
大お

お

い
に
生い

か
し
て
ほ
し
い
。
人ひ

と

の
意い

見け
ん

に
聞き

く
耳み

み

を
持も

つ
真ま

っ
直す

ぐ
な
人に

ん

間げ
ん

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
期き

待た
い

を
よ
せ
笑え

顔が
お

で
語か

た
っ
た
。

　

両
り
ょ
う

親し
ん

の
シ
モ
ー
ネ
氏し

と
パ
ウ
ロ
氏し

は
、「
こ
の
為た

め

に
多お

お

く
の
時じ

間か
ん

を

練れ
ん

習し
ゅ
うに
費つ

い

や
し
た
。
ニ
コ
リ
は
と
て
も
い
い
選せ

ん

手し
ゅ

な
の
で
、
予よ

選せ
ん

を

突と
っ

破ぱ

し
て
五ご

輪り
ん

出し
ゅ
つ

場じ
ょ
うの
可か

能の
う

性せ
い

が
あ
る
と
思お

も
い
ま
す
。
ラ
イ
バ
ル
が

多お
お

く
狭せ

ま

き
門も

ん

で
す
が
全ぜ

ん

力り
ょ
くで
頑が

ん

張ば

って
ほ
し
い
。
そ
し
て
こ
の
空か

ら

手て

の
経け

い

験け
ん

と
努ど

力り
ょ
くを
こ
れ
か
ら
の
人じ

ん

生せ
い

に
役や

く

立だ

て
て
ほ
し
い
」
と
願ね

が
い

を
込こ

め
た
。
今こ

ん

回か
い

は
惜お

し
く
も
落ら

く

選せ
ん

し
た
と
は
言い

え
、
五ご

輪り
ん

を
目め

指ざ

し
て
訓く

ん

練れ
ん

を
積つ

む
と
い
う
貴き

重ち
ょ
うな
経け

い

験け
ん

か
ら
得え

た
も
の
は
多お

お

く
、

将し
ょ
う

来ら
い
への
大お

お

き
な
糧か

て

と
な
っ
た
に
違ち

が
い
な
い
。（
淀よ

ど

貴た
か

彦ひ
こ

記き

者し
ゃ

）

本ほ
ん

部ぶ

」
会か

い

長ち
ょ
うで
範は

ん

士し

十じ
ゅ
う

段だ
ん

だ
。

　

範は
ん

士し

は
武ぶ

道ど
う

に
お
け
る
最さ

い

高こ
う

位い

の
称

し
ょ
う

号ご
う

で
、
同ど

う

氏し

は
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

外が
い

在ざ
い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

で
初は

じ

め
て
取し

ゅ

得と
く

し
た

功こ
う

労ろ
う

者し
ゃ

だ
。
ま
た
、
世せ

界か
い

空か
ら

手て

道ど
う

連れ
ん

盟め
い（
Ｗ
Ｋ
Ａ
）
が
認に

ん

定て
い

し

た
唯ゆ

い一い
つの
沖お

き

縄な
わ

出し
ゅ
っ

身し
ん
一い

っ

級き
ゅ
う

審し
ん

判ぱ
ん

員い
ん

で
、南な

ん

米べ
い

や
北ほ

く

米べ
い

、ヨ
ー
ロッ
パ
な

ど
で
も
指し

導ど
う

し
、
世せ

界か
い

大た
い

会か
い

に

出し
ゅ
つ

場じ
ょ
うす
る
選せ

ん

手し
ゅ

を
多た

数す
う

育そ
だ

て
空か

ら

手て

の
普ふ

及き
ゅ
うに
貢こ

う

献け
ん

し
た
功こ

う

績せ
き

を

持も

つ
。
２
０
１
２
年ね

ん

に
は
サ
ン
パ

ウ
ロ
名め

い

誉よ

市し

民み
ん

章し
ょ
うも
授じ

ゅ

与よ

し
た
。

　

そ
の
育や

す

孝の
り

さ
ん
と
妻つ

ま

ヘ
レ
ナ

さ
ん
（
７
３
歳さ

い

・
二に

世せ
い

）
の
間

あ
い
だ

に
生う

ま
れ
た
５
人に

ん

の
子こ

の
長

ち
ょ
う

女じ
ょ

与よ

那な

嶺み
ね

シ
モ
ー
ネ
・
ハ
ツ
ミ
さ
ん

（
５
２
歳さ

い

・
三さ

ん

世せ
い

）（Sim
on
e H
atsum

i Y
on
am
in
e

）

と
、
父ち

ち

パ
ウ
ロ
・
ミ
ゲ
ル
・
モ
タ
・
ジ
ュ
ニ
オ
ー
ル
氏し

（
５
８
歳さ

い

・

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

）（P
aulo M

iguel M
ota Junior

）
と
の

間あ
い
だに
生う

ま
れ
た
３
女じ

ょ

が
ニ
コ
リ
さ
ん
だ
。

　

シ
モ
ー
ネ
さ
ん
は
剛ご

う

柔じ
ゅ
う

流り
ゅ
う７
段だ

ん

、
糸し

東と
う

流り
ゅ
う６
段だ

ん

。
パ
ウ
ロ

さ
ん
は
糸し

東と
う

流り
ゅ
う７
段だ

ん

で
サ
ン
パ
ウ
ロ
州し

ゅ
う
ジ
ャ
ボ
チ
カ
バ
ル
市し

（Jab
o
ticab

al

）
に
糸し

東と
う

流り
ゅ
う

林は
や
し

派は

ブ
ラ
ジ
ル
支し

部ぶ

長ち
ょ
うと
し
て

道ど
う

場じ
ょ
うを
構か

ま

え
て
い
る
。

　

そ
の
間あ

い
だに
生う

ま
れ
た
ニ
コ
リ
さ
ん
も
３
歳さ

い

か
ら
空か

ら

手て

の
稽け

い

古こ

を
始は

じ

め
、「
形か

た

試じ

合あ
い

」
を
主お

も

に
ブ
ラ
ジ
ル
空か

ら

手て

連れ
ん

盟め
い

公こ
う

式し
き

の
全ぜ

ん

伯ぱ
く

大た
い

会か
い

や
南な

ん

米べ
い

大た
い

会か
い

、
パ
ン
ア
メ
リ
カ
大た

い

会か
い

な
ど
で
幾い

く

度ど

と
な
く

優ゆ
う

勝し
ょ
うを
収お

さ

め
て
い
る
。

　

ま
た
世せ

界か
い

空か
ら

手て

道ど
う

連れ
ん

盟め
い

の
世せ

界か
い

大た
い

会か
い

に
５
度ど

も
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うす
る
程ほ

ど

の
輝か

が
やか
し
い
実じ

っ

績せ
き

を
持も

つ
。
そ
の
実じ

っ

績せ
き

が
認み

と

め
ら
れ
、
現げ

ん

在ざ
い

通か
よ

う

エ
ス
タ
シ
オ・デ・サ
大だ

い

学が
く

リ
ベ
イ
ロ
ン・
プ
レ
ッ
ト
校こ

う

（Estácio 
d
e Sá　

R
ib
eirão P

reto

）
の
学が

く

費ひ

も
州

し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

の
奨

し
ょ
う

学が
く

金き
ん

が
出だ

さ
れ
免め

ん

除じ
ょ

さ
れ
て
い
る
。

パ
リ
に
い
る
本ほ

ん

人に
ん

に
オ
ン
ラ
イ
ン
取し

ゅ

材ざ
い

　
ニ
コ
リ
さ
ん
は
７
日か

の
オ
ン
ラ
イ
ン
取し

ゅ

材ざ
い

で
、「
コ
ロ
ナ

の
影え

い

響き
ょ
うで
五ご

輪り
ん

が
延え

ん

期き

し
選せ

ん

考こ
う

試じ

合あ
い

も
１
年ね

ん

延え
ん

期き

。
災さ

い

禍か

前ま
え

は
連れ

ん

日じ
つ

遠え
ん

方ぽ
う

の
試し

合あ
い

が
続つ

づ

き
、
基き

本ほ
ん

の
稽け

い

古こ

が
で
き

ず
忙い

そ
がし
い
毎ま

い

日に
ち

を
送お

く
っ
て
い
た
。

延え
ん

期き

に
な
っ
た

こ
と
で
逆ぎ

ゃ
くに
五ご

輪り
ん

の
練れ

ん

習し
ゅ
うに
専せ

ん

念ね
ん

で
き
る
時じ

間か
ん

右
みぎ

からニコリさんの母
はは

シモーネ氏
し

、パウ
ロ氏

し

　Jaboticabal 道
どう

場
じょう

にて撮
さつ

影
えい

（撮
さつ

影
えい

の為
ため

、一
いち

時
じ

的
てき

にマスクを外
はず

している）

与
よ

那
な

嶺
みね

範
はん

士
し

夫
ふう

婦
ふ

と娘
むすめ

シモーネさんの家
か

族
ぞく

( 中
ちゅう

央
おう

が与
よ

那
な

嶺
みね

夫
ふ

妻
さい

、
左
ひだり

上
うえ

がニコリさんの父
ちち

パウロ氏
し

、その左
ひだり

隣
どなり

が母
はは

シモーネ氏
し

)（コ
ロナ禍

か

前
まえ

の撮
さつ

影
えい

）

試
し

合
あい

前
まえ

の緊
きん

張
ちょう

した面
おも

持
も

ちでオンライン取
しゅ

材
ざい

を受
う

けるニコリさん

【琉
りゅう

武
ぶ

会
かい

総
そう

本
ほん

部
ぶ

道
どう

場
じょう

内
ない

】与
よ

那
な

嶺
みね

範
はん

士
し

と道
どう

場
じょう

生
せい

（中
ちゅう

央
おう

右
みぎ

が与
よ

那
な

嶺
みね

範
はん

士
し

、その横
よこ

が妻
つま

ヘレナ氏
し

、その後
うし

ろがシモーネ氏
し

、右
みぎ

が４女
じょ

ユカ氏
し

）（撮
さつ

影
えい

の為
ため

、一
いち

時
じ

的
てき

にマスクを外
はず

している）

剛
ごう

柔
じゅう

流
りゅう

・与
よ

那
な

嶺
みね

育
やす

孝
のり

範
はん

士
し

の孫
まご

　

も
う
一ひ

とつ
は
実じ

っ

戦せ
ん

空か
ら

手て

（
フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
空か

ら

手て

）
と
呼よ

ば
れ
、

伝で
ん

統と
う

派は

か
ら
派は

生せ
い

し
た
空か

ら

手て

で
大お

お

き
な
団だ

ん

体た
い

は
「
極

き
ょ
く

真し
ん

会か
い

館か
ん

」

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

ニ
コ
リ
さ
ん
は
五ご

輪り
ん

空か
ら

手て

海か
い

外が
い

代だ
い

表ひ
ょ
う

選せ
ん

手し
ゅ

選せ
ん

考こ
う

試じ

合あ
い

大た
い

会か
い

に
ブ
ラ
ジ
ル
代だ

い

表ひ
ょ
うと
し
て
「
形か

た

試じ

合あ
い

―
女じ

ょ

子し

の
部ぶ

」
に
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うし
た
。
同ど

う

部ぶ

門も
ん

は
世せ

界か
い

各か
っ

国こ
く

か
ら

４
４
人に

ん

が
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
う、
う
ち
五ご

輪り
ん

出し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

枠わ
く

は
わ
ず
か
３

人に
ん

と
い
う
狭せ

ま

き
門も

ん

だ
。

　
ニ
コ
リ
さ
ん
が
生う

ま
れ
た
与よ

那な

嶺み
ね

家け

は
空か

ら

手て

一い
っ

家か

で
、
同ど

う

氏し

の
祖そ

父ふ

に
あ
た
る
与よ

那な

嶺み
ね

育や
す

孝の
り

さ
ん
（
８
０

歳さ
い

・
那な

覇は

）
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

ビ
ラ
カ
ロ
ン
に
本ほ

ん

部ぶ

を
置お

く
「
沖お

き

縄な
わ

空か
ら

手て

道ど
う

剛ご
う

柔じ
ゅ
う

流り
ゅ
う

武ぶ

術じ
ゅ
つ

協き
ょ
う

会か
い

琉り
ゅ
う

武ぶ

会か
い

総そ
う

　
「
家か

族ぞ
く

や
周ま

わ

り
の
力ち

か
らが
あ
っ
て
こ
こ
ま
で
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
精せ

い
一い

っ

杯ぱ
い

全ぜ
ん

力り
ょ
くを
出だ

し
て
、
五ご

輪り
ん
へ
の
道み

ち

を
目め

指ざ

し
た

い
」
―
―
東と

う

京き
ょ
う

五ご

輪り
ん

空か
ら

手て

部ぶ

門も
ん

の
海か

い

外が
い

選せ
ん

手し
ゅ

選せ
ん

考こ
う

試じ

合あ
い

を
控ひ

か

え
る
与よ

那な

嶺み
ね

・
モ
タ
・
ヘ
レ
ナ
・
ニ
コ
リ
さ
ん
（
２
５
歳さ

い

・

三さ
ん

世せ
い

・
糸し

東と
う

流り
ゅ
う

初し
ょ

段だ
ん

）
は
、
す
こ
し
緊き

ん

張ち
ょ
うし
た
面お

も

持も

ち
で
胸

き
ょ
う

中ち
ゅ
うを
語か

た
っ
た
。
間ま

近ぢ
か

に
迫せ

ま

る
「
東と

う

京き
ょ
うオ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
」
の
空か

ら

手て

競き
ょ
う

技ぎ

代だ
い

表ひ
ょ
う

選せ
ん

手し
ゅ

選せ
ん

考こ
う

試じ

合あ
い

が
、
世せ

界か
い

か
ら
代だ

い

表ひ
ょ
うク
ラ
ス
の
選せ

ん

手し
ゅ

が
パ
リ
に
集あ

つ

ま
っ
て
６
月が

つ

１
１
日に

ち

か
ら

１
３
日に

ち

ま
で
行お

こ
なわ
れ
、
ニ
コ
リ
さ
ん
も
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うし
た
。
そ
の
結け

っ

果か

、
ブ
ラ
ジ
ル
勢ぜ

い

の
入

に
ゅ
う

賞し
ょ
う

者し
ゃ

ゼ
ロ
と
な
り
、
惜お

し
く
も
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

権け
ん

を
逃の

が

し
た
。
も
し
も
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うで
き
て
い
た
ら
、
空か

ら

手て

で
は
唯ゆ

い

一い
つの
日に

っ

系け
い

代だ
い

表ひ
ょ
う

選せ
ん

手し
ゅ

に
な
っ
て
い
た
。
今こ

ん

回か
い

の
取し

ゅ

材ざ
い

は
そ
れ
が
決き

ま
る
直

ち
ょ
く

前ぜ
ん

、
パ
リ
で
の
試し

合あ
い

の
前ま

え

に
行お

こ
なわ
れ
た
た
め
、
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うを
期き

待た
い

す
る
コ
メ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。

「
家か

族ぞ
く

の
協き

ょ
う

力り
ょ
く

で
こ
こ
ま
で
来き

た
」

　

空か
ら

手て

は
今こ

ん

回か
い

の
東と

う

京き
ょ
う

五ご

輪り
ん

で
初は

じ

め
て
正せ

い

式し
き

競き
ょ
う

技ぎ

と
な
る
。
空か

ら

手て

は
時と

き

の
琉

り
ゅ
う

球き
ゅ
う

王お
う

国こ
く

（
現げ

ん

沖お
き

縄な
わ

）
が
発は

っ

祥し
ょ
うの
武ぶ

道ど
う

で
、
世せ

界か
い

約や
く

２
０
０
カ
国こ

く

に
広ひ

ろ

が
り
、
競

き
ょ
う

技ぎ

人じ
ん

口こ
う

は
約や

く

６
千せ

ん

万ま
ん

人に
ん

い
る
と
言い

わ
れ
て
い
る
。

　

空か
ら

手て

は
大お

お

き
く
二ふ

た

つ
に
分わ

か
れ
、
今こ

ん

回か
い

の
東と

う

京き
ょ
う

五ご

輪り
ん

で
採さ

い

用よ
う

さ
れ
た
の
は
、
伝で

ん

統と
う

派は

空か
ら

手て

（
ノ
ン
コ
ン
タ
ク
ト
空か

ら

手て

）
と
呼よ

ば
れ
る
も
の
。
攻こ

う

撃げ
き

技わ
ざ

と
防ぼ

う

御ぎ
ょ

技わ
ざ

を
組く

み
合あ

わ
せ
た
伝で

ん

統と
う

的て
き

な

一い
ち

連れ
ん

の
流な

が

れ
を
演え

ん

武ぶ

す
る
「
形か

た

」
や
、
相あ

い

手て

の
身し

ん

体た
い

に
攻こ

う

撃げ
き

を

当あ

て
る
寸す

ん

前ぜ
ん

で
止と

め
る
「
組く

み

手て

」
に
主し

ゅ

軸じ
く

を
置お

く
空か

ら

手て

。
４
大だ

い

流り
ゅ
う

派は

は
「
剛ご

う

柔じ
ゅ
う

流り
ゅ
う」「
糸し

東と
う

流り
ゅ
う」「
松

し
ょ
う

濤と
う

館か
ん

流り
ゅ
う」「
和わ

道ど
う

流り
ゅ
う」。

五
ご

輪
りん

海
かい

外
がい

選
せん

手
しゅ

候
こう

補
ほ

のニコリさん

ニコリ選
せん

手
しゅ

惜
お

しくも代
だい

表
ひょう

落
らく

選
せん

東
京
五
輪

とうきょう

ごりん

空
手
予
選

か
ら

て

よ

せ
ん
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る
バ
イ
デ
ン
氏し

の
意い

向こ
う

と
、
コ
ロ
ナ
禍か

に
よ
る
困こ

ん

難な
ん

な
ど
を
受う

け

て
送お

く

り
込こ

ま
れ
る
親お

や

同ど
う

伴は
ん

の
な
い
子こ

供ど
も

達た
ち

だ
。
３
月が

つ

１
０
日か

は
、

過か

去こ

の
平へ

い

均き
ん

の
約や

く

２
倍ば

い

の
８
０
０
人に

ん

が
国こ

っ

境き
ょ
うに
到と

う

着ち
ゃ
く。
国こ

っ

境き
ょ
う

付ふ

近き
ん

で
保ほ

護ご

さ
れ
て
い
る
親お

や

同ど
う

伴は
ん

で
な
い
子こ

供ど
も

は
、
少す

く

な
く
と
も
３

７
０
０
人に

ん

に
及お

よ

ぶ
と
い
う
。

　

専せ
ん

門も
ん

家か

は
、
国こ

っ

境き
ょ
うに
着つ

く
移い

民み
ん

達た
ち

の
増ぞ

う

加か

に
は
、
よ
り
人じ

ん

道ど
う

的て
き

な
対た

い

応お
う

を
と
願ね

が

う
バ
イ
デ
ン
政せ

い

権け
ん

の
姿し

勢せ
い

の
変へ

ん

化か

だ
け
で
な

く
、
コ
ロ
ナ
禍か

や
昨さ

く

年ね
ん

半な
か

ば
に
中

ち
ゅ
う

央お
う

ア
メ
リ
カ
を
襲お

そ

っ
た
ハ
リ
ケ
ー

ン
な
ど
に
よ
る
経け

い

済ざ
い

状じ
ょ
う

況き
ょ
うの
悪あ

っ

化か

も
あ
る
と
見み

て
い
る
。

既す
で

に
入に

ゅ
う

国こ
く

し
た
人ひ

と

達た
ち

の
扱あ

つ
か

い
は
？

　

扱あ
つ
かい
が
難む

ず
か
し
い
の
は
、
既す

で

に
同ど

う

国こ
く

内な
い

に
い
る
人ひ

と

達た
ち

に
つ
い
て
も
同お

な

じ
だ
。
１
６
万ま

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
うい
る
と
さ
れ
る
伯は

く

人じ
ん

の
一い

ち

例れ
い

は
、
２
０
１

９
年ね

ん

に
夫お

っ
と
と
共と

も

に
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州し

ゅ
うに
来き

た
ガ
ブ
リ
エ
ラ
・
リ

ベ
イ
ロ
氏し（
２
８
）だ
。
彼か

の

女じ
ょ

達た
ち

は
６
カ
月げ

っ

間か
ん

の
滞た

い

在ざ
い

の
つ
も
り
だ
っ

た
が
、
滞た

い

在ざ
い

期き

間か
ん

を
６
カ
月げ

っ

間か
ん

延え
ん

長ち
ょ
う

後ご

も
米べ

い

国こ
く

に
住す

み
つ
き
、
不ふ

法ほ
う

滞た
い

在ざ
い

（
不ふ

法ほ
う

移い

民み
ん

）
と
な
っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
政せ

い

権け
ん

で
は
合ご

う

法ほ
う

化か

の
術す

べ

は
な
か
っ
た
と
い
う
ガ
ブ
リ
エ

ラ
氏し

は
、
新し

ん

政せ
い

権け
ん

で
の
移い

民み
ん

政せ
い

策さ
く

変へ
ん

更こ
う

に
期き

待た
い

し
て
い
る
。
彼か

の

女じ
ょ

達た
ち

は
移い

民み
ん

問も
ん

題だ
い

専せ
ん

門も
ん

の
弁べ

ん

護ご

士し

の
助じ

ょ

言げ
ん

を
受う

け
、
各か

く

種し
ゅ

の
書し

ょ

類る
い

を
常

じ
ょ
う

時じ

更こ
う

新し
ん

し
て
い
る
。
ま
た
、
種し

ゅ

々じ
ゅ

の
料

り
ょ
う

金き
ん

や
税ぜ

い

金き
ん

は
全す

べ

て
き
ち
ん
と

支し

払は
ら

って
お
り
、い
ざ
と
い
う
時と

き

の
た
め
の
貯た

く
わ
え
も
あ
る
と
い
う
。

　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州し

ゅ
う
に
住す

ん
で
い
る
エ
ロ
イ
ザ
・
ペ
レ
イ
ラ
氏し

は
、
４
２
歳さ

い

の
時と

き

に
解か

い

雇こ

さ
れ
た
が
、
生い

き
て
い
く
た
め
、
２
０

０
２
年ね

ん

に
渡と

米べ
い

。
市し

民み
ん

権け
ん

を
得え

る
た
め
に
２
万ま

ん

レ
ア
ル
を
払は

ら

っ
て
、

偽い
つ
わり
の
結け

っ

婚こ
ん

を
す
る
人ひ

と

も
い
る
が
、
裁さ

い

判ば
ん

官か
ん

の
前ま

え

で
嘘う

そ

を
つ
き
通と

お

す
勇ゆ

う

気き

は
な
く
、
今い

ま

に
至い

た

って
い
る
と
い
う
。

　

ま
た
幼お

さ
ない
頃こ

ろ

、
親お

や

と
共と

も

に
米べ

い

国こ
く

に
来き

た
「
ド
リ
ー
マ
ー
」
と
呼よ

ば
れ
る
人ひ

と

達た
ち

も
、
移い

民み
ん

法ほ
う

改か
い

正せ
い

で
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
や
市し

民み
ん

権け
ん

の

取し
ゅ

得と
く

が
可か

能の
う

と
な
り
、
正せ

い

式し
き

な
米べ

い

国こ
く

市し

民み
ん

と
な
る
事こ

と

を
願ね

が

っ
て
い

る
。
そ
う
す
れ
ば
、
胸む

ね

を
張は

っ
て
生せ

い

活か
つ

で
き
る
よ
う
に
な
る
上う

え

に
、

米べ
い

国こ
く

で
働は

た
ら

き
、
投と

う

資し

を
行お

こ
なっ
た
り
す
る
た
め
の
ビ
ザ
の
取し

ゅ

得と
く

も
可か

能の
う

に
な
る
か
ら
だ
。

　

多お
お

く
の
不ふ

法ほ
う

滞た
い

在ざ
い

者し
ゃ

は
祖そ

国こ
く

に
妻つ

ま

や
子こ

供ど
も

、
両

り
ょ
う

親し
ん

な
ど
を
残の

こ

し
て
お
り
、
家か

族ぞ
く

や
親し

ん

族ぞ
く

、
友ゆ

う

人じ
ん

、
知ち

人じ
ん

達た
ち

と
会あ

う
事こ

と

も
で
き
な

い
事こ

と

が
、
常つ

ね

に
心こ

こ
ろに
重お

も

く
の
し
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
。
市し

民み
ん

権け
ん

を

得え

れ
ば
、
祖そ

国こ
く

に
戻も

ど

っ
て
親し

ん

類る
い

縁え
ん

者じ
ゃ

に
会あ

う
事こ

と

も
、
再ふ

た
た

び
米べ

い

国こ
く

に

戻も
ど

る
事こ

と

も
可か

能の
う

と
な
る
。

国こ
っ

境き
ょ
う

越ご

え
を
試こ

こ
ろ

み
た
人ひ

と

達た
ち

を
強き

ょ
う

制せ
い

送そ
う

還か
ん

　

ト
ラ
ン
プ
政せ

い

権け
ん

の
厳き

び

し
い
移い

民み
ん

政せ
い

策さ
く

を
急

き
ゅ
う

激げ
き

に
変か

え
る
事こ

と

が
で

き
な
い
事こ

と

は
、
５
月が

つ

２
１
日に

ち

に
、
バ
イ
デ
ン
政せ

い

権け
ん

初は
つ

の
強

き
ょ
う

制せ
い

送そ
う

還か
ん

が
行お

こ
な
わ
れ
た
事こ

と

で
も
明あ

き

ら
か
だ
。

　

今こ
ん

回か
い

の
強

き
ょ
う

制せ
い

送そ
う

還か
ん

の
対た

い

象し
ょ
う

者し
ゃ

は
３
０
人に

ん

で
、
ミ
ナ
ス
州し

ゅ
うの
コ
ン

フ
ィ
ン
ス
空く

う

港こ
う

に
到と

う

着ち
ゃ
く。
ミ
ナ
ス
州し

ゅ
う

は
米べ

い

国こ
く

へ
の
不ふ

法ほ
う

入に
ゅ
う

国こ
く

を
試

こ
こ
ろ

み
る
人ひ

と

達た
ち

が
多お

お

い
州し

ゅ
うの
一ひ

とつ
だ
。

　
５
月が

つ

２
２
日に

ち

付づ
け

エ
ス
タ
ー
ド
紙し

に
よ
る
と
、
強

き
ょ
う

制せ
い

送そ
う

還か
ん

さ
れ
た

一ひ
と

人り

で
ミ
ナ
ス
州

し
ゅ
う

東と
う

部ぶ

の
サ
ン
ジ
ョ
ア
ン
・
ド
・
マ
ン
テ
ニ
ニ
ャ
在ざ

い

住じ
ゅ
うの
３
１
歳さ

い

の
男だ

ん

性せ
い

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
下し

た

着ぎ

類る
い

の
製せ

い

造ぞ
う

工こ
う

場じ
ょ
うで
働

は
た
ら

い
て
い
た
が
、
そ
の
生せ

い

活か
つ

に
見み

切き

り
を
つ
け
、
７
歳さ

い

の
子こ

供ど
も

を
残の

こ

し
て
米べ

い

国こ
く

行い

き
を
試こ

こ
ろ
み
た
。
メ
キ
シ
コ
と
の
国こ

っ

境き
ょ
うに
は
３
月が

つ

５
日か

に
到と

う

着ち
ゃ
くし
た
が
、
あ
っ
け
な
く
捕つ

か

ま
り
ア
リ
ゾ
ナ
州し

ゅ
うの
収

し
ゅ
う

容よ
う

施し

設せ
つ

に
連れ

ん

行こ
う

後ご

、
強

き
ょ
う

制せ
い

送そ
う

還か
ん

と
な
っ
た
。

　

ベ
ロ
・
オ
リ
ゾ
ン
テ
市し

で
タ
ク
シ
ー
運う

ん

転て
ん

手し
ゅ

を
し
て
い
た
５
１

歳さ
い

の
男だ

ん

性せ
い

は
、
４
月が

つ

２
１
日に

ち

に
国こ

っ

境き
ょ
うで
捕つ

か

ま
り
、
サ
ン
デ
ィエ
ゴ

に
連れ

ん

行こ
う

さ
れ
た
後あ

と

、
ア
リ
ゾ
ナ
州し

ゅ
うの
施し

設せ
つ

に
移う

つ

さ
れ
た
と
い
う
。

　

強
き
ょ
う

制せ
い

送そ
う

還か
ん

さ
れ
た
人ひ

と

達た
ち

は
収

し
ゅ
う

容よ
う

施し

設せ
つ

で
の
食

し
ょ
く

事じ

や
扱あ

つ
かい
に
対た

い

す

る
不ふ

満ま
ん

は
語か

た

っ
て
い
な
い
。
だ
が
、
強

き
ょ
う

制せ
い

送そ
う

還か
ん

さ
れ
た
機き

内な
い

で
は

手て

錠じ
ょ
うと
足あ

し

か
せ
が
は
め
ら
れ
、
自じ

由ゆ
う

が
束そ

く

縛ば
く

さ
れ
て
い
た
事こ

と

に
は

不ふ

満ま
ん

た
ら
た
ら
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
ト
ラ
ン
プ
政せ

い

権け
ん

で
強

き
ょ
う

制せ
い

送そ
う

還か
ん

さ
れ
た
人ひ

と

達た
ち

が
一い

ち

様よ
う

に
、
食

し
ょ
く

事じ

や
施し

設せ
つ

で
の
扱あ

つ
かい
に
も
不ふ

満ま
ん

を

唱と
な

え
て
い
た
事こ

と

を
考か

ん
が

え
れ
ば
、
不ふ

法ほ
う

移い

民み
ん

へ
の
扱あ

つ
かい
は
人じ

ん

道ど
う

的て
き

に

な
って
き
た
と
い
え
そ
う
だ
。

伯は
っ

国こ
く

は
か
つ
て
の
魅み

力り
ょ
く

を
失う

し
なっ
た
？

　

今こ
ん

回か
い

の
強

き
ょ
う

制せ
い

送そ
う

還か
ん

は
、
不ふ

法ほ
う

入に
ゅ
う

国こ
く

を
助た

す

け
る
と
触ふ

れ
込こ

ん
で

金か
ね

を
稼か

せ

ぐ
コ
ヨ
ー
テ
達た

ち

が
健け

ん

在ざ
い

で
あ
る
事こ

と

や
、
母ぼ

国こ
く

で
の
困こ

ん

難な
ん

を

米べ
い

国こ
く

移い

住じ
ゅ
うで
乗の

り
越こ

え
よ
う
と
す
る
人ひ

と

が
後あ

と

を
絶た

た
な
い
事こ

と

を
明あ

き

ら
か
に
し
た
。
こ
の
事こ

と

は
、
メ
キ
シ
コ
ま
で
は
無ぶ

事じ

に
行い

き
つ
い
た

が
国こ

っ

境き
ょ
うで
捕つ

か

ま
る
人ひ

と

や
、
川か

わ

を
泳お

よ

い
で
国こ

っ

境き
ょ
うを
越こ

え
よ
う
と
し
て

命い
の
ちを
落お

と
す
人ひ

と

な
ど
、
不ふ

法ほ
う

入に
ゅ
う

国こ
く

を
試こ

こ
ろ

み
る
人ひ

と

達た
ち

の
悲ひ

劇げ
き

が
容よ

う

易い

に
は
終お

わ
ら
な
い
事こ

と

も
示し

め

し
て
い
る
。

　

伯は
っ

国こ
く

に
夢ゆ

め

や
安あ

ん

定て
い

し
た
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
うを
求も

と

め
て
く
る

人ひ
と

達た
ち

は
今い

ま

も
多お

お

い
が
、
１
８
年ね

ん

の
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

で

ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏し

が
当と

う

選せ
ん

し
た
直

ち
ょ
く

後ご

に
は
、
左さ

派は

や
同ど

う

性せ
い

愛あ
い

者し
ゃ

へ
の
迫は

く

害が
い

が
起お

き
る
か
も
と
考か

ん
が

え
、

国こ
く

外が
い

脱だ
っ

出し
ゅ
つを
考か

ん
が
え
た
若わ

か

者も
の

も
相そ

う

当と
う

数す
う

い
た
。

　

米べ
い

国こ
く

で
の
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

不ふ

法ほ
う

移い

民み
ん

問も
ん

題だ
い

は
、

コ
ロ
ナ
禍か

や
国く

に

と
し
て
の
対た

い

策さ
く

不ぶ

足そ
く

に
よ
る
経け

い

済ざ
い

の
落お

ち
込こ

み
な
ど
も
含ふ

く

め
、
多お

お

く
の
人ひ

と

を
引ひ

き
付つ

け
る
魅み

力り
ょ
くを
持も

っ
て
い
た
伯は

っ

国こ
く

が
、
か
つ
て

の
魅み

力り
ょ
くを
失う

し
なっ
た
の
か
と
思お

も

わ
さ
れ
る
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うが
続つ

づ

き
、
他た

国こ
く

へ
の
移い

民み
ん

を
考か

ん
が

え
る
人ひ

と

が
増ふ

え
て
い
る

現げ
ん

実じ
つ

を
垣か

い

間ま

見み

さ
せ
る
。
国こ

っ

境き
ょ
う

越ご

え
を
試こ

こ
ろ

み
て

捕つ
か

ま
り
、
強

き
ょ
う

制せ
い

送そ
う

還か
ん

さ
れ
る
人ひ

と

達た
ち

が
減へ

る
よ
う

な
、
魅み

力り
ょ
くに
満み

ち
た
国く

に

へ
の
復ふ

っ

活か
つ

を
願ね

が

い
た
い
と

こ
ろ
だ
。

　

１
月が

つ

２
０
日か

に
米べ

い

国こ
く

で
行お

こ
な

わ
れ
た
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ

ン
氏し

の
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

就し
ゅ
う

任に
ん

式し
き

後ご

、
米べ

い

国こ
く

に
住す

む
伯は

く

人じ
ん

を
含ふ

く

む
不ふ

法ほ
う

移い

民み
ん

（
少す

く

な
く
と
も
１
１
０
０
万ま

ん

人に
ん

）
は
、

新あ
た
らし
い
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うが
約や

く

束そ
く

し
た
大だ

い

胆た
ん

な
移い

民み
ん

政せ
い

策さ
く

の
実じ

つ

現げ
ん

に
様さ

ま

々ざ
ま

な
形か

た
ちの
恩お

ん

恵け
い

を
期き

待た
い

し
て
い
る
。

５
月が

つ

の
強き

ょ
う

制せ
い

送そ
う

還か
ん

者し
ゃ

は
30
人に

ん

移い

民み
ん

政せ
い

策さ
く

緩か
ん

和わ

を
期き

待た
い

？

　

バ
イ
デ
ン
政せ

い

権け
ん

で
の
移い

民み
ん

政せ
い

策さ
く

転て
ん

換か
ん

は
、
２
月が

つ

２
日か

の
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

令れ
い

署し
ょ

名め
い

か
ら
始は

じ

ま
った
。
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

令れ
い

は
３
件け

ん

で
、
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ

ン
プ
前ぜ

ん

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うの
移い

民み
ん

政せ
い

策さ
く

の
全ぜ

ん

面め
ん

的て
き

な
見み

直な
お

し
を
指し

示じ

し
た
。

　

中な
か

で
も
注

ち
ゅ
う

目も
く

さ
れ
て
い
た
の
は
、
必ひ

つ

要よ
う

書し
ょ

類る
い

を
持も

た
ず
に
メ
キ

シ
コ
と
の
国こ

っ

境き
ょ
うを
超こ

え
て
不ふ

法ほ
う

入に
ゅ
う

国こ
く

し
た
家か

族ぞ
く

に
対た

い

し
て
採と

ら

れ
た
、
親お

や

子こ

を
引ひ

き
離は

な

す
措そ

置ち

の
撤て

っ

回か
い

だ
。
２
月が

つ

３
日か

付づ
け

エ
ス

タ
ー
ド
紙し

な
ど
に
よ
る
と
、
ト
ラ
ン
プ
政せ

い

権け
ん

時じ

代だ
い

の
２
０
１
７

〜
１
８
年ね

ん

は
、
親お

や

と
引ひ

き
離は

な

さ
れ
た
子こ

供ど
も

が
５
５
０
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
う

に
上の

ぼ

る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
親お

や

の
所し

ょ

在ざ
い

を
確か

く

認に
ん

し
、
親お

や

子こ

を
再さ

い

会か
い

さ
せ
る
た
め
の
責せ

き

任に
ん

を
負お

う
ス
タ
ッ
フ
の
長ち

ょ
う
に
、
１
歳さ

い

で
米べ

い

国こ
く

に
渡わ

た

っ
た
キ
ュ
ー
バ
人じ

ん

の
ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
・
マ
ジ
ョ
ル
カ
ス
氏し

が
命め

い

じ
ら
れ
た
事こ

と

も
注

ち
ゅ
う

目も
く

さ

れ
た
。
同ど

う

氏し

は
ラ
テ
ン
系け

い

移い

民み
ん

で
初は

つ

の
国こ

く

内な
い

の
治ち

安あ
ん

維い

持じ

担た
ん

当と
う

局き
ょ
く

長ち
ょ
うと
な
っ
た
。

　

バ
イ
デ
ン
氏し

は
推す

い

定て
い

１
１
０
０
万ま

ん

人に
ん

と
さ
れ
る
不ふ

法ほ
う

移い

民み
ん

全ぜ
ん

員い
ん

に
法ほ

う

的て
き

な
地ち

位い

を
与あ

た

え
、
市し

民み
ん

権け
ん

取し
ゅ

得と
く

へ
の
道み

ち

も
開ひ

ら

く
意い

向こ
う

と

さ
れ
て
い
る
。時じ

間か
ん

が
か
か
る
移い

民み
ん

政せ
い

策さ
く

の
変へ

ん

更こ
う

　
た
だ
、
移い

民み
ん

政せ
い

策さ
く

の
変へ

ん

更こ
う

は
容よ

う

易い

で
は
な
い
。
急

き
ゅ
う

激げ
き

な
移い

民み
ん

政せ
い

策さ
く

の
転て

ん

換か
ん

は
、
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

か
ら
の
不ふ

法ほ
う

移い

民み
ん

の
急

き
ゅ
う

増ぞ
う

を
防ふ

せ

ぐ
可か

能の
う

性せ
い

が
あ
る
た
め
だ
。
３
月が

つ

１
２
日に

ち

付づ
け

エ
ス
タ
ー
ド
紙し

な
ど
に
よ
る

と
、
バ
イ
デ
ン
氏し

の
就

し
ゅ
う

任に
ん

後ご

、
国こ

っ

境き
ょ
うを
越こ

え
よ
う
と
し
て
捕つ

か

ま
る

人ひ
と

の
数か

ず

は
増ふ

え
て
い
る
と
い
う
。

　

特と
く

に
目め

に
つ
く
の
は
、
不ふ

法ほ
う

移い

民み
ん

に
人じ

ん

道ど
う

的て
き

な
対た

い

応お
う

を
と
考か

ん
が

え

伯
はく

人
じん

の米
べい

国
こく

不
ふ

法
ほう

入
にゅう

国
こく

再
さい

増
ぞう

加
か

バイデン政
せい

権
けん

2020 年
ねん

７月
がつ

15 日
にち

、コロナ禍
か

の中
なか

で米
べい

国
こく

へ陸
りく

路
ろ

侵
しん

入
にゅう

を
試
こころ

みる違
い

法
ほう

移
い

民
みん

たち（Foto fornecida por: Alfandega e 

Protecao de Fronteiras dos EUA）

2018 年
ねん

11月
がつ

19日
にち

、サンジエゴ市
し

南
なん

部
ぶ

サンイサイドロ区
く

。
メキシコとの国

こっ

境
きょう

を、有
ゆう

刺
し

鉄
てっ

線
せん

を張
は

って一
いち

時
じ

閉
へい

鎖
さ

する警
けい

察
さつ

（U.S. Customs and Border ）

川
かわ

を渡
わた

って米
べい

国
こく

に不
ふ

法
ほう

入
にゅう

国
こく

する移
い

民
みん

を、警
けい

察
さつ

犬
けん

を使
つか

って取
と

り締
し

まる警
けい

察
さつ

官
かん

（Foto: Ozzy Trevino）
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ウルクンチュー、タバルンチューの皆さん
またお逢いしましょう

ごあいさつ
高良 太郎

一般財団法人  字小禄財産管理運営会  代表理事（仲天久小）

　字小禄・田原の皆様、しのぎやすい季
節となりましたが、益々お元気でご活躍の
こととお慶び申し上げます。
　1917年若狭丸、河内丸で字小禄・田
原から20家族 39名の先駆者が、この大
陸に大きな夢と希望を抱き、サントス港に
上陸して104年になります。
　その後多くの方々が、ここブラジル国に
大志を抱いて移民されましたが、民族・文
化・自然の異なる大陸で筆舌に尽くしがたい困難に耐えながら、
イイマールの精神で一致協力し、ブラジル国の各分野に於い
てご活躍され、今日の繁栄を築いております。
　私達郷里に於ける同胞にとっても、大変な誇りであります。
　5ヶ年に１回催される、世界のウチナーンチュ大会又、同じ
く５ヶ年ごとに催される字小禄田原ブラジル移民５周年毎の記
念式典に、互いにお逢いすることができ、大きな親善交流が行
われています。
　来年又は２年の内に両親善大会が催され、相互に親善交流
が行われることを大きな楽しみとして居ります。
　ウルクンチュー、タバルンチューの皆さん、またお逢いしましょう。
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（特集１１）　　　　　　第５７５４号 ２０２１（令和三）年　　６月 １８日（金曜日）



第５７５４号　　　　　　　（特集１２）２０２１（令和三）年　　６月 １８日（金曜日）

【寝
ね

技
わざ

】グレイシー柔
じゅう

術
じゅつ

の武
ぶ

器
き

寝
ね

技
わざ

にも木
き

村
むら

政
まさ

彦
ひこ

は絶
ぜっ

対
たい

の自
じ

信
しん

を持
も

っ
ていた。エリオを大

おお

外
そと

刈
が

りでマットに叩
たた

きつけ、そのまま寝
ね

技
わざ

で攻
せ

め続
つづ

けた

じ
１
５
年ね

ん

間か
ん

不ふ

敗は
い

の
ま
ま
現げ

ん

役え
き

を
引い

ん

退た
い

、
当と

う

時じ

３
４
歳さ

い

の
男

お
と
こ

盛ざ
か

り
だ
っ
た
木き

村む
ら

政ま
さ

彦ひ
こ

一い
っ

行こ
う

で
あ
る
。
山や

ま

口ぐ
ち

利と
し

夫お

、
加か

藤と
う

幸ゆ
き

夫お

と
い

う
実じ

つ

力り
ょ
く

者し
ゃ

２
名め

い

を
連つ

れ
て
の
訪ほ

う

伯は
く

で
あ
っ
た
。

　

木き

村む
ら

は
体た

い

重じ
ゅ
う８
５
キ
ロ
と
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

家か

と
し
て
は
決け

っ

し
て
大お

お

き
く
は

な
い
が
、
強

き
ょ
う

豪ご
う

ぶ
り
と
荒あ

ら

々あ
ら

し
い
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

ス
タ
イ
ル
か
ら
「
鬼お

に

の
木き

村む
ら

」
と
謳う

た

わ
れ
た
。
立た

っ
て
は
相あ

い

手て

が
後こ

う

頭と
う

部ぶ

を
打う

っ
て
失し

っ

神し
ん

す

る
強

き
ょ
う

烈れ
つ

な
大お

お

外そ
と

刈が

り
、
寝ね

て
は
ど
の
体た

い

勢せ
い

か
ら
も
一い

っ

気き

に
極き

わ

め
る

腕う
で

が
ら
み
で
、
ど
れ
ほ
ど
の
巨き

ょ

漢か
ん

で
あ
ろ
う
と
木き

村む
ら

の
相あ

い

手て

に
な

ら
な
か
っ
た
。

　
エ
リ
オ
・
グ
レ
イ
シ
ー
は
ブ
ラ
ジ
ル
各か

く

地ち

で
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行お

こ
な

う
木き

村む
ら

政ま
さ

彦ひ
こ

た
ち
に
挑

ち
ょ
う

戦せ
ん

状じ
ょ
うを
叩た

た

き
つ

け
る
。
エ
リ
オ
に
と
っ
て
は
さ
ら
に
名な

を
上あ

げ
る
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
。

木き

村む
ら

政ま
さ

彦ひ
こ

は
「
俺お

れ

が
出で

る
ま
で
は
な
か
ろ
う
」
と
２
２
歳さ

い

の
加か

藤と
う

幸ゆ
き

夫お

を
出だ

し
た
。
千ち

葉ば

選せ
ん

手し
ゅ

権け
ん

大た
い

会か
い

優ゆ
う

勝し
ょ
う、
講こ

う

道ど
う

館か
ん

道ど
う

友ゆ
う

会か
い

優ゆ
う

勝し
ょ
うな
ど
の
赫か

っ

々か
く

た
る
経け

い

歴れ
き

を
持も

つ
現げ

ん

役え
き

バ
リ
バ
リ
の
選せ

ん

手し
ゅ

だ
。

　

加か

藤と
う

は
試し

合あ
い

で
エ
リ
オ
を
投な

げ
に
投な

げ
て
日に

っ

系け
い

人じ
ん

た
ち
を
驚

き
ょ
う

喜き

さ
せ
る
が
、
い
く
ら
投な

げ
て
も
勝か

ち
に
な
ら
な
い
こ
の
ル
ー
ル
で
引ひ

き
分わ

け
と
な
っ
た
。
そ
し
て
日ひ

を
改あ

ら
た
め
て
の
２
度ど

目め

の
対た

い

戦せ
ん

で
エ
リ

オ
に
絞し

め
落お

と
さ
れ
て
し
ま
う
。
ブ
ラ
ジ
ル
紙し

は
《
絞し

め
落お

と
さ

れ
た
黄お

う

色し
ょ
く

人じ
ん

種し
ゅ

》
と
い
う
見み

出だ

し
を
付つ

け
て
加か

藤と
う

が
白し

ろ

目め

を
剥む

い

て
失し

っ

神し
ん

し
て
い
る
写し

ゃ

真し
ん

を
掲け

い

載さ
い

し
た
。

　

グ
レ
イ
シ
ー
側が

わ

は
得と

く

意い

の
頂

ち
ょ
う

点て
ん

で
あ
る
。
対た

い

す
る
日に

っ

系け
い

コ
ロ
ニ

ア
は
い
き
り
た
っ
た
。
木き

村む
ら

一い
っ
こ
う行
が
宿

し
ゅ
く

泊は
く

す
る
ホ
テ
ル
に
押お

し
寄よ

せ

「
エ
リ
オ
を
倒た

お

し
て
く
れ
！
」
と
連れ

ん

日じ
つ

直じ
き

訴そ

し
た
。
一い

っ

行こ
う

の
ひ
と
り

山や
ま

口ぐ
ち

利と
し

夫お

は
〝
満ま

ん

鉄て
つ

の
虎と

ら

〝
の
異い

名み
ょ
うを
と
っ
た
１
０
０
キ
ロ
を
超こ

え
る
偉い

丈じ
ょ
う

夫ふ

だ
が
、
こ
の
ル
ー
ル
で
は
自じ

分ぶ
ん

が
不ふ

利り

に
な
る
と
尻し

り

込ご

み
し
た
。

「
よ
し
。
俺お

れ

が
挑

ち
ょ
う

戦せ
ん

を
受う

け
よ
う
」

７
０
年ね

ん

も
前ま

え

に
戦た

た
か

わ
れ
た
こ
の
試し

合あ
い

は
グ
レ
イ
シ
ー
一い

ち

族ぞ
く

に
と
って

単た
ん

な
る
敗は

い

北ぼ
く

で
は
な
く
、
誇ほ

こ

り
に
ま
で
昇

し
ょ
う

華か

さ
れ
て
い
る
。エ
リ
オ

だ
け
で
は
な
い
。
現げ

ん

在ざ
い

世せ

界か
い

中じ
ゅ
うで
隆

り
ゅ
う

盛せ
い

の
Ｍ
Ｍ
Ａ
（
総そ

う

合ご
う

格か
く

闘と
う

技ぎ

）

の
選せ

ん

手し
ゅ

た
ち
に
も
畏い

敬け
い

を
も
って
語か

た

ら
れ
る
伝で

ん

説せ
つ

の
試し

合あ
い

だ
。

　

当と
う

時じ

、
エ
リ
オ
・
グ
レ
イ
シ
ー
は
ボ
ク
サ
ー
や
レ
ス
ラ
ー
な
ど

様さ
ま

々ざ
ま

な
格か

く

闘と
う

家か

と
戦た

た
かっ
て
連れ

ん

戦せ
ん

連れ
ん

勝し
ょ
うす
る
ブ
ラ
ジ
ル
格か

く

闘と
う

技ぎ

界か
い

の

英え
い

雄ゆ
う

で
あ
っ
た
。

　
コ
ロ
ニ
ア
の
日に

っ

系け
い

柔じ
ゅ
う

道ど
う

家か

た
ち
も
こ
ぞ
っ
て
倒た

お

し
に
か
か
る
が
グ

レ
イ
シ
ー
側が

わ

が
唱と

な

え
る
完か

ん

全ぜ
ん

決け
っ

着ち
ゃ
く、
す
な
わ
ち
タ
ッ
プ
（
参ま

い

っ
た
）

さ
せ
る
か
絞し

め
落お

と
す
（
失し

っ

神し
ん

さ
せ
る
）
ま
で
戦た

た
か

う
過か

酷こ
く

な
ル
ー

ル
に
対た

い

応お
う

で
き
ず
、
こ
と
ご
と
く
エ
リ
オ
に
惨ざ

ん

敗ぱ
い

し
た
。
こ
の
ル
ー

ル
だ
と
い
く
ら
投な

げ
て
も
講こ

う

道ど
う

館か
ん

柔じ
ゅ
う

道ど
う

の
よ
う
に
「
一い

っ

本ぽ
ん

勝が

ち
」

と
は
な
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
寝ね

技わ
ざ

戦せ
ん

に
も
つ
れ
て
い
く
の
で
、
グ
レ
イ

シ
ー
柔

じ
ゅ
う

術じ
ゅ
つの
独ど

く

壇だ
ん

場じ
ょ
うと
な
って
し
ま
っ
た
。

　

唯ゆ
い

一い
つ

互ご

角か
く

に
戦た

た
か

え
た
の
は
古こ

流り
ゅ
う

柔じ
ゅ
う

術じ
ゅ
つ

出し
ゅ
っ
し
ん身
で
金か

な

光み
つ

弥や

一い
ち

兵ひ
ょ
う

衛え

（
旧

き
ゅ
う

制せ
い

六ろ
く

高た
か

師し

範は
ん

）
の
直じ

き

弟で

子し

だ
っ
た
寝ね

技わ
ざ

師し

の
小お

野の

安や
す

一か
ずひ
と
り

だ
。
し
か
し
そ
の
小お

野の

も
２
度ど

戦た
た
かっ
て
引ひ

き
分わ

け
、
エ
リ
オ
の
牙が

城じ
ょ
うを
崩く

ず

す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

柔
じ
ゅ
う

道ど
う

宗そ
う

主し
ゅ

国こ
く

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が

ま
っ
た
く
勝か

て
な
い
の
で
あ
る
。

コ
ロ
ニ
ア
の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

た
ち
の
悔く

や

し
さ
は
頂

ち
ょ
う

点て
ん

に
達た

っ

し
て
い
た
。

し
か
も
当と

う

時じ

、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

た
ち
は

第だ
い

２
次じ

大た
い

戦せ
ん

で
日に

本ほ
ん

は
勝か

っ
た

と
信し

ん

じ
る
「
勝か

ち
組ぐ

み

」
と
、
負ま

け
た
こ
と
を
正た

だ

し
く
認に

ん

識し
き

す

る
「
負ま

け
組ぐ

み

」
に
分わ

か
れ
て
い

た
。
こ
の
２
つ
は
血ち

で
血ち

を
洗あ

ら

う
争あ

ら
そ
い
を
続つ

づ

け
、
多お

お

く
の
死し

傷し
ょ
う

者し
ゃ

を
出だ

し
て
い
た
。
混こ

ん

乱ら
ん

す
る

日に
っ

系け
い

人じ
ん

た
ち
の
心こ

こ
ろ

を
ま
と
め
る

た
め
に
も
エ
リ
オ
を
倒た

お

す
こ
と

は
日に

っ

系け
い

コ
ロ
ニ
ア
の
至し

上じ
ょ
う

命め
い

令れ
い

と
な
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
へ
や
っ
て
き
た
の
が
本ほ

ん

国ご
く

日に

本ほ
ん

に
お
い
て
戦せ

ん

前ぜ
ん

戦せ
ん

後ご

を
通つ

う

　

木き

村む
ら

政ま
さ

彦ひ
こ

が
つ
い
に
立た

ち
上あ

が
る
。

１
９
５
１
年ね

ん

１
０
月が

つ

２
３
日に

ち

、

マ
ラ
カ
ナ
ン
ス
タ

ジ
ア
ム
に
は
副ふ

く

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うほ
か
政せ

い

財ざ
い

官か
ん

界か
い

の
要よ

う

人じ
ん

も
来き

て
、
フ
ィ
ー

ル
ド
内な

い

に
設せ

っ

置ち

さ
れ
た
数す

う

万ま
ん

の

観か
ん

客き
ゃ
く

席せ
き

は
超

ち
ょ
う

満ま
ん

員い
ん

と
な
っ
た
。
日に

っ

系け
い

人じ
ん

た
ち
は
木き

村む
ら

政ま
さ

彦ひ
こ

に
す
べ
て
を
託た

く

し
て
い

た
が
ど
ち
ら
が
勝か

っ
て
も
暴ぼ

う

動ど
う

が
起お

こ
り
え
る
空く

う

気き

が
あ
っ
た
。

日に
っ

系け
い

人じ
ん

も
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

も
代だ

い

理り

戦せ
ん

争そ
う

に
い
き
り
立た

っ
て
い
た
。
た

め
に
館か

ん

内な
い

あ
ち
こ
ち
に
ラ
イ
フ
ル
銃じ

ゅ
う

を
構か

ま

え
る
武ぶ

装そ
う

警け
い

官か
ん

が
配は

い

備び

さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
物も

の

々も
の

し
い
空く

う

気き

の
な
か
で
木き

村む
ら

政ま
さ

彦ひ
こ

は
大お

お

外そ
と

刈が

り
で
エ

リ
オ
を
後こ

う

頭と
う

部ぶ

か
ら
叩た

た

き
つ
け
る
。
こ
れ
で
失し

っ

神し
ん

を
狙ね

ら

っ
た
の
だ

が
マ
ッ
ト
が
柔や

わ

ら
か
す
ぎ
て
失し

っ

敗ぱ
い

。そ
の
ま
ま
寝ね

技わ
ざ

戦せ
ん

と
な
っ
た
。

最さ
い

後ご

は
木き

村む
ら

が
得と

く

意い

の
腕う

で

が
ら
み
を
極き

わ

め
た
が
エ
リ
オ
が
タ
ッ

プ
し
な
い
。
木き

村む
ら

は
し
か
た
な
く
エ
リ
オ
の
腕う

で

を
折お

っ
て
勝

し
ょ
う

利り

を

収お
さ

め
た
。

　

し
か
し
当と

う

局き
ょ
くが
心し

ん

配ぱ
い

す
る
よ
う
な
暴ぼ

う

動ど
う

は
起お

こ
ら
な
か
っ
た
。

２
人り

の
全ぜ

ん

力り
ょ
くの
戦た

た
かい
は
大だ

い

観か
ん

衆し
ゅ
うを
魅み

了り
ょ
うし
、
ブ
ラ
ジ
ル
紙し

は
木き

村む
ら

の
強つ

よ

さ
を
称た

た

え
、
邦ほ

う

字じ

紙し

は
敵て

き

方が
た

の
エ
リ
オ
が
参ま

い

っ
た
し
な
い
精せ

い

神し
ん

力り
ょ
くを
称た

た

え
た
。

　

木き

村む
ら

政ま
さ

彦ひ
こ

は
１
９
９
３
年ね

ん

に
日に

本ほ
ん

で
亡な

く
な
っ
た
。
エ
リ
オ
・
グ
レ
イ
シ
ー
は
そ
の

６
年ね

ん

後ご

、
５
男な

ん

ホ
イ
ラ
ー
の
試し

合あ
い

に
随ず

い

伴は
ん

し
て
念ね

ん

願が
ん

の
初は

つ

来ら
い

日に
ち

を
果は

た
す
。
講こ

う

道ど
う

館か
ん

を
訪お

と
ず

れ
た
エ
リ
オ
は
木き

村む
ら

政ま
さ

彦ひ
こ

の
写し

ゃ

真し
ん

を

見み

て
目め

に
涙な

み
だ
を
浮う

か
べ
た
。

　
「
私わ

た
し

は
た
だ
１
度ど

、
柔

じ
ゅ
う

術じ
ゅ
つの
試し

合あ
い

で
敗や

ぶ

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
相あ

い

手て

は
日に

本ほ
ん

の

偉い

大だ
い

な
る
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

家か

木き

村む
ら

政ま
さ

彦ひ
こ

だ
。
彼か

れ

と
の

戦た
た
かい
は
私わ

た
し

に
と
っ
て
生

し
ょ
う

涯が
い

忘わ
す

れ
ら
れ
な
い

屈く
つ

辱じ
ょ
くで
あ
り
、
同ど

う

時じ

に
誇ほ

こ

り
で
も
あ
る
」

　

私わ
た
し

は
日に

本ほ
ん

柔じ
ゅ
う

道ど
う

史し

上じ
ょ
う

最さ
い

強き
ょ
うを
謳う

た

わ
れ
る
木き

村む
ら

政ま
さ

彦ひ
こ

先せ
ん

生せ
い

の
こ

と
を
１
８
年ね

ん

か
か
っ
て
取し

ゅ

材ざ
い

し
、
一い

っ

冊さ
つ

の
本ほ

ん

を
１
０
年ね

ん

前ま
え

に
上

じ
ょ
う

梓し

し
た
。
そ
の
物も

の

語が
た
りの
大お

お

き
な
山や

ま

場ば

こ
そ
１
９
５
１
年ね

ん

に
マ
ラ
カ
ナ

ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
戦た

た
か

わ
れ
た
木き

村む
ら

政ま
さ

彦ひ
こ

対た
い

エ
リ
オ
・
グ
レ
イ
シ
ー

の
試し

合あ
い

で
あ
る
。

　
『
木き

村む
ら

政ま
さ

彦ひ
こ

は
な
ぜ
力り

き

道ど
う

山ざ
ん

を
殺こ

ろ

さ
な
か
っ
た
の
か
』（
新し

ん

潮ち
ょ
う

社し
ゃ

）
と
い
う
長な

が

い
題だ

い

名め
い

の
そ
の
書し

ょ

籍せ
き

は
、
軽け

い

薄は
く

短た
ん

小し
ょ
うの
こ
の
時じ

代だ
い

に
百

ひ
ゃ
っ

科か

事じ

典て
ん

の
よ
う
に
分ぶ

厚あ
つ

く
高こ

う

価か

で
、
し
か
も
歴れ

き

史し

か
ら
忘わ

す

れ
ら
れ
て
い
た
木き

村む
ら

政ま
さ

彦ひ
こ

を
扱あ

つ
かっ
た
も
の
な
の
で
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

界か
い

か
ら
は

「
売う

れ
る
わ
け
が
な
い
」
と
言い

わ
れ
た
。

　

し
か
し
増ぞ

う

刷さ
つ

に
増ぞ

う

刷さ
つ

を
重か

さ

ね
、
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
だ
け
で
２
８
刷さ

つ

と
い
う
記き

録ろ
く

的て
き

な
売う

り
上あ

げ
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
こ
の
本ほ

ん

が
単た

ん

な

る
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

の
話は

な
し
で
は
な
く
、
木き

村む
ら

政ま
さ

彦ひ
こ

と
い
う
主し

ゅ

人じ
ん

公こ
う

を
通と

お

し
て
一い

っ

緒し
ょ

に
世せ

界か
い

を
旅た

び

し
、
戦せ

ん

前ぜ
ん

戦せ
ん

後ご

の
歴れ

き

史し

を
追つ

い

体た
い

験け
ん

す
る
よ
う
な

感か
ん

覚か
く

を
読ど

く

者し
ゃ

が
得え

ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

米べ
い

国こ
く

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州し

ゅ
う
に
グ
レ
イ
シ
ー
博は

く

物ぶ
つ

館か
ん

と
い
う
記き

念ね
ん

館か
ん

が
あ
って
、エ
リ
オ
が
木き

村む
ら

政ま
さ

彦ひ
こ

に
敗や

ぶ

れ
た
と
き
に
着

ち
ゃ
く

用よ
う

し
て
い

た
柔

じ
ゅ
う

術じ
ゅ
つ

着ぎ

が
一い

ち

番ば
ん

目め

立だ

つ
場ば

所し
ょ

に
誇ほ

こ

ら
し
げ
に
飾か

ざ

って
あ
る
と
い
う
。

【増
ます

田
だ

俊
とし

也
なり

】1965 年
ねん

愛
あい

知
ち

県
けん

生
う

まれ。小
しょう

説
せつ

家
か

。
北
ほっ

海
かい

道
どう

大
だい

学
がく

中
ちゅう

退
たい

。著
ちょ

書
しょ

に『木
き

村
むら

政
まさ

彦
ひこ

はなぜ
力
りき

道
どう

山
ざん

を殺
ころ

さなかったのか』（新
しん

潮
ちょう

社
しゃ

）、『七
なな

帝
てい

柔
じゅう

道
どう

記
き

』（角
かど

川
かわ

書
しょ

店
てん

）など。 2010年
ねん

、エリオの３男
なん

ヒクソン・グレイシーと対
たい

談
だん

した
増
ます

田
だ

（左
ひだり

）は日
に

本
ほん

の陶
とう

器
き

をプレゼントした（提
てい

供
きょう

写
しゃ

真
しん

）

袈
け

裟
さ

固
がた

めでエリオの頸
けい

椎
つい

にプレッシャーをかける木
き

村
むら

（提
てい

供
きょう

写
しゃ

真
しん

）

エリオの腕
うで

を道
どう

衣
ぎ

で縛
しば

って横
よこ

三
さん

角
かく

絞
じ

めを狙
ねら

う木
き

村
むら

（提
てい

供
きょう

写
しゃ

真
しん

）

全
ぜん

盛
せい

時
じ

代
だい

の木
き

村
むら

政
まさ

彦
ひこ

。拓
たく

大
だい

卒
そつ

業
ぎょう

の記
き

念
ねん

写
しゃ

真
しん

で22歳
さい

のときのもの。1936 年
ねん

に負
ま

けて以
い

降
こう

、
木
き

村
むら

は一
いち

度
ど

も負
ま

けずに不
ふ

敗
はい

のまま引
いん

退
たい

し、「木
き

村
むら

の前
まえ

に木
き

村
むら

なく、木
き

村
むら

の後
あと

に木
き

村
むら

なし」と
称
たた

えられた（提
てい

供
きょう

写
しゃ

真
しん

）

木
き

村
むら

政
まさ

彦
ひこ

とエリオ・グレイシー
の偉

い

大
だい

なる戦
たたか

い

 【腕
うで

がらみを極
きわ

める】   1951 年
ねん

10月
がつ

23日
にち

、マラカナンスタジアムでエリオ・グレイシーと  戦
たたか

った木
き

村
むら

政
まさ

彦
ひこ

は得
とく

意
い

の腕
うで

がらみ
でエリオを破

やぶ

った。グレイシー一
いち

族
ぞく

は木
き

村
むら

政
まさ

彦
ひこ

に敬
けい

意
い

を払
はら

い、この技
わざ

に「キムラ」と名
な

前
まえ

を付
つ

けた（提
てい

供
きょう

写
しゃ

真
しん

）

愛
あい

知
ち

県
けん

在
ざい

住
じゅう

小
しょう

説
せつ

家
か

　増
ます

田
だ

俊
とし

也
なり

特
とく

別
べつ

寄
き

稿
こう

☆1951年
ねん

☆マラカナンスタジアム

得と
く

意い

の
大お

お

外そ
と

刈が

り
と

　
　
腕う

で

が
ら
み
が
炸さ

く

裂れ
つ
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